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要 約   

クロロニコチル系殺虫剤である「イミグクロプリド」（IUPAC：1－（6－クロロ甘ビリ  

ジルメチル）」Ⅴ－ニトロイミグゾリジン2イリデンアミン）について、各種評価書等  

（農薬抄録、JMPRレポート及び米国EPAFederalRegister）を用いて食品健康影  

響評価を実施した。   

評価書等における試験成績は、動物体内運命（ラット）、植物体内運命（稲、なす、  

トマト、りんご、ばれいしょ、とうもろこし、棉及びたばこ）、土壌中運命、水中運  

命、土壌残留、作物残留、急性毒性（ラット及びマウス）、亜急性毒性（ラット、イ  

ヌ及びウサギ）、慢性毒性（イヌ）、慢性毒性／発がん性併合（ラット）、発がん性（マ  

ウス）、2世代繁殖（ラット）、発生毒性（ラット及びウサギ）、遺伝毒性試験等であ  

る。   

試験結果から、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題と  

なる遺伝毒性は認められなかった。  

・各試験の無毒性量の最小値は、ラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性併合試験  

の5．7m壷／kg体重／日であったことから、これを根拠として、安全係数100で除した  

0．057mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）とした。  

・4・   



Ⅰ．評価対象農薬の概要  

1．用途、  

殺虫剤  

2．有効成分の一般名  

和名：イミグクロブリド  

英名：imidacloprid（ISO名）  

3．化学名  

mC  

和名：1－（6－クロロ・3・ビリジルメチル）・ノⅤ－ニトロイミグゾリジンー2イリデンアミン  

英名：1－（6・Chloro－3－Pyridylmethyl）・N－nitroimidazolidi定一2・ylideqeamine  

CAS（No．138261・41－3、旧登録番号：105827・78－9も参照可能）  

和名：1－【（6－クロロ・3ゼリジニル）メチル】一jV－ニトロー2イミグゾリジンイミン  

英名：H（6・Chloro－3・Pyridinyl）methyi）－Nqni七ro・2－imidazolidinimine   

4．分子式  

C9HlOCIN502  

5．分子量  

255．7  

6．構造式  

／「  C】㊥cHr≠二： 

2  

7，開発の経緯   

イミダクロプリド鱒、1985年に日本特殊農薬製造株式会社（現＝バイエルクロツプサイ   

エンス株式会社）により開発されたクロロニコチル系殺虫剤であり、作用機構はニコチン   

性アセチルコリン受容体に対するアゴニスト作用である。2005年10月現在、116カ国ま   

たは地域で農薬登録されており、穀類の種子粉衣剤（主としてアブラムシを対象）の他、   

フロアブル製剤等の散布剤としても使用されている。   

日本では1由2年に初めて農薬登録され、また、バイエルクロツプサイエンス株式会社よ   

り農薬取締法に基づく登録申請（適用拡大：稲）がなされている。また、ポジティブリス  

ト制度導入に伴う残留基準が設定されている。  
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Ⅱ．毒性等に関する科学的知見   

農薬抄録（2006年）、JMPRレポート（2001牢）及び米国EmFederalRegister（2003   

年）を基に、毒性に関する主な科学的知見を整理した。（参照2～4）  

各種運命試験川－1～4）は、イミグクロプリドのメテレン基の炭素を14Cで標識した   

もの（meセー14C－イミダクロブリド）、イミグゾリジン環の炭素を14Cで標識したもの   

（imi－14Cイミグクロブリド）及び代謝物MO4のメチレン基の炭素を14Cで標識したもの   

（met－14C－MO4）を用いて実施された。放射能濃度及び代謝物濃度は特に断りがない場合   

はイミダクロブリドに換算した。代謝物／分解物略称及び検査値等略称は別紙1及び2に   

示されている。  

1．動物体内運命試験  

（1）薬物動態（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各5匹）にmet・14Cイミグクロブリドを1及び20mg／kg体   

重単回経口投与し、薬物動態試験が実施された。  

投与後、雌雄ともに放射能のほぼ全てが吸収された。血膿中のTmaxは雄で1．46～2．43   

時間、雌で1．1ト2．05時間であった。血賠中の放射能消失は二相性を示し、第一相のTl／2   

は雄で2＿59～3．26時間、雌で3．23～3．59時間、第二相の丸2は雄で25．8～11さ川寺問、雌で   

28．6～72．6時間であった。（参照2、3）  

（2）排泄  

Wistarラット（一群雌雄各5■匹）にmet・14Cイミダクロブリドを1mg／kg体重（単回   

経口、反復経口及び単回静脈内）投与及び20mg此g体重単回経口投与し、排泄試験が実   

施された。  

全ての投与群において、雌雄とも投与後48時間以内に総処理放射能（mR）の90％   

以上が尿及び糞中に排泄され、主な排泄は尿中であった。腎尿排泄は速やかであり、尿   

排泄放射能の約90％が24時間以内に回収された。排泄パターンに、反復投与の影響及   

び性差は認められなかった。  

また、胆管カニューレを施したWistarラット（一群雄5匹）にmet・14Cイミダクロ   

ブリドを1mg／kg体重単回十二指腸内投与し、胆汁排泄試験が実施された。その結果、   

糞中に4．7％nlR、尿中に56％TAR、胆汁中に36％TARが排泄された。本試験で腎尿排   

泄放射能が低下したことは、放射能の腸肝循環に起因すると考えられた。（参照2、3）  

（3）体内分布  

Wistarラット（一群雌雄各5匹）にmet－14Cイミグクロプリドを1Ⅱ1g／kg体重（単回   

経口、反復経口及び単回静脈内）投与及び20mg此g体重単回経口投与し、48時間後に   

解剖して臓器・組織中の放射能を測定した。  

臓器・組織内への分布は、胃腸管を除く動物体における放射能はいずれも低かった（48   

時間後には1％TAR未満）が、肝臓、腎臓、肺、皮膚及び血祭で比較的高かった。また、   

別のWistarラット（一群雄5匹）に20mg／kg体重を単回経口投与し、経時的な臓器・  

－6・   



終結内分布を検討した結果、大部分の臓器・組織内において最初の測定時点（0．67時間）   

で最高値が認められ、臓器・組織中の放射能はいずれの臓器においても同様の速度で消   

失した。試験期間中を通じて、脂肪及び中枢神経系への分布は非常に少なかった。（参照   

2、3）  

（4）代謝物同定一定量  

Wistarラット（一群雌雄各5匹）にmet－14C－イミグクロブリドを1mg／kg体重（単回   

経口、反復経口及び単回静脈内）投与及び20皿釘kg体重単回経口投与し、投与D～24時   

間後に採取した尿及び糞試料を用いて、代謝物同定・定量試験が実施された。  

尿からは親化合吻（終回収放射能の8．92～15．4％）の他に、主要代謝物としてMlO（同   

16．6～28．1％）、MO2（同14，8～18．2％）、MO3（同8．07～13．2％）、MO6（同3．22－8．15％）   

及びM12（同2．32～5＿70％）が認められた。糞からは親化合物（同0．53～2．22％）の他、   

MOl、MO3、M12が認められたが、いずれも終回収放射能の0．58～3．36％の範囲であっ   

た。MO6及びMlOは尿のみ、MOlは糞のみで認められた。  

投与方法及び回数、性別に関わらず、二種類の主要代謝経路が考えられた。第一の経   

路では、親骨格の酸化開裂によりMO6が生成し、MO6の大部分がグリシン抱合を受け   

る一方、一部はビリジン環の脱塩素により置換を受けた。第二の経路では、イミダゾリ   

ジン環4位または5位の水酸化（MO2の生成）、及びその後の脱水反応（MO3の生成）   

を受け、MO6へと代謝された。  

また、1mg瓜g体重投与の各群では、認められた代謝物パターンに質及び量的な性差は   

ほぼ認められなかったが、20mg／kg体重投与群では、雌と比較して雄では親化合物の量   

が低く、MO3の量が増加し、雄での代謝能力が高い傾向が示された。他の代謝物では、   

雌雄で性差は認められなかった。（参照2、3）  

（5）肝臓及び腎臓中の経時的代謝物分布  

Wistarラット（一群雄20匹）にme七・14Cイミダクロプリドを20皿g／kg体重単回経口   

投与し、代謝物の同定及び経時的分布を検討した。  

腎からは親化合物、MO2、MO3、MO6及びMlOが同定された。そのうち親化合物、   

MO6及びMlOは経時的に減少し、MO2及びMO3は増加した。肝からはMOl、MO5、   

MO6及びM17が同定された。MOlは腎及び尿中に認められていないため、更に代謝を   

受けると考えられた。またM17も肝以外で認められておらず、腎または膿汁へと排泄さ   

れる前に代謝されると考えられた。（参照2、3）  

（6）イミダウロブリド及び代謝物MO4の薬物動態及び代謝に関する比較  

met・14Cイミグクロブリド及びmet・14C・MO4を、それぞれ別個の雄WistaTラットに   

1mg耽g体重単回経口投与し、薬物動態及び代謝パターンを比較した。  

親化合物及びMO4の薬物動態は類似しており、いずれも二相性の消失パターンを示し   

た。親化合物及びMO4のTmaxはそれぞれ1．16及び0．77時間、第一相のTl／2はそれぞ   

れ0・36及び0．29時間、 

タレンも類似七ており、処理放射能の体外への排泄は48時間以内にほぼ完了し、両化合  
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物とも約75％TAR前後が尿中に排泄された。MO4投与による臓器・組織内分布は親化   

合物の分布パターンと比較して腎脂肪への分布が高く、この理由はMO4の脂質親和性が  

高いためと考えられた。  

同定された代謝物は、親化合物投与彼の尿中では親化合物の他にMO3、MO6、M川、   

及びMO2であった。MO4投与後の尿中では未変化のMO4が大部分であり、少量の代謝   

物としてMOlが尿及び糞中に認められた。  

また、雄Wistarラットにmet－14Cイミダクロブリドを単回経口（150mg／kg体重）及   

び反復経口（非標識体1800ppm、㌦年間浪餌投与の後、標識体80皿g化g体重単回経口）   

投与し、高用量及び長期間投与によりMO4が生成するか否かを検討した。その結果、高   

用量単回投与では極微量のMO4が確認されたのに対し、長期間投与の尿中には多量の   

MO4が認められた。これらの知見から、MO4は主に親化合物の長期間投与時の代謝物で   

あることが示唆された。このことを確認するため、非標識体を1年間混餌投与したマウ   

ス及びラットの尿を用いて直接同位体希釈分析を行った結果、いずれの尿中にもMO4の   

存在が確認された。（参照2、3）  

（7）血ト1ヰC－イミダクロブリドのラットにおける代謝  

Wistarラットにimi一一4Cイミグクロブリドを1mg此g体重（一群雌雄各5匹）及び   

150mg／kg体重（一群雄5匹）単回経口投与する薬物動態試験が実施された。  

その結果、放射能のほぼ全て（95％TAR以上）が吸収された。1mg／kg体重投与群に   

おけるTmaxは1．00（雄）及び1．50（雌）時間、Tl／2は24．9（雄）及び21．3（雌）時間   

であった。150皿g几g体重投与群におけるTmaxは4．00時間、Tl／2は9．04時間であった。   

投与48時間後までに大部分が体外に排泄され、88．2～93．8％mRが尿中、6．30～11．2％TAR   

が糞中から回収された。投与48時間後における各臓器・組織内濃度はいずれも低く、血   

柴より高かったのは肝、腎、脂肪組織（雄のみ）、肺及び皮膚のみであった。主要代謝物   

は、尿から同定されたM22であり、19．ト34．7％TRR（TRR：総残留放射能）を占めた。   

他にM21（8．0～18A％TRR）、MO2（13．7～14．7％TRR）、MO3（7，7…9．1％TRR）及び親   

化合物く6．9－16．5％TRR）が同定された。met－14Cイミグタロプリド投与における尿中   

代謝物との差は、imi－14C一標識部位に由来すると考えられた。（参照2、3）  

2．植物体内運命試験   

met－14Cイミダクロブリドを用い、稲、なす、トマト、りんご、ばれいしょ、とうもろ   

こし、棉及びたばこにおける植物体内運命試験が実施された。   

箱施用の稲（品種：コシヒカリ）にmet－14Cイミダクロブリドを0．32－1．26kgaぴbaの  

用量で土壌処理した結果、稲体には4．02～6．95％TARが移行した。収穫期（処理後124日）   

における地上部放射能の大部分（約98％）は稲わらに存在し、玄米中の放射能は極少量  

（0，旧％m）であった。主要化合物は、玄米では未変化の親化合物（11．9”13．6％TRR）のみで   

あり、稲わらではMOl（33．5～45．5％TRR）及びMO5（1．0…12．1％TRR）であった。   

また、met－ユ4C－イミダクロブリドを0．5kg ajJhaの用量で稲栽培ポットに水面施用した  

結果、収穫時（処理後79日）の放射能の80％TARは土壌から回収され、玄米及び稲わらに  

移行した放射能はそれぞれ0．05％TAR（0．036mg／kg）及び3．96％TAR（1．47mg／kg）であっ  
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た。主要化合物は、玄米では未変化の親化合物（6．3％TRR、0．002mがk∂のみであり、・稲  

わらではMOl（25．6％TRR、0．310mg／k∂及び親化合物（11．5％TRR、0．168mg施∂であっ  

た。   

なす（品種：千両2号）にmet・14Cイミダクロブリドを0．02gaiノ株の用量で植穴処理し  

た結果、処理放射能のなす地上部への移行は限定されており（1．64～2．72％咄、地上部に  

おける給費留放射能の約90％が葉に分布していた。主要化合物は、果実では親化合物  

（18．9％TR母及び代謝物MOl（14．0％TRR）であり、茎葉では親化合物（8．76～32．6％TRR）及び  

代謝物MOl（21．4～33．9％TRR）であった。   

トマト（品種不明）及びりんご（品種：ゴールデンデリシャス）の果実にmet・14Cイミ  

グクロブリドを塗布した結果、果実中の主要化合物は濃化合物のみであり、10％TRR以上  

生成した代謝物は認められなかった。また、実に塗布したmet－14Cイミダクロプリドの果  

実への移行性を調べた結果、移行量は無視しうる量であった。   

ばれいしよ（品種不明）を用いて、met・14Cイミグクロブリドの土壌混和処理（処理濃  

度：0．05gaぴm畝）又は散布処理（同134gai几a）を行った。土壌混和処理における主要  

化合物は、塊茎中では親化合物（4臥3％TRR、0、044mg此g）及びMOl（11．3％m、0．010  

mg茂g）であり、茎葉中では親化合物（26．7％TRR、1．53mg戊∂であった。散布処理を行っ  

た場合、塊茎の総残留放射能は極少量（0．009mg戊∂であり、そのうち親化合物が11，1％  

TRR（約0．001mg此g）、MO6が33．3％TRR（0，003mg／kg）検出された。茎葉では、親化合物  

（37．9～71．8％TRR）及びMOl（4．1～12．6％TRR）が主要化合物と考えられた。茎葉における  

親化合物は経時的に減少し、一方、MOlは経時的に増加した。   

とうもろこし（品種：MutinD）にmet・14Cイミダクロブリドを7．21ga地g種子の処  

理量で種子粉衣処理を行った結果、人畜可食部である乾燥子実及びかいば用植物体では親  

化合物が最も多かった（各TRRの約 27％）。乾燥子実では、親化合物に次いで  

MO3（14．1％TRR）が主要代謝物であり、またMO2が9．3％TRR認められた。かいば用植物  

体では、親化合物に次いでMOl（13．2％TRR）が主要代謝物であった。   

棉（品種：Coker310）にmet・14Cイミダクロプリドを4．6ga地g種子の処理量で種子  

粉衷処理を行った結果、種子中の放射能残留量は極少量（＜0．005mg悔）であった。種子  

中にはMO6が23．3％mR認められた。菓においては、M18（11．3％TRR）が主要代謝物であ  

った。   

たばこ（品種：Ⅵrginia）にmet－14Cイミダクロプリドを28＿4mgai催物の処理量で土  

壌港注処痙及び散布処理を行った結果、菓における主要化合物は親化合物（77．7％TRR）であ  

り、10％TRR以上生成した代謝物は認められなかった。   
以上の植物体内運命試験において認められた代謝物パターンから、イミダクロブリドの  

植物代謝経路は、ニトロ基の還元又は脱離、イミグゾリジン環（4位又は5位）の水酸化  

及びその後の脱水反応、及びクロロビコリルアルコールへの代謝及び抱合体の生成である  

と推定された。また供試植物間に、代謝物の質的パターンの差は認められなかった。（参照  

2）  
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3．土壌中運命試験  

（1）土壌中運命試験（好気的及び嫌気的土壌）  

met－14Cイミグクロプリドを用いた土壌中運命試験が実施された。  

沖積軽埴土（高知）及び火山灰軽埴土（茨城）を用いた好気的湛水土壌中運命試験の   

結果、両土壌とも処理27週後での土壌中放射能は97～99％TARを占め、主要分解物は   

MO■1であり、最高値は19．8％TAR及び6．1％nlRであった（ともに15週後）。未抽出残留   

の経時的な増加が認められ、過酷抽出することで、親化合物及びMOlの遊離が認められ   

た。過酷抽出彼の結合残留を分析したところ、フミン画分に比較的多くの放射能が取り   

込まれていることが示された。半減期は53日及び69日と算出された。  

壌質砂土（ドイツ、HanbofbD）を用いた好気的土壌中運命試験の結果、処理100日後   
に土壌から抽出された放射能は68．6％でARであった。好気的土壌中運命試験では二酸化   

炭素の生成が認められ、処理100日後には9．95％m生成した。土壌から抽出される放   

射能の大部分は親化合物であり、処理100日後には63．3％mR抽出された。また抽出後   

の結合残留について還流抽出を行い、7．4％TARの親化合物の遊離が認められた。分解物   

はMOl、MO3、MO4、MO5、MO7及びM13が認められたが、その生成量はいずれも10％   

m以下であった。半減期は163～213日と算出された。  

シルト質壌土（米国、カンザス市）を用いた嫌気的土壌中運命試験の結果、試験系全   

体（水屑及び土壌）において親化合物は経時的に分解され、処理358日後には0．1％TAR   

以下となった。主要分解物としてMOlが認められた。半減期は27日と算出された。（参   

照2）  

（2）土壌吸着試験  

イミグクロプリドの土壌吸着試験が4種類の国内土壌（軽埴土：石川及び茨城、埴質   

壌土‥福島、微砂質埴壌土：茨城）を用し1て実施された。  

アreun瓜icbの吸着等温式による吸着係数はKFadヒ1．89～8．33であった。（参照2）  

4．水中運命試験  

（1）加水分解試験（緩衝液）  

meモー14C－Jl’ミダクロプリドを用い、PH5（酢酸緩衝液）、pH7（トリス緩衝液）及びpH9   

（ホウ酸緩衝液）の各緩衝液における加水分解試験が実施された。  

pfI5及び7において、親化合物の分解及び加水分解物の生成は認められなかった。一   

方、pH9では、親化合物は微量分解し、未知分解物1と分解物MO5が生成した。30日   

間のインキュベーション後に親化合物は93．0％TARとなった一方、未知分解物1は5．3％   

TAR、MO5は1．7％TARとなった。  

pH9における半減期は355日と算出された。pH5及び7における半減期は1年以上  

と考えられた。（参照2）  

（2）水中光分解試験（緩衝液及び自然水）  

met・14Cイミダタロプリドを用い、pH7のリン酸緩衝液及び自然水（ドイツ、   

Anglerweiher池）にキセノンランプ光（緩衝液：88～98W／m2、測定波長310…400nm、  
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自然水：643W／血2、測定波長300～800nm）を連続照射し、水中光分解試験が実施され  

た。  

pH7の緩衝液中では、親化合物は速やかに分解し、照射開始120分後には28．7％mR  

となった。主要分解物はMOl及びMO5であり、生成量はいずれも経時的に増加し、照   

射開始120分後にはそれぞれ17．2％及び9．85％mとなった。試験水中濃度に基づく推   

定半減期は57．9分と算出された。これは、北緯35度（4～6月）にj引ナる半減期に換算   

すると0．45～0．51日（10．9－12．1時間）と計算された。  

自然水中では、親化合物は試験期間を通じて継続的に分解し、照射24．2時間後には   

14．1％TARであった。主要分解物はMO5及びM16であり、生成量は経時的に増加し、   

照射24．2時間後にはそれぞれ13．8％及び9，90％TARであった。他にMOl及びMO6が   

認められたが、生成量はいずれも10％TAR以下であった。15種の比故的少量の成分か  

ら構成される高極性分解物が照射24．2時間後に52．4％TAR認められ、これらのうち、   

最大量で検出された成分は8．7％mRに相当した。半減期は9．12時間、東京（北緯35   

度）の4－6月における半減期に換算すると約2．4日と算出された。（参照2）  

5．土壌残留試験   

火山灰壌土、沖積埴壌土及び沖積砂土を用いて、イミグクロブリドを分析対象化合物と   

した土壌残留試験（圃場及び容器内）が実施された。推定半減期は表1に示されている。  

参考として、分解物MOl及びMO4の分析が実施された。最高値は容器内試験（水田状態、  

沖積埴壌土）の150日後におけるMOl（0．09mg此g）であったが、ほとんどが検出限界以   

下（＜0．02mg戊g）であり、半減期は求められなかった。（参照2）  

表1 土壌残留試験成績  
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園 場  沖積埴壌土   1日  

試  火山灰壌土   70日  
験   600ga地a  

沖積砂土   95日   

容  

器  0．5mg此g   
火山灰壌土   60日  

内  
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6．乳汁への移行試験   

一群3匹の乳牛（品種不明）にイミダクワプリド（0、5、15及び50皿g此g体重／日）を   

ゼラチンカプセルに充填して28日間連続線口授与し、6一クロロビリジル基を有する代謝物   

を測定する乳汁移行試験が実施された。   

採取した牛乳試料における濃度は、0及び5mg此g体重／日投与群ではいずれの時点でも  
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＜0・02mg茂gであった。15及び50mg几g体重／日投与群では、それぞれ0．028～0．041mg／kg   

及び0．101～0．154mg／kgが検出された。（参照2）   

7．作物残留試験 

イミダクロプリド、代謝物MOl、MO4及びMO6を分析対象化合物とした作物残留試験   

が実施された。結果は別紙3に示されている。（参照2）  

8．後作物残留試演   

レタス、小麦、きゆうり、トマト、はくさい及びだいこんを用いて、イミダクロブリド、   

代謝物MOl及びMO4を分析対象化合物とした後作物残留試験（前作物：水稲及びだいこ   

ん）が実施された。その結果、全ての作物において、いずれの化合物も検出限界未満（＜0．005   

mg／kgまたはく0．01皿g／kg）であった。（参照2）  

9．一般薬理試験   

ラット、マウス及びウサギを用いた一般薬理試験が実施された。結果は表2に示されて   

いる。（参照2）  

表2 一般薬理試験概要  

試験の種頸   

一般状態  

中  

枢  
神  

経  

系   

体温   

呼吸数・  
呼  

吸  
心拍数  

循        呼吸・血圧   

環   心拍数   
系  （麻酔下）   

自  

律  
瞳孔径  

神  

経  瞳孔径   
系  

体   
性  

神  

経  

系   

動物程  動物数 ／群  投与量 （mg／短体重） 投与経路  無作用量 （mg戊g体重）  作用量 （m釘kg体重 
）   

結果の概要   

・ヒ 巳   雄 3  0，10，30，100   警戒性・運動性の低下、運   

法）  経口   10   30  

100mg瓜g体重で死亡例   

行動性の軽微な抑制、瞳孔  
態  ウサギ  雄 3  0，10，30，100   

10   
反射の抑制、呼吸数増大、   

法）  経口  30  
重で死亡例  

らサギ  雄 3   
0，10，30，100   

経口   
30   100  軽微な体温下降  

ウサギ  雄 3   
0，10，30，100   

10   
呼吸数の増加後、減少  

経口  30   心拍数増加   

呼吸の∬過性の完進、血圧  
巨・  

ウサギ  雄4～5  0，1，3，10，30  
降下、心拍数減少  

静脈内   
3   10    30m琶西g体重で死亡、死亡  

例は呼吸の一過性の冗進  

後、抑制、呼吸停止  

ウサギ  雄 3   
0，10，30，100   

経口   
10   30  散大  

ラット  雄 5   
0，10，30，100   

経口   
30   100  散大   

収縮  0，30，100，300   300  
経口  

影響なし   

作用  
100   

落下限界角度の軽度な減  
経口  300   少   
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腸管運動  
ウサギ  雄4～5   

0，1，3，10，aO   

消  静脈内   
3   腸管運動抑制  

化  
炭末輸送能  ラット  雄 5   0，10，30，100   

3P   
器  経口  

100  炭末輸送率の低下  

系  ラット  雄 5   
0，10，30，100   

10   
絵酸度の低下、pH値の上  

経口  30   昇、胃酸分泌抑制   
腎  尿量・  

機  0，30，100，300   30   尿量の減少、  

能  
経口  100   電解質の変動   

血  ウサギ  雄 5   
1け5′～10‾3M （血l元適   

10■3M  影響なし  

液  

系   
0，10，30，100   

10   
Pr影響なし、肌の軽度  

経口  3D   な延長（10秒以内）   
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10．急性毒性試験  

（1）急性毒性試験  

イミダタロプリド及び代謝物を用いた急性毒性試験が実施された。結果は表3及び4   

に示されている。（参照2、3）  

蓑3 急性毒性試験結果概要（原体）  

投与  動物種  
LD50  

経路  性別・匹数  
（m釘kg体重）  症状  

雄   雌   

SDラット  
全投与‡料こ鎮静あるいは振戦、重篤例ではさらに  

経口  
雌雄各10匹  

440   410   呼吸異常及び痙攣  

＞360mg／kg体重で死亡   

無関心、一過性の努力呼吸及び頻呼吸、運動性の  

Ⅵ住sbrラット  
低下、一過性のよろめき歩行、瞼裂縮小、一過性  

経口  
雌雄各5匹  

424  450～475    の振戦及び痙攣、途中死亡例に牌の退色化、肝及  

び肺の暗色化  
＞400mg倣g体重で死亡   

ICRマウス  全投与群で鎮静、振戦及び呼吸異常、重薦例では  

経口  
雌雄各10匹  

100   98   さらに痙攣から死亡、その他挙尾、ヒヨコ様鳴声  

雄＞60mg此g体重、雌＞78m〆kg体重で死亡   

無関心、一過性の努力呼吸及びよろめき歩行、道  

経口   
N≠nⅥマウス  

131   
動地の低下、一過性の歴戦及び痘聾、死亡例に肝、  

雌雄各5匹  168           脾及び肺の退色化または暗色化  

雄＞100皿g／kg体重、雌＞120皿g此g体重で死亡   

経皮   
SI）ラット  

雌雄各10匹  
＞2000  ＞2000  症状なし   

経皮   
Wisねrラット  

雌雄各5匹  
＞5000  ＞5000  症状なし   

無関心、努力呼吸、頻呼吸、痙攣、周期的な振戦  

腹腔内   
Wista】：ラット  

171   
及び攣縮、死亡例に肺の斑点、牌の退色、膿腔内  

雌雄各5匹  186           赤色液貯留  

雄＞170皿g化g体重、雌＞150ng化g体重で死亡   

吸入  Wistarラット  LC5D（mg／0  呼吸困運、活動性の低下、立毛及び軽微な振戦  
雌雄各5匹  ＞5．32  ＞5．32  

（4時間暴露）   
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表4 急性毒性試験結果概要（代謝物）  

投与  動物種  
L工）50  

検体   経路   性別・匹数  （mg此g体重）  症状  

雄   雌   

鎮静、眼瞼下垂、呼吸異常、ふるえ、皮膚温低下、痙攣  
Sカラット   及び紅涙、生存例に肺の赤褐色及び灰白色斑、死亡例に   

代謝物  経口  堆雄各5匹  300  28D  
＞240mg／kg体重で死亡   

全投与群で散瞳、ふるえ、呼吸異常、流涙、紅涙、削痩、  

SDラット  
歩行不能、血尿及び立毛、死亡例に肺の暗赤褐色～赤梅  

代謝物 MO3  経口  雌雄各5匹   
3500  1100    色変化、膀胱の腐胱内／ト塊及び赤色液の貯留、牌臓の萎  

縮及び禎色、消化管の暗赤色斑等  
椎＞2200mg倣g体重、雌＞1100mg化g体重で死亡   

散睦、ふるえ、鎮静、眼球突出、呼吸異常及び糞量減少、  
SDラット 5  1980  3560   死亡例に肺の赤褐色戌E及び胃の肥厚  
雌雄各匹  

雄＞1560mg此g体重、雌＞2500mg肱g体重で死亡  
代謝物 MO4  経口  

ICRマウス  歩行失調、呼吸異常、眼球突出、ふるえ、痘攣及びヒヨ  

雌雄各5匹   
200  200   コ様鳴声  

雄＞200mg此g体重、雌＞300mg戊g体重で死亡   

全投与群に散瞳、歩行異常、鎮静、呼吸異常、歩行不能、  
代謝物  経口   SDラット   流i延、振戦及び鼻出血、死亡例に肺の暗赤褐色調～赤色   

MO5  雌雄各5匹  4080  1820            肝変化、気管粘膜貯留  
雄＞333Dmg此g体重、雌＞1480mg仮g体重で死亡   

全投与群に鎮静、呼吸異常とそれに伴う喘鳴及び失禁、  
ラット   ヒヨコ様鳴声、生存例に肺の赤褐色斑（または赤褐色域）、   

代謝物  経口  雌雄各5匹  ＞5000  ＞5000  

雌の5000mg瓜g体重で1例死亡   

全投与群に鎮静、よろめき歩行及び呼吸異常、重篤例で  
代謝物  経口   ラット   はさらに麻酔柱状態及び涜涙、死亡例に胃粘膜の赤色調   

Ml畠  3800・  3700        雌各5匹    変化、肺気腫及び気管内貯留物  
雄＞3800ng肱g体重、雌＞8000Ing耽g体重で死亡   

（2）急性神経毒性試験  

SDラット（一群雌雄各18匹）を用いた強制単回経口［20（雌のみ、一群12匹）、50、   

150及び350mg／kg体重〕投与による急性神経毒性試験が実施された。  

その結果、150mg倣g体重以上投与群雄及び350mg／kg体重投与群雌で、死亡、反応   

性の増加、歩行失調、活動性の低下及び機能観察検査（FOI主）において多数の影響が認   

められた。また運動能の低下が、150mg／kg体重以上投与群雄及び50mg化g体重以上   

投与群雌で認められた。無毒性量は、一般毒性及び神経毒性ともに雄50Ⅱlg／kg体重、雌   

20mg戊g体重であると判断された。  

なお、これらの症状は生存動物では投与後7日以内に完全に回復し、病理組織学的検   

査において骨格筋及び神経組織に影響は認められなかったことから、全ての臨床症状及   

び神経行動学的影響は本検体のニコチン性アセチルコリン受容体のアゴニストとしての   

作用と関連しているものと考えられた。（参照2、3）  
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11．眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験  

NZWウサギを用いた眼刺激試験及び皮膚刺激試験、DHf－Wモルモットを用いた皮膚   

感作性試験（Maximization法）が実施された。その結果、眼及び皮膚に対する刺激性は   

認められず、皮膚感作性は陰性であった。（参照2、3）  

12．亜急性毒性試験  

（1）90日間亜急性毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各10匹）を用いた混餌（原体：0、150、600及び2400ppIn）   

投与による90日間亜急性毒性試験が実施された。また、回復群（一群雌雄各10匹、原   

体0及び2400ppm混餌投与）を設け、投与終了後4週間観察した。  

60Oppm以上投与群雄で体重増加抑制、2400ppm投与群雄でTPT延長、ALP及びM   

増加、TP、TCbol、TG及びAlbの低下、肝の組織学的変化（円形細胞浸潤、単細胞壊   

死、細胞質変化、核の肥大）、また2400ppm投与群雌では体重増加抑制、Tf－T延長、   

ALPの増加、TP、T．Chol、TG及びAlbの低下が認められた。   

太試験の無毒性量は雄150ppm（14．Omg珠g体重／日）、雌600ppm（83，3mg肱g体重／   

日）であると考えられた。肝の組織学的変化は回復性であった。（参照2、3）  

（2）90日間亜急性毒性試験（イヌ）  

ピーグル犬（→群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、200、600及び1800／1200ppm、   

最高投与群は4週目から1200ppmに変更）投与による90日間亜急性毒性試験が実施さ   

れた。   

1800ppm投与群雌雄では摂餌量が減少し、それに伴い体重も減少したが、1200ppm   

に用量を下げたところ、餌を完食しない例が散見されたが体重は順調に増加した。いず   

れの投与群も、血液学的検査、血液生化学的検査、肉眼的及び病理組織学的検査におい   

て検体投与による悪影響は認められなかった。  

本試験において、1800／1200ppm投与群雌雄で体重増加抑制及び摂餌量減少が認めら   

れたことから、無毒性量は雌雄とも600ppm（雄‥22．Omg／kg体重／臥雌‥2云．7mg／kg   

体重／日）であると考えられた。（参照2、3）  

（3）90日間亜急性神経毒性試験（ラット）  

Fiscberラット（一群雌雄各18匹、うち衛星群：雌雄各6匹）を用いた混餌（原体：   

0、150、1000及び3000ppm）投与による90日間亜急性神経毒性試験が実施された。  

3000ppm投与群雄で前肢握力の低下及び正向反射の乱れ、全投与群雌で正向反射の乱   

れが認められたが、いずれも正常として容認できる程度であり、神経組織及び骨格筋の   

組織において病理組織学的所見は認められなかったことから」検体投与による影響では   

なく偶発的なものと考えられた。1000ppm以上投与群雌雄で体重増加抑制及び摂餌量減   

少が認められた。  

本試験の一般毒性に対する無毒性量は、雌雄とも150ppm（雄：9．3mg此g体重／日、雌：   

10．5mg／kg体重ノ日）であると考えられた。神経毒性は認められなかった。（参照2～4）  
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（4）21日間反復経皮毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌雄各5匹）を用いた経皮（0及び1000mg化g体重／日）投与に   

よる21日間反復経皮毒性試験が実施された。  

いずれの投与群にも毒性学的所見は観察されなかった。本試験の無毒性量は雌雄とも   

1000mg／kg体重／目であると考えられた。（参照2～4）  

（5）28日間反復吸入毒性試喜貪（ラット）  

Wisねrラット（一線雌雄各10匹）を用いた吸入（0、5、30及び180mg／m3、実際濃   

度は0、5．5、30．5及び191mg／ma、6時間／日）暴露による28日間反復吸入毒性試験が  

実施された。  

180mg／m3暴露群雄で体重増加抑制、GIJDHの増加及び肝薬物代謝酵素（クデメチラー   

ゼ、〟デメチラーゼ、P・450）誘導が認められ、180mg／m3暴露群雌で血液凝固時間の延   

長、M、ALP、GIJDH及び℃Buの増加、肝薬物代謝酵素誘導、肝比重量1の増加が認   

められた。30mg／m3暴露群雌で入声デメチラーゼの有意な誘導が認められたが、誘導は   

背景データの範囲内にあり、さらに肝の絶対重量及び形態にも変化がないことから、この   

群での誘導は適応反応と考えられた。  

本試験の無毒性量は雌雄とも30mg／m3（13．2工ng／kg体重／日）であると考えられた。（参   

照2）  

13．慢性毒性試験及び発がん性試験  

（1）1年間慢性毒性試験（イヌ）  

ビーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた温餌（原体：0、200、500及び1250／2500ppm、   

最高投与群は17週目から2500ppmに変更）投与による1年間慢性毒性試験が実施され  

た。  

1250ノ2500ppm投与群雌雄で肝のチトクロームP－450の増加が、加えて同群雌では   

℃Cbolの増加が認められた。肉眼的及び病理組織学的検査において、検体投与に起因す   

る病的変化は認められなかった。  

本試験の無毒性量は雌雄とも500ppm（雄15．3mg此g体重／日、雌14．8mg此g体重／日）  

と考えられた。（参照2、3）  

（2）2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌雄各50匹＋12カ月後に計画殺の雌雄各10匹）を用いた混餌   

（原体：0、100、300、900及び1800ppm）投与による2年間慢性毒性／発がん性併合   

試験が実施された。また、最大耐量を調べるため、0及び1800ppm投与群も設けた。  

300ppm以上投与群雄で甲状腺コロイド内鉱質沈着の増加、900ppm以上投与群雌で   

体重増加抑制及び甲状腺コロイド内鉱質沈着の増加が認められた。  

本試験の無毒性量は雄100ppm（5．7mg／kg体重／日）、雌300ppm（24．9mg／kg体重／   

日）であると考えられた。また、1800ppm投与群では、体重増加抑制、飲水量減少（雌  

1体重比重量のことを比重量という（以下同じ）。  
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のみ）及び甲状腺コロイド内の鉱質沈着増加が認められ、1800ppmは最大耐量であると   

みなされた。発がん性は認められなかった。（参照2、3）  

（3）2年間発がん性試験（マウス）  

B6C3Flマウス（一群雌雄各50匹＋12カ月後に計画殺の雌雄各10匹）を用いた混餌   

（原体二0、100、330及び1000ppm）投与による2年間発がん性試験が実施された。ま   

た、最大耐量を調べるため、0及び2000ppm投与群も設けた。  

1000ppm投与群雌雄で体重増加抑制、雌で摂餌量と飲水畳のわずかな減少が認められ   

た。血液学的検査、血液生化学的検査、肉眼的及び病理組織学的検査において、検体投   

与による悪影響は認められなかった。  

本試験の無毒性量は雌雄とも330pp皿（雄65．6mg珠g体重／日、雌104mg／kg体重／日）   

であると考えられた。また、2000ppm投与群では、雌雄でヒヨコ様鳴声、体重増加抑制、   

摂餌量及び飲水量の減少、雄で軽微な小葉中心性の肝細胞肥大が認められ、2000ppmは   

最大耐量であるとみなされた。発がん性は認められなかった。（参照2、3）  

14．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）  

Wis七arラット（P世代：一群雌雄各30匹、Fl世代：一群雌雄各26匹）を用いた混   

餌（原体：0、100、250及び700ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

p世代堆の対照群1例と100ppm投与群で2例（うち1例は切迫と殺）、F．1世代雄の   

100ppm投与群1例と250ppm投与群1例（切迫と殺）が死亡したが、死因は検体投与   

によるものでないと考えられた。700ppm投与群親動物に体重増加抑制及び摂餌量減少、   

児動物に体重低下及び体重増加抑制が認められた。  

本試験の無毒性量は親動物及び児動物とも250ppm（P：雄20．1mg／kg体重／El、雌   

22．1mg他g体重／日、Fl：雄20．6mg／kg体重／日J堆23．6mg／kg体重／日）であると考え   

られた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照2）  

（2）発生毒性試験（ラット）  

Wistarラット（一群雌25匹）の妊娠6－15日に経口（原体：0、10、30及び100m釘kg   

体重／日）投与し、発生毒性試験が実施された。  

30mg此g体重／日以上投与群の母動物に体重増加抑制及び摂餌量減少、100mg化g体重 

／日投与群の胎児に化骨不全の発生頻度の増加が認められた。同群胎児で波状肋骨の発生   

がわずかに増加したが、背景データと同程度であり投与の影響ではないと考えられた。  

本試験の無毒性量は母動物で10mg爬g体重／日、胎児で30mg此g体重／日であると考   
えられた。催奇形性は霞められなかった。（参照2－4）  

（3）発生毒性試験（ウサギ）  

チンチラウサギ（一群堆16匹）の妊娠6・18日に経口（原体：0、臥24及び72mg／kg   

体重／日）投与し、発生毒性試験が実施された。  

母動物では24mg物体重／日以上投与群で体重増加抑制及び摂餌量減少、さらに  
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72mg／kg体重／日投与群では2例が死亡し、他に流産や全胚吸収を示す例も認められた。  

胎児では72mg／kg体重／日投与群で母体毒性に起因した着床数や胎児数の減少、体重低   

下及び骨格異常を示す胎児数の増加が認められた。  

本試験の無毒性量は母動物で8mg化g体重／日、胎児で24mg／kg体重／日であると考え   

られた。催奇形性は認められなかった。（参照2、3）   

15．遺伝毒性試験  

イミダクロブリド及び代謝物を用いた各種遺伝毒性試験が実施された。結果は表5及   

び6に示されている。  

原体を用いた試験では、ヒトリンパ球を用いた染色体異常試験において、S9mix非存   

在下では500pg／mL以上の細胞毒性量で染色体異常誘発性が認められ、S9mix存在下で   

は2600ドg／m上ノ以上で弱い染色体異常誘発性を否定できなかった。またチャイニーズハ   

ムスター・卵巣由来細胞を用いた姉妹染色分体交換試験において、染色体異常誘発作用が   

認められた。しかし、立＝承何での染色体異常試験、姉妹染色分体交換試験及び／ト核試験   

の結呆は全て陰性であったことから、生体において問題となる遺伝毒性はないものと考   

えられた。  

代謝物を用いた試験結果は全て陰性であった。（参照2、3）  

表5 遺伝毒性試験結果概要（原体）  

試験  対象   処理濃度■投与量   結果   
原体  313～5000相場sc（叶S9）0  陰性  

（血浸出尋   625～10000ド〆mL（叶S9）   

試験   
陰性  

復帰突然変異  1免血β刀a払押丘血止血皿   313－5000トIg心1ate（＋／－S9）   

試験   （m98，mlO町仏1535，n1537）  
助成血血由coガWP2乙JγrA  

陰性  

励血α乃e肋如止血首班エロ   ①20～12500帽座1ate   

（m98，mlO町仏15a5，m153力   ②775～1240叫g／pkb   陰性  
（ともに〟・S9）  

前進突然変異  チャイニーズ／、ムスター卵巣   60．（ト125llg／m工」（－S9）   

試験   由来細胞（CHO・Kl・BH4）   10C卜1220帽血L（＋S9）  陰性  

不定期DNA  5．0－750ト【g／mL   

合成試験   
陰性  

染色体異常  ヒトリンパ球   別卜500Dllg／ml」（〟・S9）   

試験  
陽性  

姉妹染色分体          チャイニーズハムスター卵巣   16．7～1000ドg／皿L（・S9）   

交換試験   由来細胞（CHO・WBl）   167－5000pg血L（十S9）  ∴陽性  

チャイニーズハムスター卵巣   25～4DO購ね止（・S9）   
由来細胞（CHO・CCL61）   157－1250朋舟山（＋S9）   陰性2）  

原体  染色体異常  チャイニーズハムスター骨髄   雌雄：2000mg／kg体重   

（血血房  試験   細胞   （単回経口投与）  
陰性  

マウス精祖細胞   雄：80mg座g体重  

（単回経口投与）   
陰性  

姉妹顔色分体  チャイニーズハムスター骨髄   雌雄：500，1000，2000mg佗g   

交換試験   細胞   体重  陰性  
（単回経口投与）   
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NMRTマウス骨髄細胞  雌雄：80皿g瓜g体重  

（単回経口投与）  

1）＋／・S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

2）20町咽厄止でSCB・（姉妹染色分体交換）の有意な増加が認められたが、陰性対照や溶媒対照でみられるSCE   
数の範囲内であり、用量相関性が無いことから、SCE陰性と判断された。  

表6 遺伝毒性試験結果概要（代謝物）  

試験   対象   処理濃度・笹与量   結果   
MO4  125－2000トIg他sc（叶S少1）   陰性  

有m戒心   31a～500Opg／plate（叶S9）   

試験   （m98，mlOD，TA1535，m1537）  陰性  
励der元丘ねcaガWP2上JITA  

前進突然変異  チャイニーズハムスター卵巣   62．5～即00ll釘血L（・S9）   

試験   由来細胞（CHO一Ⅹ1－BH4）   5b肘2000pg血LトS釦  陰性  

前進突然変異  チャイニーズハムスター肺細胞   500－2000購血瓜（＋ノーS9）   

試験   由来V79培養細胞  
陰性  

染色体異常  チャイニーズハムスター肺細胞   100－1000llが血Lレ／・S9）   

試験   由来V79培養細胞  
陰性  

不定期DNA  0．04～1330純血止   

合成試験   
陰性   

MO4  ／ト核試験   BDFlマウス骨髄細胞   雄：40，80，160血g肱g体重   

（血血房  （non－GLP）  （単回経口投与）  
陰性  

雄：20，40，80mg瓜g体重  
（腹腔内投与）   

陰性  

小核試験   NMRIマウス骨髄細胞   雌雄：100mg仕g体重  
（単回経口投与）   

陰性  

雌雄：60ng肱g体憂  
（腹腔内投与）   

陰性   

MOl  復帰突然変異  ▲ ● ′∫′ ‘ ′   ′′ ′l    ′′   156－2500ぃがplate（・S9）   

（血l′克7∂  試験   （m98，mlOO，m1535，m1537〉  陰性  
励（止e才女丘ね8α〝WP2日γrA   

MO3  復帰突然変異  馳血e肋如血血   313－5000pg匂Iate（十／一S9）   

く劇痛£r∂  試験 恥98，でAlOO，恥1535，m1537）  陰性  
励d占以壷血ねc泌Wア2ぴm・A   

MO5  復帰突然変異  一 J′′′‘ ．   ′′ ′′l旦■  ∫′   31針5000I⊥g／plate（十／－S9）   

（血融  試験   恥98，mlOO，m1535，m1537）  陰性  
助仁占e∫元上白c（必Wア2uITA   

MO6  復帰突然変異  ′ ′′′  一  一   ′ ▲ ′′  ■  ′′   31針・50DOドg句1ate（－S9）   

（血豆血匂  試験   恥98，mlOO，′m1585，m15き刀  陰性  
屈氾施d止血α㌦WP2打IrA   

M18  復帰突然変異  ▲． ∫′′′ ‾ ′   ■′ ′′     ′′   313－500Oぃがplate（叶S9）   

（血γ効適  試験 （m98，恥100，m1535，m1537）  陰性  
風紀占e∫放ねcβ∬Wp2びIケA   
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Ⅲ．総合評価   

参照に挙げた資料を用いて、農薬「イミダクロブリド」の食品健康影響評価を実施した。  

ラットを用いた動物体内運命試験において、イミダクロブリドは主として尿中に排泄さ   

れ、残りは胆汁を経由して糞平に排泄されると考えられた。主要代謝物はMO2、MO3、   

MlO、M21及びM22であった。主要代謝経路として2種類の経路が考えられた。   

植物体内達命試験において、植物体中の主要化合物は親化合物及びMOlであった。主要   

代謝経路は、ニトロ基の還元又は脱離、イミダゾリジン環の水酸化及びその後の脱永反応、   

及びクロロビコリ／レアルコールへの代謝及び抱合体の生成と考えられた。   

イミダクロブリド、代謝物MOl、MO4及びMO6を分析対象化合物とした作物残留試験   

において、稲わら及びたばこを除いた作物におけるイミダクロブリドの最高値は、最終散   

布7日後に収穫したきく（菓）の4＿7皿g／kgであった。  

各種毒性試験結果から、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問   

題となる遺伝毒性は認められなかった。   

各種試験結果から、農産物中の暴露評価対象物質をイミグクロブリド（親化合物のみ）   

と設定した。   

評価に用いた評価書等に記載されている各試験の無毒性量等は表7に示されている。   

食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた2年間慢性毒性／発がん   

性併合試験の5．7mg／kg体重／目であったことから、これを根拠として、安全係数100で除   

した0．057mg／kg体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．057mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

5，7mg此g体重／日  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）  

（動物種）  

（期間）  

（投与方法）  

（無毒性量）  

（安全係数）  

暴露量については、当評価結呆を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認すること  

とする。  
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表7 各試験における無毒性量の比較  

動物種  試験   投与量  無毒性急（mg／kg体重／日）l）  

（mg瓜g体重／日）  農薬抄録   JMPR   米国 

ラット  90日間  雄：14．0  14  

亜急性  
毒性試験   体重増加抑制等  

雌：0，20．3，83．3，422  体重増加抑制等  

90日間  9．3  9．3  

亜急性  
神経毒性   維：10．5  体重増加抑制及び摂   体重増加抑制及び摂  
試験   雌：0，10．5，69．3，2柑  餌急減少   餌量減少  

体重増加抑制及び摂  
餌重液少  
（神経毒性は認められ  

ない）  

28日間  

反復吸入  
毒性試験   体重増加抑制及び肝  

薬物代謝酵素誘導等  
2年間  0，100，800，900，1800  雄：5．7   5．7   雄：5．7  

慢性毒性／  雌：7．6  
発がん性   甲状腺コロイド内鉱  
併合試験  甲状腺コロイド内鉱  

質沈着の増加等   質沈着の増加等  
2世代  0，100，250，700ppm   親動物及び児動物  親動物：6．6   親動物及び児動物  
繁殖試験   P雄：20．1  繁殖：17  16．5  

P雌：22．1  

Fl雄：20．6  0－デメチラーゼ活性   体重増加抑制等  

Fl雄：0，8．00，20，6，59．1  の増加等   （繁殖能に対する影響  

Fl雌：0，9．00，23，6，63．3   は認められない）  

体重増加抑制等  
（繁殖能に対する影響  

は認められない）  

発生毒性  0，10，30，100   母動物：10   母動物：10   母動物：10  

試験  胎 児：30   胎 児：30   胎 児：30  

母動物：体重増加抑制  

尊   等  等  
胎児：化骨不全の発生   胎児：波状肋骨の発生   胎児：波状肋骨の発生  

頻度増加   頻度増加   頻度増加  
（催奇形性は認められ  （催奇形性は認められ  （催奇形性は認められ  

ない）   ない）   ない）   

マウス  2年間  0，100，330，1000，2000  雄：65．6   66   雄：208  

発がん性  雌：104  雌：274  

試験   雄：0，20．2，65．6，208，416  体重増加抑制等  

体重増加抑制等  体重増加抑制等  

ウサギ  21日間  雌雄：1000   1000   1000  

反復経皮  
毒性試験   毒性所見なし   毒性所見なし   毒性所見なし  

発生毒性  0，8，24，72   母動物：8   母動物：8   母動物及び胎児  
試験  胎 児：24   胎 児：24   24  

母動物：体重増加抑制     母動物：体重増加抑制  母動物：体重増加抑制  

専  等  等  
胎児：体重低下等   胎児：体重低下専   胎児：体重低下等  

（催奇形性は菅認められ  （催奇形性は認められ  （催奇形性は認められ  

ない）   ない）   ない）  



投与量  
動物種  試験  

無毒性量（mg／kg体重／日）】）  

（mg／五g体重／日）  農薬抄録   JMPR   米国   

イヌ  90日間  0，200，600，1800／1200   雄：22．0   7．5  

亜急性  
毒性試験   体重増加抑制及び摂  

雌：0，7．9，24．7，45．9   餌畳減少  

餌量減少  

1年間  0，200，500，1250／2500   雄：15．3   15   72  

慢性毒性  
試験   雄：0，5．7，15．3，62．5  一過性の摂餌量減少、  

雌：0，6．4，14■8，62．5   チトクロームP－450増  

加等  加等   

NOAEL：5．7   NOAEL：5．7   NOAEL：5．7  

A♪Ⅰ（cR董D）  Sアニ10D   SF：100   W：100  

ADI：0．057   ADI：0．06   cR仁）：0■057   

ADI設定根拠資料  
ラット 2年間慢性毒  ラット 2年間慢性毒  ラット2年間慢性毒  

性／発がん性併合試験  性／発がん性併合試験  性／発がん性併合試験   

／：試験記載なし  

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 UF：不確実係数 ADI：一日摂取許容量 cRⅡ）：慢性参照用量  
l）無毒性畳欄には、最′ト毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

略称   化学名   

MOl  1一（6－クロロー3ゼリジルメチル）イミダゾリジンー2一イリデンアミン  

3－（6一クロロ甘ビリジルメチ／レ）－2一ニトロイミノー4イミダゾリジノール又は  
3－（6－クロロ甘ビリジ／レメチル）－2－ニトロイミノー5イミダゾリジノール   

MO3  1－（6－タロロ甘ビリジルメチル）－N一ニトロ（イミダゾリンー2－イリデン）アミン   

MO4  1一（6－クロロ骨ビリジルメチ′り－N－ニトロソ（イミグゾリジンー2－イリデン）アミン   

MO5  1－（6－クロロー3－ビリジルメチノり－2－イミダゾリジノン   

MO6  6一グロロニコチン酸   

MO7   
3－（6－クロロー針ビリジルメチノり・2，4イミダゾリジンジオン 又は  
3－（6－クロロー3－ビリジルメチル）・2舟イミダゾリジンジオン   

MO8  6－ヒドロキシニコチン酸   

MO9  Nプセチルせく5一カルポキシー2－ビリジ／りシステイン   

MlO  N－（6－クロロニコチノイル）グリシン   

Mll  6・（メチルチオ）ニコチン酸  

M12  N・［（6－メチルチオ〉ニコチノイル］グリシン   

M13  1－（6－タロロせビリジルメチノり・2－ニトログアニジン   

M14  6一クロロー3－ビリジルメチルグリコシド   

M15  3・（6－クロロせビリジルメチル）サニトロイミノイミグゾリジンー4，5・ジオール   

M16  4－（6－クロロゼリジンー3－イルメチル）ヰ5・ジヒドロー2Hll，2，4】トリアジン甘オン   

M17   
8・（6－クロロービリジンー3－イルメチル）－3－メチルー7舟ジヒドロー6Ⅰ‡一イミダゾ  
［2，1－d［1，2，4】トリアジン寸オン   

M18  （6－クロロ・ビリジンー3イル）－メタノール   

M19  N－（6・クロロビリジン・3イルメチル）グアニジン   

M20  （化学名不明、名称：クロロビコリルゲンジオビオシド体）   

M21  N一ニトロイミダゾリジン・2イリデンアミン   

M22  （1，3・ジヒドロ・イミグゾールー2イリデン）一ニトロアミン   

M23  1－（6－クロロー3－ビリジルメチノりイミダゾリジン2イリデンアミン・4，5－ジオール   

M24   
1－（6－クロロービリジンー3・イルメチル）－1，3－ジヒドロイミグゾールー2イリデンアミ  

M25  N－（6・クロロゼリジンニ3イルメチル）・ホルムアミド   

M26  6・クロロビコリルアミン   

M27  （化学名不明、名称：ホトニ量体）   

ー23・   



＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

ai   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリフォスファターゼ   

A工乃’   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）〉   

FOli   FunctionalObservationalBattery（機能観察検査）   

GLDH   グルタミン酸デヒドロゲナーゼ   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

？HI   最終使用から収穫までの日数   

Tl／2   半減期   

m   総処理放射能   

T．Bil   総ビリルビン   

℃Cbol   総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tm肌   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TPT   トロンポプラスチン時間   

TRR   総残留放射能   

WBC   白血球数   

－24－   



l    ′ J功≡ 、ヰ‾・＞   
試  残留侶（m〆kg）  

作物名  験   
回 数  

代納MOl℃抽MO4          合計  
実施年    園 場  

数   
平均値       最高値  平均値  最高位平均値最純    平均値  最高値   平均値   

1．6ngaJ箱   111  ＜0．005  ＜0．005  く0．01‘  ＜0，008  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．018  

稲  （A区）  ロ  く0．O18  

（玄米）  2  

1989年  A区＋400（1  2  88  ＜0．005  く0．005  ＜0．01  ＜0．008  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．018  

四  0，02  0．03  0．b3  0．02  く0．Ol  く0．01   0＿06★  

稲  1．GGg8V箱  ロ                ／  0．04★  

2  GG   0．075  
1989年  A区＋400（；  2   ． 001   0．04★  

稲   21  0．058  0．028  ＜0．01  ＜0．008  0．005  0．OD5  0．06   0、06    0．101サ  
（玄米）  1．6Gga汀箱  28  0．020  0．018  0．01  D．008★  0．DO5  0．005  ＜0，05   ＜0．05    0＿081☆  
1990年  2  ＋  3  

稲   100Dく2回）  2l  0．40  0，31  0．30  0．268  0．03  D▲018  1．10   0．965    1．56  
（稲わら）  28  0．26  0．22  0．36  0．232  0．02  0．015傭  1．17   0．了0    1．17★   
1990年  

稲  
（玄米l  

8（〉  くq，OQ5  ＜0．QO5  く0．01  く0．Q（18  く0．0（I5  く0．005  く8．05   ＜0．05    く0．068  
1．伊ga〟箱  

1990年  2  ＋  3  

稲  30DO（2回）  
（稲わら）  

80  0．04  0．04  0．11  0▼】06  く0．01  ＜0．01  

19≦）0年   

稲  
28・30  

（玄米）  1，68gai備  45   

1990年   ＋  

2    60・イ6＼Ⅵ’  
3  

稲  
（2回）  

28－30  
（稲わら）  45   
1990年   

碗  
（玄米〉  

30  

1．6Ggaび椅  44－45   

1994年  2  ＋  
3  

稲  75WP（2回）  30  
（稲わら）  44－45   
1994年   

稲  1－6Ggai／箱  

＋  
28  

（玄米）  2  3   42   
1995年  751Ⅳ（2回）  

水稲  
1岬gaJ箱  

（玄米・露地）  
（渾注1回）  

＋  

1998年   75WP（2回）   

湛水直椿永稲  
く玄米・癒地）  

1995年   ／3kg穐子  

湛水直播水稲  ＋  
28  

75ⅣP（2回）   

1998年   

稲  2  ①lg、ⅧGa〟箱 1回苗頼液注＝  ロ  120  ＜D．01  ＜0．01   
く玄米）  

27  
1999年  Cけ75岬（2回）  8   42・43  ． 0．02  ， 0．012★   

稲  ①1g、和Gai／箱  120  ＜0．02  ＜0．02  

（稲わら）  
1回首席漕注り   

1999年   
27  

①十75、YP佗回）  3   42－43  ． 0．04  ， 0．D28★  

とうもろこし  
20SCg8i  
／3kg種子  14  

（乾塊種子・露地）  ＋  3   21   
1994年   200SC（2回）  

l
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＋  2l   

150WDG（2回）   

やまのいも  
4DOG定植時  

14  

（塊茎・露地）  頼藩士壌渡和 ＋  

1996年   
150WP（2回）   

28   

140  

こんにやくいも  600（：播種時  

（球茎・露地） 1994  2   楢構土壌混和 ＋  
年  

30   

600G（1回）   

ー26－   



てんさい  1001押移植時  

（根部・露地）  苗稲穂注  

1994年   
十  28   

200uγ（2回）   

てんさい  90  

（鹿部・露地） 1997  2   （コート種子） －＋  

年  
28   

2001l’〆（2回）   

てんさい  

（根部■露地）  Ⅰ．67／冊（准注）  ＋  
2000年   200Ⅳm（2回）   21   

だいこん  ロ   d2  0．015  0．012  ＜0．01  ＜0．008  く0，005  く0＿DO5  ＜0＿05  く0．05  0．075★   

（根部・産地）  ロ  ロ                            52  0．006  0．OD6★  く0．Ol  く0．008  ＜0．005  ＜0．005  ＜0．05  ＜0．05  0．OG9★   
57  0．809  0．008  く0．01  ＜0．008  く0．005  ＜0．005  ＜0．0ら  く0．05  0＿071★  

1990年   600（l播種時播  67  0．01】  0．OD8  く0．01  く0．008  く0．005  ＜0＿005  ＜0＿05  ＜0．05  D．071★   

洗処理  42  0．014  0．012  0．019  0．013★  ＜0．005  ＜0．005  0．14  0．12  0．15★   

（薬部・露地）  ロ  ロ                            52  く0．005  くD．005  0．018  0．011★  ＜0．005  く0．005  ＜0．05  く0．05  0．071★   

1990年  1  
57  0．006  0，006★  0．D16  D．012★  ＜0．005  ＜0＿005  0＿06  0．06  0．083★  

67  0．023  0．D2l  0．05  0．038  ＜0．005  ＜0．005  0．16  0．14  0，204★   
だいこん  

14  
（根部・露地） 1997  2  600G手酷穂時播   

年  凍土壌混和  
＋  

100＄C也回）   

はくさい  
7  

（茎葉・露地） 1998  2  100－200SC  2   14  D．11 0，02  0．059 0．015★  
年  

0．01Ggai／株  

はくさい  定鱒時  
（茎葉・露地）  7  

3   14  ， 0．03  ． 0．025  

2  

2   

畑わさび  
7  

（露地）  75SC   14  
（集柄＋根茎）  2    21  

7  

（布地）  75SC   14  
（秦＋葉柄＋根茎）  2    21  

1995年   28   

畑わさび  
（屠地）  

7  

（菓＋葉柄＋根茎）  
75SC   2   14  

●1996年   
21   

・27－   
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セルリー  
7  

（茎葉・施設）  2   14  

2003年   21   

コリアンダー  
3  

（茎葉・施設）  

2003年   14●   

みしまさいこ  

（根・露地）  

2004年   

はまぼうふう  
7  

（茎葉・露地）  2   14  

2002・2004年   21   

n   

トマト  ロ   

3  

（果実■施設） 1993年    1 3 3 3   

1  

3  

7  

トマト  
2  

（果実・施設）  1005C  2  

1993年   2  

3  

3  

3   

仇02Gg傭  

トマト  定植時  
0．13  

1999年   
（果英・施設）   2    絃穴処理 ＋－  

1jZ5～12伊YD¢  
7  

（2回）   

0．020g／株  

トマト  定植時  1  

（果実・施設〉  

2003年   ＋  7   

き00SC（2回）   

¢カ20g／株  

ミニトマト  定植時  1  

（施設）  2    措穴処理  

2DO3年  
＋  8   3 7  

200～300SC  14   

（2回）  

仇028少抹  

ピーマン  定植時   
（果実・施設）  揖穴処理  61－G2   

（A区）   
1992年   

A区十100SC  3  ロ 3  1．21 1－01  0．76 0．74   
0．02Gg／株  

なす   定植時  ロ  47－57  く0．005  ＜0．005  く0．01  く0．008  く0．005  ＜0．005  
2  65・75  く0．005  ＜0．005  く0．01  ＜0．008  く0．005  く0．005  

1990年  （A区）  

A区＋100SC  3  ロ  0．123  0．09l  く0．01  ＜0，008  ＜0．005  く0．005  0．18  0．13  0＿234★  
3  0．087  0．066  0．01  0．008★  く0．Ol）5  く0．t）05  0．15  012  0199士   

0．02G〆株  

なす  定植時  0．13  

（果実・施設）  

1995年   ＋  7  

1001VII也回）   

0＿028が昧  

ししとう  定植時  
1．6  

（果実・施設）  

2003年   植穴処理 ＋  
120～300WDG  71  

（2回）   



0．02G♂株  

伏見甘長  定植時  

とうがらし  1．5  

（果実・施設）  
2    植穴処理 十  

2003年  285→30011■DG  7  

（2回）   

きゅうり  0．02Gg／抹  
（果実・施設）  2■   定植時   38－41  0．010  0．007★  ＜0．01  く0．OD8  ＜0．005  く0．005  く0．05  ＜0．05  0．07★   

1990年  括穴処理  
ロ                            48－51  0．008  0．006★  ＜0＿01  く0，OD8  ＜0．005  ＜0．005  ＜0＿05  ＜0．05  0．D69貴   

0．02Gg／株  

きゅうり  定植時  
1  

（果実・施設） 1992年  2    植穴処理 十  

1001叩（3回）   

0．02Gg／扶  

きゆうり  定植時 栖穴処理  4  

19王）5年   1   

（果実・施設）  2 2       4  ロ 3  0．04 0．03  0．04 0025                    十  
1001VP  

4  7  0．02  0，02   

（3回・煙霧）  

ロ  

きゆうり  1   

十  4  （果実・施設〉  ロ  植穴処理  6  7  0．07  0．06  1999年  ロ ロ  
ロ  

0．02Gg／抹  

きゆうり  定植時  
1  

2003年   
（果実・施設）   2    植穴処理 十  

150～300SC  
7   

（3回）   

0．02Gg／株  

定植甲  
0．0∠l  

かぼちや （果実・施設） 2000年  2    植穴処理 ＋ 9 
∠】．5－100WD（l  

7  

（2回）   

0．1DCg／株  

すいか   l   定植時  5  3  ＜0．01  く0．01  
（果実・施設）  ロ  植穴処理  5  7  ＜0．Ol  ＜0・Ol   

4  

1993年   
1001l－P  

十   
4   

一30－   



しそ  7  

（菜・施設）  100SC   10  

1994年   
14  

しそ  

61  

1  

85  

未成熟ささげ 2008年   

99   

未成熟そらまめ  
（可食部・厚地）  10ぴ㌍   7  

1997－1998年   
3   14  ． 0．15  ． 0．098   

じゆんさい  

（菓・露地）  301）G   0，17  

20〔〉2・2004年   
ロ  1 3 7  

14   
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2  3DOSC   14  1．0  0．7  

14  

21   

1  

2  100SC   2   3  

7   

＜0．04  

2  150→175＼l′DG  2   

7  

21  

2  150SC   3   28・30  

42－43   

3  

2  150SC   7  

14   

2  75SC   

14  

30  

45   
2  500－7DDSC  3  

i4  

30  

45   

14  ＜0．Dl  く0．Ol   

2  500SC   

14  0．25  0．20  

14  

21   

2  400SC   14  
3  

50ひSC   3   

2  14  

】．  

28   

食用プリムラ  

（花器全体・施設）  

2003年  

ふだんそう  

（茎葉・施設）   

2003年   

みょうが  
（花梧・施設〉  

2003－2004年   

くわい  

（塊茎・露地）  

2003－2004年  

食用さくら  
（茎英・施設）   

2004年  
さんしよう  
（菜・露地）  

2005年  

温Jl11みかん  

（果肉・露地）  

1992年・  

温州みかん  

（果皮・露地）  

1992年  

温州みかん  
（果肉・露地）  

1996年  

温州みかん  
（果皮・露地）  

1996年  

夏みかん  

（果肉・露地、無袋）   

1994年  

夏みかん  
（果皮・露地、無袋）   

1994年  

夏みかん  
（果実・露地、無袋）   

1994年   

夏みかん  
（果肉・露地）  

1996年   

夏みかん  
（果皮・露地）  

1996年   

夏みかん  
（果実・露地）  

1996年   

いよかん  

（果肉・産地）   

1996年   

いよかん  

（果皮・露地）  

1996年   

いよかん  

（果実・露地）  

1996年  

・32－   



かぼす  14・15  

（果実・露地）  

1996年   28   

りんご   2l  0．105  0．061  0．Dl  0．0【）8★  ＜0．005  ＜0．005  0．20  0＿165  0．239★   
2  600肌■P   2  

1990年  45  0．097  0．05  0．02  0－012乗  ＜0．0（I5  ＜0．005  0．24  0＿145  0．212★   

りんご  3  

（果実・露地）  

2002年．   14   

なし   
2  4001＼■P   

30  020l  0．116  D．03  0．022  く0．005  く0，005  0．37  0．27  0．413士   
2  

1990年  

なし  14  

（果実・露地、無袋）  

・1996年   28   

なし  
（果実・露地、無袋）  

28  

2   42  ． 0．06  ． 0，05   
1998年   

なし  3  

（果実・露地、無袋）  

2002年   14   

ぴわ  7  

（果実・施設、有袋）  2   14  

1993年   21   

7  

びわ  l  400SC （有袋）   
2   14  

（果実・施設）  
21   

1994年  400SC  
7  

ロ   （無袋）   
2   14  

21   

もも   
（果肉・露地、無袋）  

30  0197  0．144  ＜0．01  ＜0．008  ＜0．005  ＜0．005  0，2！）  0．26  0．417★  
45  0．128  0．099  く0．01  ＜0，008  ＜0．005  く0．DP5  0．28  0．255  0．367★   

1990年  乏  400WP  2  
もも  30  0594  0430  0．70  0．362  0．044  0．043   

（果皮・露地、無袋）  45  0．358  0．267  0．278  0．293  0．02ら  0．024  
1990年  

もも  14  

（果肉・露地、無袋）  21  

1996年   28   

もも  2  120－240SC  2  
（果皮・露地、無袋）  21  

1996年  28   

もも  3  

（果肉・露地）  7  

2002年  2  400SC   
14   

2  

もも  
（果皮・・露地）  

・2002年  
0．73  

3  

ネクタリン （果実・露地、無袋） 2008年  2  0．15WPgaiJ械 －7001Yp  2   14  

21  

あんず  1 2  

8  

7  

（果実・露地、無袋）  

1997年  2   

120－160SC  2    11・14  

18－21   

すもも  
21  

（果実・露地、無袋）  

1995年   

うめ  
21  

（果実・露地）  

1995年   
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いちご  l   105  

（果実・施設） 1992年   ロ ロ  

ロ   
150  

160   

デラウェア  
（果実・施設、無袋）   21  1＿35  l．21  0．O13  0．01ユ  0．006  0．006★  1▼7l  1．6J】  2，87★   

30  0．488  0．459  D．02  0．015  ＜0．005  ＜0．005  
ロ  3001l’P    2                      1990年  

巨峰  
（果実・施設、無袋）  く0．005   

1990年  30  0．128  0．118  ＜0．Ol  ＜0＿01  ＜0．005  ＜0．005  0＿20  0．2〔）  0．333★   

デラウェア  
（果実・施設、無袋）  21  

28   
1996年   

2  150SC  
巨峰  

（果実・施設、無袋）  21  

1996年  28   

デラウエア  

（異英・施設、無袋） 1997年  d  120～200SC    2  21 28  0．79 0．61  0．448 0．255  
デラウェア  2l  

（果実・施設、無袋）  30  
199（；－1997年  l  2001l■SP  

2  

45   

巨峰  常温煙霧 21  
（果実一施設、無袋）  

1996－1997年  

デラウエア  
（果実・施設、無袋）  21  

28   
1998年   

3DOlVDG  2  
巨峰  

（果実・施設、無袋）  21  

1998年  28   

かき  
7  

（果実・露地、無袋）  

・1993年   21   

マンゴー  14  
（果実・施設、無袋）  

1993年   30   

くり  
7  

（果実・露地）  

1996年   21   

アセロラ  7  

（果実・露地、施設）   2  200～2505C  2    14  
21   

ビタヤ  
（果実・露地）  

ー34一   
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2001年）  

4 USEPA：FederalRegister（Ⅵ）l．68，No．1i4，35303・35315／Friday，June13，2003年）  

5 食品健康影響評価について：食品安全委員会第158回会合資料1－1  

（URL；http：〟www．伝c．gojp／iinkai／i・dai158／dai158kai・Siryoul－1．pdf）  

6 暫定基準を設定した農薬等に係る食品安全基本法第24条第2項の規定に基づく食品健康   

影響評価について：食品安全委員会第158回会合資料1－3  

（URL；http：／／www．fbc．gojp／iinkai／i－dai158／dai15鈍ai－Siryol11・3．pdO  

7 食品安全委員会農薬専門調査会確認評価第一部会第4回会合  

（URL；h叩：侮yw、、r．紋．g（）．，ip／se†lmOr血ouyalこu叛ahlni．nl＿drlト仙1dex．htrYll）  

8 食品健康影響評価について：食品安全委員会第181匝！会合資料  

（mL；htもp：仇vww．紘．即．j！）／iinkai／i・dai181／dai181lく王1i一日ir）70Ⅵ1・1．pd壬）  

9 食品安全委員会農薬専門調査会幹事会第13回会合  

（URL；http：〟www．伝c．go．jp／senmoI血ouyaku丑a再ikaLdai13／index．html）  
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イミダクロプリド（案）  

1．品目名：イミダクロプリド（Imidacloprid）  

2．用途：殺虫剤   

クロロニコチル系殺虫剤である。ニコチン性アセチルコリン受容体に結合し、神経   

伝達を遮断するなどの作用により殺虫効果を示すと考えられている。  

3．化学名：   

1－（6－Chloro－3－pyridylmethyl）－－N－nitroimidazolidinN2－ylideneamine（IUPAC）   

1－［（6－Chloro－3LPyridinyl）methyl］LN－nitro－2qimidazolidinimine（CAS）  

4．構造式及び物性  

／「－1 Cト㊥－CHrN＼VNH  

分子式 C。Hl。CIN502  

分子量  255．7  

水溶解度 0．48g／L（20．0℃）  

分配係数log．。Pow＝0．57（21℃）  

（メーカー提出資料より）  

5．適用病害虫の範囲及び使用方法   

本薬の適用病害虫の範囲及び使用方法は以下のとおり。  

匝垂召、  となっているものについては、今回農薬取締法（昭和23年法律第  用時期   

82号）に基づく適用拡大申請がなされたものを示している。   

また、申請者から、「国外で使用される農薬等に係る残留基準の設定及び改正に関  

する指針について」（平成16年2月5日付け食安発第0205001号）に基づき、コーヒー  

豆に係る残留基準の設定が要請されている。  

－1－   



（1）国内における使用方法  

（丑2．0％イミダクロブリド箱粒剤  

イミダクロブリド  

作物名   
本剤の  

適用害虫名   使用量   使用時期  使用方法   を含む農薬の  
使用回数  

総使用回数   

ツマグロヨコバイ   3回以内  

ウンカ類   （30×60×3cm、  （育苗箱への  

稲  
移植2目前  育苗箱の上  

イネアザミウマ   当り50～80g  1回  から均一に  
（箱育苗）  ～移植当日  

イネドロオイムシ  散布する   

イネヒメハモグリバェ   1箱当り50g   
での散布は  

2回以内）  

②1．0％イミダクロブリド粒剤  

適用  
イミダクロプリド  

作物名  適用害虫名   使用量   
本剤の  使用 

使用時期   使用回数   を含む農薬の  
場所  方法  

総使用回数   

3回以内  

（種もみへの処理  

ツマグロヨコバイ  
は1回以内、育苗  

稲  3kg／10a  収穫45日前まで  2回以内   散布  箱への処理及び  
ウンカ類  

側条施用は合計1  

回以内、本田で  

の散布は2回以内）   

かんきつ  
ミカンハモグリガ   

20g／樹  
育苗期   株元散布  

（苗木）  （6kg／10a）  

クワイクビレアブラムシ  
れんこん  3kg／10a   

3回以内  

イネネクイハムシ  （植付時の土壌混  

植付時  植溝土壌混和    和は1回以内、植  
ばれいしょ  

4kg／10a   付後は2回以内）  

さといも  1回   

1回  
3回以内  

豆類  
3kg／10a   

（は種時の土壌混  

（種実）  

は種時  播溝土壌混和  

アブラムシ類  
和は1回以内、散  

布は2回以内）   

3回以内  

（定植時又はは種  

さやいんげん  1～2g／株  定植時又はは種時  植穴土壌混和    時の土壌混和は合  

計1回以内、散布  

は2回以内）   

ー2－   



②1．0％イミダクロプリド粒剤（／）づき）  

イミダクロブリド  

作物名   
適用  

適用害虫名   使用量   
本剤の  

使用時期  
使用  

を含む農薬の  
場所  使用回数  方法  

総使用回数   

2g／植穴   定植時   植穴土壌混和   
3回以内  

未成熟そらまめ  
（定植時及びは種  

3kg／10a   は種時  
時の土壌混和は合  

計1回以内）          播溝土壌混和   

豆類  アブラムシ類  3回以内  

（未成熟、ただ  2g／植穴   定植時  植穴土壌混和   （定植時及びは種  

し、さやいんifん  時の土壌混和は合  

及び未成熟そら  
3kg／10a   は種時  

計1回以内、散布  

まめを除く）  
は2回以内）          播溝土壌混和   

アブラムシ類   1g／株   育苗期後半  株元散布   4回以内  

（育苗期の抹元散布  

きゆうり  アブラムシ類  植穴又は  及び定植時の土壌  

ミナミキイロアザミウマ   
l～2g／株   混和は合計l回以内、  

散布及び常温煙霧  
コナジラミ類   2g／抹  は合計3回以内）  

5g／株  定植時  
（3kg／10a）  

株元土壌混和   4回以内  

アブラムシ類  

すいか  
1～5g／株  （定植時の土壌混和  

（3kg／10a）  
植穴土壌混和  

は1回以内、散布は  

ミナミキイロアザミウマ   
1～2g／株  1回  

3回以内）  
（3kg／10a）   

アブラムシ類   1g／株   育苗期後半  株元散布   4回以内  

（育苗期の抹元散布  

メロン′  アブラムシ類  及び定植時の土壌  
1～2g／株   

ミナミキイロアザミウマ  混和は合計1回以内、  

コナジラミ類   散布は合計3回以内）  

コナジラミ類  
3回以内  

2g／株  定植時  植穴土壌混和   
かぼちや  

アザミウマ類  混和は1回以内、  

散布は2回以内）   

植穴又は  
2回以内  

にがうり  アブラムシ類  l～2g／株  （定植時の土壌混和  

株元土壌混和  
は1回以内）   

コナジラミ額   0．5～1g／株  育苗期後半  株元散布   3回以内  

トマト  （育苗期の抹元散布  

ミニトマト  
アブラムシ類  及び定植時の土壌  

1～2g／株   定植時  混和は合計l回以内、  
コナジラミ類  

散布は合計2回以内）  

一3一   



②1．0％イミダクロプリド粒剤（つづき）  

適用  
イミダクロプリド  

作物名  適用害虫名   使用量   使用時期   
本剤の  使用  

場所  使用回数  方法  
を含む農薬の  

総使用回数   

アブラムシ類   1g／株   育苗期後半   
3回以内  

ピーマン  
株元散布   （育苗期の株元散布  

アブラムシ類  
及び定植時の土壌  

とうがらし類  1～2g／株   定植時  混和は合計1回以内、  
ミナミキイロアザミウマ  散布は合計2回以  

アブラムシ類   1g／株   育苗期後半  株元散布   3回以内  

（育苗期の抹元散布  

なす  アブラムシ類  及び定植時の土壌  

ミナミキイロアザミウマ   
1～2g／株   混和は合計掴以内、  

散布及び常温煙霧  

定植時  は合計2回以内）  

ねぎ  

わけぎ  
3回以内  

ネギアザミウマ  4kg／10a  植溝土壌混和   （定植時の土壌混和  

あさっき  
はl回以内、散布は  

はくさい  0．5g／株  2回以内）  

3回以内  

だいこん  （は種時の土壌混  

和は1回以内、は種  

後2回以内）   

非結球  

1回  
2回以内  

あぶらな科  
3′）6  

は種時  
（は種時の土壌混和  

葉菜類  アブラムシ類  kg／10a  
播溝土壌混和                    は1回以内）   

なばなは2回以内  

（は種時の土壌混  

なばな類  
和は1回以内、な  

ばな以外のなばな  

類は1回）   

いちご  育苗期後半  株元散布   
1回  

2回以内  
0．5g／株  

パセリ  
アブラムシ類  定植時  植穴土壌混和  （定植時の土壌混  

ミナミキイロアザミウマ  和及び抹元散布は  

合計1回以内、散布  

は1回以内）   

3′、6  倍土時  

kg／10a  （基根伸長期）  

株元土壌混和   

こんにやく  アブラムシ類  
生育期  1回  

6kg／10a   但し収穫21日  茎葉散布   

前まで  

，
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②1．0％イミグクロブリド粒剤（つづき）  

イミダクロブリド  

作物名   
適用  

適用害虫名   使用量   使用時期   
本剤の  使用  

を含む農薬の  
場所  使用回数  方法  

総使用回数   

3回以内  
さといも  

アブラムシ類   （植付時の土壌混  

（葉柄）  和は1回以内、植  

付後は2回以内）   

1kg／10a   植付時   
3回以内  

植溝土壌混和  
やまのいも  

は1回以内、散布は  
コガネムシ類  

2回以内）   

やまのいも  

（むか  

ご）  1回   

まくわうり  アブラムシ類   1g／株   定植時  植穴土壌混和   

3回以内  

かんしょ  コガネムシ類  づkg／10a   植付時  （植付時の土壌混  
作条土壌混和    和は1回以内、散  

布は2回以内）   

じゆんさい   
じゆん  

ユスリカ額   3kg／10a  収穫前日まで  
さい田  

散布   1回   

収穫30日前まで  株元散布   2回以内  

（定植時の土壌混和  

にら  ネギアザミウマ  4kg／10a  1回  

定植時  植溝土壌混和   
は1回以内、  

株元散布は  

1回以内）  

3回以内  

（育苗期の濯注  

キャベツ  定植時  植穴土壌混和  
及び定植時の  

土壌混和は1  

回以内、散布  

は2回以内）   

3回以内  

レタス  アブラムシ類   0．5g／株                   育苗期後半  株元散布  
（育苗時の株元  

混和は1回以内、  

散布は2回以内）   

4回以内  

（育苗期の港注  

は1回以内、  
ブロツコリ  定植時  植穴土壌混和     定植時の土壌  

混和は1回以  

内、散布は2  

回以内   
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③10．0％イミダクロブリド水和剤  

イミダクロプリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

を含む農薬の  
使用回数   

総使用回数   

アブラムシ類  

りんご  キンモンホソガ  

ギンモンハモグリガ   

アブラムシ類  
なし  

収穫3日前まで   

カメムシ類   1000倍   

アブラムシ類  

もも  モモハモグリガ   
2回以内   2回以内  

カメムシ類   1000倍   

アブラムシ類  

ネクタリン   モモハモグリガ   200～  収穫14日前まで  

カメムシ類   700L／10a  

1000～  
チャノキイロアザミウマ  

ぶどう  2000倍  収穫21日前まで  

フタテンヒメヨコバイ  1000倍   
散布  

チャノキイロアザミウマ  

かき  カキクダアザミウマ   収穫7日前まで  3回以内  3回以内  

カメムシ類   1000倍   

うめ  
アブラムシ類  2000倍  

すもも  
収穫21日前まで  2回以内  2回以内   

くり   クリイガアブラムシ  1000倍  収穫7日前まで  3回以内  3回以内   

マンゴー  チャノキイロアザミウマ   収穫14日前まで   2回以内   

3回以内  

（種もみへの処理  

2000倍  
は1回以内、育苗  

困   収穫7日前まで】  
2回以内  

L／10a  
箱への処理及び  

ウンカ類  
側条施用は合計1  

回以内、本田で  

の散布は2回以内）   

イネドロオイムシ  
3回以内  

育苗箱当り  
稲  （30×60×3cm、  

イネミズゾウムシ  
（育苗箱への処理  

移植2目前  希釈液0．5L  
（育苗  

ツマグロヨコバイ  
100倍   1回  及び側条施用は合  

ん移植当日  を苗の上か  
箱）  1箱当り  計1回以内、本田で  

ウンカ類  
0．5L  ら港注する      の散布は2回以内）   
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③10．0％イミダクロプリド水和剤（つづき）  

イミダクロプリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

を含む農薬の  

使用回数   
総使用回数   

1000～  100′・）  

散布   3回以内  
3000倍   300L／10a   

（植付時の土壌混  
ばれいしょ   アブラムシ類  収穫14日前まで  2回以内  

和は1回以内、植  
16倍  3．2L／10a  コブター  

付後は2回以内）  
iこよる散布   

4回以内  

（育苗期の株元散布  

アブラムシ類  

きゆうり   オンシソコナジラミ  
及び定植時の土壌  

収穫前目まで   
混和は合計掴以内、  

ミナミキイロアザミウマ   
散布及び常温煙霧  

は合計3回以内）   

4回以内  

アプラムシ類  3回以内   （定植時の土壌混和  

すいか  
ミナミキイロアザミウマ  は1回以内、散布は  

3回以内）   

アブラムシ頬  収穫3日前まで  4回以内  

ミナミキイロアザミウマ  情苗期の抹元散布  

メロン    タ／ヾこココナジラミ類  及び定植時の土壌  

（シルバーリーフコナジラミを  混和は合計1回以内、  
100／‾）  

含む）  2000倍  散布                                          散布は合計3回以内   

3001ノ10a  
2回以内  

にがうり  ミナミキイロアザミウマ  （定植時の土壌混和  

は1回以内）   

アブラムシ類  3回以内  

タバココナジラミ頬  （育苗期の抹元散布  

トマト    （シルバーリ十ブコナジラミを  及び定植時の土壌  

含む）  混和は合計1回以内、  

オンシソコナジラミ  
収穫前日まで  2回以内  

散布は2回以内）   

3回以内  

アブラムシ類  
（育苗期の抹元散布  

及び定植時の土壌  
なす  ミナミキイロアザミウマ  

オンシツコナジラミ  
混和は合計1回以内、  

散布及び常温煙霧  

は合計2回以内）   
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③10．0％イミダクロプリド水和剤（つづき）  

イミダクロプリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

使用回数   
を含む農薬の  

総使用回数   

3回以内  

ミナミキイロアザミウマ  100～  
（育苗期の抹元散布  

ピーマン  2000倍  
アブラムシ類  

収穫前日まで  2回以内  散布    及び定植時の土壌  
300L／10a  

混和は合計1回以内、  

散布は2回以内）   

ペー／トポット  

テンサイトビハムシ  
てんさい  60倍   1冊当り1L  

アブラムシ類  
定植時   苗床濯注   

（3L／m3）  

1000～  
チャノキイロアザミウマ  

1回  1回   

2000倍  200ヘノ  
茶  

400L／10a   
摘採7日前まで  散布  

チャノホソガ  2000倍   

③10．0％イミダクロブリド水和剤（つづき）  

適用  使用  
イミダクロプリド  

作物名  適用害虫名   使用量  使用時期   
本剤の  使用  

場所  液量  使用回数  方法  
を含む農薬の  

総使用回数   

4回以内  

（育苗期の抹元散布  

きゆうり   
及び定植時の土壌  

3回以内   

温室、  混和は合計l回以内、  

ガラス  散布及び常温煙霧  

室、ビ  100g  は合計3回以内）   
アブラムシ類  

ニール  ／10a   
収穫前日まで  

3回以内  

ハウス  
常温煙霧  

（育苗期の抹元散布  

なす  
等密閉  及び定植時の土壌  

できる  混和は合計1回以内、  

場所  
2回以内  

散布及び常温煙霧  

は合計2回以内）   

200g  
ぶどう  チャノキイロアザミウマ  収穫21日前まで  

／10a   
2回以内   
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③10．0％イミダクロブリド水和剤（つづき）  

イミダクロブリド  

適用害虫名   使用量   
本剤の  

作物名  使用時期  使用方法  を含む農薬の  
使用回数  

総使用回数   

過酸化カルシウ  

ム剤との同時湿  3回以内  

湛水直播  
粉衣（地上は種  

用、空中散播及  
水稲   ウンカ類   i50～20（）g   

び無人ヘリコプ  

タ一による散播  
播種前   1回  

用）  

3回以内  

（種子粉衣は  
種子重量の  

／」＼麦   ヤギシロトビムシ  種子粉衣  1回以内、散  
0．15％  

布は2回以  

内）   

④0．25％イミダクロプリド粉剤  

イミダクロブリド  
適用  本剤の  

作物名  適用害虫名   使用量   使用時期  
使用回数   

を含む農薬の  
場所  

総使用回数   

ツマグロヨコバイ  3回以内  

ウンカ類   ／10a   （種もみへの処理  

カメムシ類   4kg／10a  
は1回以内、育苗  

垣  l収穫7日前ま可   箱への処理及び  

側条施用は合計1  

イネドロオイムシ  回以内、本田で  

の散布は2回以内）  

3回以内  

2回以内  散布  
れんこん  アブラムシ頬   収穫14日前まで  

和は1回以内、植  

付後は2回以内）   

ヨシ、オギ、  
4kg／10a  

ススキ、セイ  
水田作物、  

カメムシ類  
畑作物  

2回以内   

（休耕田）  
生雑草が優先  

している休耕田  

ー9－   



⑤20．0％イミダクロプリドフロアブル  

イミダクロプリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

使用回数   
を含む農薬の  

総使用回数   

無人ヘリコ  3回以内  
64倍  3．2L／10a   プタ一によ  

とうもろこし  アブラムシ類  収穫14日前まで  2回以内    る散布  

種後は2回以  

内）  

アブラムシ類  
オクラ  

アザミウマ類  
収穫前目まで  3回以内  3回以内   

しそ   1回  1回   

3回以内  

レタス  （育苗時の抹元散布  

は1回以内、散布は  

2回以内）   

非結球レタス  2回以内   

3回以内  

収穫7日前まで  （育苗期の  

キャベツ  アブラムシ類  
濯注及び  

100′・－300  定植時の土壌混和  
4000倍  

L／10a  
は1回以内、散布は  

2回以内）   

3回以内  

はくさい  
（定植時の土壌混和  

は1回以内、散布は  

2回以内  
2回以内）   

2回以内  

みずな  収穫3日前まで  （は種時の土壌混和  

散布  

アブラムシ類  
食用ぎく  

アザミウマ類  

ふき   
アブラムシ類  
コナジラミ類   

収穫7目前まで  2回以内  

畑わさび   
アブラムシ類   

わさび  畑育苗期  3回以内   

びわ   
アブラムシ類 カメムシ  2000倍   

類  
収穫7日前まで  

200～700  
なし   アブラムシ類   2回以内  

L／10a            5000倍   収穫3日前まで   
もも   

モモハモグリガ   

3回以内  

未成熟そら．まめ   収穫7日前まで  3回以内  
（定植時及びは種  

時の土壌混和は合  

100′－300  
アブラムシ類  4000倍  計1回以内）   

L／10a  3回以内  

（は種時の土壌混  

だいこん  収穫14日前まで  2回以内  和は1回以内、は種  

後は2回以  

内）   
キ
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⑤20．0％イミダクロブリドフロアブル（つづき）  

イミダクロブリド  

希釈倍数  使用液量   
本剤の  

作物名   適用害虫名  使用時期  を含む農薬の  

使用回数   
総使用回数   

アブラムシ類  
ほうれんそう   ネギアザミウマ   収穫前日まで   2回以内   

4000倍   2回以内  

な科葉菜類（  収穫14目前まで  （は種時の土壌混和  

みずなを除く）   コナジラミ類  は1回以内）   

ごぼう   アブラムシ類  収穫7日前まで  
2回以内   

2回以内   

ねぎ   収穫14目前まで  3回以内  
2000／‾、・ノ  （定植時の土壌混和  

わけぎ  
ネギアザミ ウマ   4000倍  収穫3日前まで   

は1回以内、散布は  

あさつき  2回以内）  

モロヘイヤ  2000倍  1回  1回   

収穫14日前まで  

葉ごぼう   
アブラムシ類   2回以内  2回以内   

ふだんそう  収穫7日前まで   

鯛さ〈ら（葉）   アザミウマ類  収穫3目前まで   1回  1回   

くわい   収穫21目前まで  3回以内  3回以内   

アブラムシ類  
エンダイブ  収穫7目前まで  2回以内  2回以内   

4回以内  

（育苗期の株元  

アブラムシ頬  散布及び定植時の  

きゆうり  100′）300  土壌混和は  
ミナミキイロアザミウマ  散布  合計1回以内、  

L／10a  散布及び常温煙霧は  

3回以内  合計3回以内）   

4回以内  

（育苗期の株元  

メロン   収穫3日前まで  
散布及び定植時の  

4000倍  
土壌混和は  

合計1回以内、  

散布は3回以内）   

せり科菓  
菜類（ただし、  

コリアンダー（菓）、  
セルリー、パセリ、  

1回  1回  

みつば及  
せりを除く）  アブラムシ類  

収穫14目前まで  
3回以内  

（植付時の土  

壌混和は  
れんこん  1回以内、  

植付後は  
2回以内  2回以内）  

はまぼうふう（葉）   

メキャベツ   収穫7日前まで  2回以内  

非結球メキャベツ   

－11－   



⑤20．0％イミダクロプリドフロアブル（つづき）  

イミダクロブリド  
本剤の  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   
使用時期   使用回数   方法  

を含む農薬の  

総使用回数   

ケシキスイ類  

コアオハナムグリ   

コナカイガラムシ類  2500倍  

アカマルカイガラムシ  2500～ 5000倍  
200～700  

チャノキイロアザミウマ  
L／10a   

散布   

ミカンハモグリガ  2000～  

かんきつ  
カメムシ類 アブラムシ類  

収穫14目前まで  3回以内  3回以内  

ゴマダラカミキリ成虫  

ミカンキジラミ  2000倍  

ゴマダラカミキリ成虫  40倍   無人ヘリ  

5L／10a  コプター  
アブラムシ類   20倍   

による散布  

ぶどう   チャノキイロアザミウマ   収穫21日前まで   
5000倍  200′）700  

あんず   アブラムシ類  
L／10a  

2回以内  散布   2回以内  

キウイフルーツ   カメムシ類   2000倍  収穫前日まで   

さんしょう  株養成期  
3回以内   

但し、収穫180日前まで  
3回以内   

（菓）   

4000倍   2回以内  

（定植時の土壌混  

パセリ  収穫14日前まで  1回  和及び株元散布は  

合計1回以内、散布  

は1回以内）   

100′・）300  ピタヤ  
アブラムシ類  

アセロラ  L／10a  
散布  

しそ（花穂）  2回以内  2回以内  

コリアンダー  
収穫3目前まで   

（葉）  

4000倍  
セルリー  収穫7目前まで  3回以内  3回以内   

食用プリムラ  2回以内  2回以内   

きく  収穫14日前まで  

（菓）  

3回以内  3回以内   

うど  2000倍  
根株養成期  

但し、収穫60日前まで  



⑤20．0％イミダクロブリドフロアブル（つづき）  

イミダクロブリド  

適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

作物名  を含む農薬の  
使用回数   

総使用回数   

4回以内  

（育苗期の潅注は  

1回以内、  
ブロッコリー   2000倍   収穫3日前まで   定植時の  

土壌混和は  

1回以内、  
2回以内   散布は2回以内）   

アブラムシ類  3回以内  
100～300  

散布  
（定植時の  

かぼちや  L／10a  土壌混和は  
収穫前目まで  

1回以内、  

4000倍  
散布は2回以内）   

ズッキーニ  3回以内  3回以内   

ヤングコーン  収穫3目前まで   

いちょう  2回以内  2回以内  

（種子）   成虫  
収穫前目まで   

⑥20．0％イミグクロブリド水和剤  

イミタヾクげリド  

作物名   適用病害虫名  希釈倍数  使用液量  使用時期  本剤の 使用回数  使用方法   を含む農薬の 総使用回数   

わさび   4000倍   100～200  散布   アデラムシ類  
L／10a   前まで   

3回以内   

⑦2％イミダクロブリド・4％フルベンジアミドフロアブル  

イミダクロプリド  

使用  

作物名  適用害虫名  希釈 倍数   使用液量  を含む農薬の  

時期   
使用回数   

アブヾラムシ類  3回以内  

コナが   セル型   （育苗期の濯注   4回以内  

キャベツ  アオムシ  育苗トレイ  及び定植時の   

1箱又は  土壌混和は  

カブヾラヤが  定植  合計1回以内、  

ハスモン］トウ  l冊  3目前  
1回  濯注  

散布は2回以内）   

100倍  
（30×60cm、  

定植時  4回以内  

約1．5～4L）  （育苗期後半の  3回以内  
アデラムシ類  

ブロツコリ  あたり  港注は1回以内、 の  

コナが  0．5′）1L  定植時土壌  
混和は1回以内、  

散布は2回以内）  

－13－   



⑧70．0％イミダクロプリド粉末  

イミダクロプリド  

使用量   使用時期   
本剤の  

作物名   作物名  使用方法  を含む農薬の総  
使用回数  

使用回数   

90′）130g  
テンサイトビハムシ  

／ユニツド   
種子被覆剤に  

てんさい  は種前   1回  混和後、種子に  1回  

130g  
テンサイハモグリハナ′辻  コーティングする  

／ユニット＊   

＊：1ユニット（約100，000粒）／ha   

⑨70．0％イミダクロプリド粉末  

イミダクロブリド  
本剤の  

作物名   作物名   使用量   使用時期  使用方法  を含む農薬の  
使用回数  

総使用回数   

3回以内  

種子処理機によ  （種子粉衣は  

とうもろこし  アブラムシ類  9～14g／10a  は種前   1回  1回以内、  
る種子粉衣  は種後は  

2回以内）   
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⑲50．0％イミダクロブリド頼粒水和剤  

イミダクロブリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期  本剤の 使用回数  使用 方法   を含む農薬の 総使用回数   

ウンカ類   
3回以内  

稲  
育苗箱当り   （育苗箱への処理  

ツマグロヨコバイ  500倍  育苗箱  移植2日前  希釈液0．5L  
（育苗  使用土壌約5L  

1箱当り  ～移植当日   1回  

箱）  

0．5L  
本田での散布は  

イネドロオイムシ  1000倍  ら港注する  2回以内）   

アブラムシ類  

チャノキイロアザミウマ  
ミカンハモグリガ  

ケシキスイ類  

ゴマダラカミキリ成虫  

コアオハナムグリ  

かんきつ  コナカイガラムシ類  200′－700  3回以内  

アカマルカイガラムシ  L／10a   
散布  

コナジラミ類   

ミカンキジラミ  
5000倍  

アザミウマ類  

カメムシ類   
5000′～ 10000倍   

げっきつ  ミカンキジラミ  5000倍  発生初期   4回以内  4回以内  
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⑩50．0％イミダクロブリド顆粒水和剤（つづき）  

イミダクロブリド  

適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

作物名  を含む農薬の  
使用回数   

総使用回数   

カメムシ類  
5000倍   

リンゴワタムシ  

アブラムシ類   
10000′－、一  

りんご  
15000倍  

収穫3目前まで   

キンモンホソガ  
ギンモンハモグリガ   

10000倍   

うめ  

すもも   
アブラムシ類  収穫21日前まで   

コナカイガラムシ頬   5000倍  

なし  
アブラムシ類  
カメムシ類   5000／、′  

10000倍   
2回以内   2回以内  

アブラムシ類  

もも  
モモハモグリガ  

200／）700  
カメムシ類   

Ⅰノ10a  

アブラムシ類   
5000′）  

10000倍  

ネクタリン  収穫14日前まで  
モモハモグリガ  

10000倍   
散布  

カメムシ類  

コナガカイガラムシ類  5000倍  

ぶどう  
フタテンヒメヨコバイ  10000倍  

収穫21日前まで  

チャノキイロアザミウマ  5000／、 10000倍   

コナガカイガラムシ類  5000倍  

カキクダアザミウマ ロアミマ  10000倍  

かき  チャノキイザウ  収穫7日前まで  3回以内  3回以内  

カメムシ類   
5000′－） 10000倍   

マンコー   収穫14目前まで   

アザミウマ類   2回以内   
ハツシ］ンフルーツ  収穫7日前まで   

3回以内  
10000倍  

コナジラミ類  
（育苗期の抹元散布  

なす   2回以内  
100′、300  及び定植時の土壌  

ミナミキイロアザミウマ  収穫前目まで  
L／10a  混和は合計掴以内、  

アブラムシ類  散布及び常温煙霧  
ピーマン  

ミナミキイロアザミウマ   は合計2回以内）  

－15－   



⑲50．0％イミダクロブリド顆粒水和剤（つづき）  

イミダクロプリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

を含む農薬の  
使用回数   

総使用回数   

アブラムシ類  10000倍   
3回以内  

トマト  （青苗期の抹元散布  

コナジラミ類  5000′・） 10000倍   2回以内   及び定植時の土壌  
混和は合計1回以内、  

ミニトマト   
アブラムシ類  
コナジラミ類   10000倍   散布は2回以内）  

収穫前日まで  

アブラムシ類  5000／） 10000倍  
4回以内  

情苗期の株元散布  

きゆうり  
コナジラミ類  

3回以内  
及び定植時の土壌  

混和は合計1回以内、  

ミナミキイロアザミウマ   散布及び常温煙霧  
は合計3回以内）  

アブラムシ類  10000倍  4回以内  

すいか  
（定植時の土壌混和  

ミナミキイロアザミウマ  5000′－－ 10000倍   

は1回以内、散布は  

3回以内）  

100～300  
L／10a  

4回以内  

散布  （育苗期の枕元散布  

メロン   
アブラムシ類  及び定植時の土壌  

3回以内  
混和は合計1回以内、  

ミナミキイロアザミウマ   散布は3回以内）  

うり類  
アブラムシ類  

（漬物  コナジラミ類  収穫7日前まで  

用）  

ミナミキイロアザミウマ   
3回以内   

アザミウマ類  
ズッキーニ   アブラムシ類  

コナジラミ類  10000倍  
収穫前目まで   

2回以内  

にがうり  ミナミキイロアザミウマ  （定植時の土壌混和  

は1回以内）   

2回以内  

なばな   収穫7日前まで  （は種時の土壌混和  

は1回以内）   

10000′、  
アブラムシ類  

3回以内  

（種子粉衣は  

とうもろこし  160倍  3．2L／10a  1回以内、は  
コブター  種後は2回以  

80倍   1．6／10a   2回以内  内）  

2500倍  25L／10a  

アブラムシ類  
収穫14目前まで  

15000倍   
散布   3回以内  

L／10a  
ばれいしょ  

（植付時の土壌混  
オオニジュウヤホシテントウ  15000倍  

和は1回以内、植  
160倍  3．2L／10a  無人ヘリ  

付後は2回以内）  
アブラムシ類  コブター  

80倍   1．6／10a  
による散布  



⑲50．0％イミダクロプリド顆粒水和剤（つづき）  

イミダクロプリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数   使用液量  使用時期   
本剤の  使用  

を含む農薬の  
使用回数  方法  

総使用回数   

豆類  80′）300  
3回以内  

アブラムシ類  10000倍  （は種時の土壌混和  

（種実）  L／10a   まで   は1回以内、散布は  

2回以内）   

2回以内   散布  3回以内  

アザミウマ類  100へノ300  （育苗期の抹元散布  

とうがらし類  
ミナミキイロアザミウマ   

及び定植時の土壌  
まで  混和は合計掴以内、  

散布は2回以内）   

アブラムシ穎  

カメノコハムシ  

てんさい    テン1りモグリハナバェ   1冊あたり1l．  1回   苗床潅注   1回  

300／・～  （3L／m2）   

テンサイトビハムシ  
500倍   

散布、但し  
花穂の発生  

期にはマル  

みょうが  収穫前目  チフイルム  

まで   
被寝により  

（花穂）   散布液が  

直接花穂に  

飛散しない  

カイガラムシ類   
状態で使用する   

みょうが（花穂）  

の収穫前目  2回以内   

まで  

みょうが  但し、花穂を  

収穫しなし  
（茎葉）  場合にあ  

っては  

100～300  

10000倍  まで  2回以内  
L／10a  

すいぜんじな   
収穫7日  

前まで   

散布  3回以内  

（植付時の  

さといも  収穫前日  土壌混和は  

（葉柄）  まで  
1回以内、  

アブラムシ類  
植付後は  

2回以内）   

3回以内  

かんしょ  
収穫7日  （植付時の土壌混和  

前まで  は1回以内、散布は  

2回以内）   

にんじん  
収穫3日  

2回以内   
前まで  
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⑲50．0％イミダクロプリド顆粒水和剤（つづき）  

イミダクロプリド  
本剤の  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期  を含む農薬の  
使用回数   

総使用回数   

さやいんげん  

さやえんどう  収穫前日まで   

実えんどう   

豆類  3回以内  

（未成熟、  （定植時及び  

ただし、  は種時の土壌混和は  

さやいんげん、  合計1回以  

さやえんどう、  内、  

実えんどう  散布は2回以内）  

及び未成熟  

そらまめを  

除く）  
収穫14日前まで  

3回以内  

（定植時及び  

未成熟そらまめ  は種時の土壌混和は  

合計1回以  

内）  

3回以内  

アブラムシ類  10000倍   
（植付時の土壌混和  

は1回以内、散布は  
2回以内）   

3回以内  

（定植時の土壌混和  

はくさい  は1回以内、散布は  

2回以内）  

100～300  3回以内  

2回以内  散布  （育苗期の濯注  
L／10a  

及び定植時  
キャベツ  収穫7日前まで  の土壌混和は  

合計1回以  

内、  
散布は2回以内）  

3回以内  

（育苗期の抹元散布  

レタス  は1回以内、散布は  

2回以内）  

ほうれんそう   収穫前日まで  2回以内  

3回以内  

ねぎ   5000倍  
（定植時の土壌混和  

は1回以内、散布は  
2回以内）  

ネギアザミウマ  収穫14日前まで  

5000′‾－  

たまねぎ  
10000倍   

2回以内  

収穫7日前まで  

みつば   アブラムシ類  10000倍  ただし、伏せ込み栽  

培は伏せ込み前まで   
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⑲50．0％イミダクロブリド顆粒水和剤（つづき）  

イミダクロプリド  

作物名   適用害虫名   希釈倍数  使用液量   使用時期   
本剤の  

を含む農薬の  

使用回数   
総使用回数   

チャノキイロアザミウマ  

チャノミドリヒメ］コバイ  

10000倍   
200′一）400  

茶  チャノホソガ   摘採7日前まで  1回   1回  
L／10a  

ツマグロアオカスミカメ  5000倍  

3回以内  

60～150  
小麦   15000倍    アブラムシ類  

（種子粉衣は  

L／10a  まで   1回以内、  

散布  

200～700  
アテモヤ   コ調イがラムシ類   2回以内  

L／10a   まで   2回以内  

10000倍  3回以内  

かぼちや   アブラムシ類  100／－－300  収穫前日  
（定植時の土壌  

混和は1回以内、  

L／10a  まで  
散布はZ回以内）   

アスパラガス   5000倍  2回以内   

⑩50．0％イミダクロプリド顆粒水和剤（つづき）  

イミダクロブリド  

作物名   作物名   
本剤の  

使用量   使用時期  使用方法  を含む農薬の  
使用回数  

総使用回数   

乾田直  
種もみ4～鈍g  種子塗沫  

当り  3回以内  
播水稲   

30～40g／川a  
（末催芽籾）  

（種もみへの処理  

ウンカ類  は種前   1回  
は1回以内、  

湛水直  種もみ3kg当り  
との同時湿粉衣（地  

上は種用、空中散播  
本田での散布  

播水稲  こ∃0～40g／10a  
は2回以内）  

一による散播用）   

⑪4．0％イミダクロブリド顆粒水和剤  

イミダクロプリド  

本剤の  
作物名   適用害虫名   使用量  使用時期   使用回数   使用方法   を含む農薬の  

総使用回数   総使用回数  

3回以内  

ペースト肥料  2回以内  
いもち病  

に溶かし側条  は1回以内、育苗   （育苗箱への処理  
稲   移植時   1回  箱への処理及び側  

施肥田植機で  
イネドロオイムシ  

施用する。  

布は2回以内）   
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⑫0．0050％イミダクロプリド液剤  

イミダクロプリド  
本剤の  使用  

作物名   適用害虫名   希釈倍数   使用時期  を含む農薬の総使  
使用回数  方法  

用回数   

3回以内  

（育苗トレイヘの潅注及び  

キャベツ   
定植時の土壌混和は1回  

以内、散布後は2回以内）  

収穫7日前まで   3回以内  
2回以内   

（育苗期の株元散布は  

レタス  
1回以内、  

アブラムシ類   散布は2回以内）  

非結球レタス   
希釈せず  2回以内  

ほうれんそう  
原液  そのまま  

4回以内  
散布する  

（育苗期の株元散布及び  

きゆうり   3回以内  定植時の土壌混和は合計  

1回以内、散布及び常温  
収穫前日まで  

煙霧は合計3回以内）  

3回以内  

（育苗期の株元散布及び  

トマト   コナジラミ類  2回以内  
定植時の土壌混和は合計  

1回以内、散布は2回以内）   

しそ   アブラムシ類  収穫7日前まで   1回  1回   

（2）海外における使用方法  

イミダクロブリド17．4％フロアプ／レ  

1回当たりの   本剤の   栽培期間中   
作物名  使用時期   使用方法  

使用量   使用回数   の総使用量   

コーヒー旦  8．Ofloz（製剤）／A   5回（＊）   0．501bai／A  収穫7月前まで   茎葉散布  

（0．101bai／A＝   ［最大   （0．56kg  

0．112kgai／ha）   0．501b  ai／ha）   

ai／A］  
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6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

イミダクロブリド  

②分析法の概要   

試料を含水アセトニトリルで抽出し減圧濃縮後、塩化ナトリウム溶液及びヘキ  

サンを加えて振とうする。水層にジクロロメタンを加えて転溶後、ジクロロメタン  

層を炭酸カリウム溶液で洗浄し、濃縮後、シリカゲルカラムで精製し、高速液体ク  

ロマトグラフで定量する。   

このほか、ジクロロメタン転溶を行わず、珪藻土カラム及びシリカゲルカラム  

等による精製の後、高速液体クロマトグラフ（UV検出器）で定量する方法や、抽出  

後、グラファイトカーボンミニカラムによる精製の後、LC－MSを用いて定量する方  

法も用いられる。  

検出限界 0．005～0．2ppm  

（2）作物残留試験結果  

①稲  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、施用後133，111日の最大残留量注1）は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．005、く0．005ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、 2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、施用後133，111日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．01、0．03ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、1％粒剤を1回散布（舶β∂）したところ、散布後88，∂6日の最大残留量  
は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  
注2）  

イミダクロブリド：く0．005、く0．005ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、1％粒剤を1回散布（舶鮎）したところ、散布後88，・好日の最大残留量  
は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．01、0．04ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、0．25％粉剤を2回散布（4kg／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留  
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量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．038、0．018ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、0．25％粉剤を2回散布（4kg／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．40、0．32ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、1％粒剤を2回水面施用（3kg／10a）したところ、施用後80， 70日の最大残  
留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：〈0．005、0．006ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、1％粒剤を2回水面施用（3kg／10a）したところ、施用後80， 70日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．04、0．06ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈手夜を2回散布（120、150L／10a）したところ、散  

布後28～45日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．058、0．036ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（120、150L／10a）したところ、散  

布後28～45日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．18、0．24ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後30  

～45日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．076、0．030ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後30  

～45日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．22、0．28ppm  
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稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後28  

～42日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミグクロブリド：0．08、0．02ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤のタロ房希釈液を1  

回港注（0．5L／箱）し、2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後  

28～45日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範  

囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．04、0．04ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（1例）において、10％水和剤を1回施用  

（200g／種子3kg）し、2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後28  

日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．08ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤を1回施用  

（200g／種子3kg）し、2，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後28  

～42日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．16、0．09ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 2腕水府フ財のタ♂7算希緻密  

をノ／野首題齢¢タ肋乙／儲訂 したところ、港注後120日の最大残留量は以下のとおり  

であった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、却煤雅冴誘痴伍悦僻碩靡  

好をノ㈲豹変荘α尻加止／／讃ソ Lたところ、潅注後120日の最大残留量は以下のとお  

りであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：〈0．02、く0．02ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 2膨水府財のタβ7賢者靡好  

をノ／野苗二裔1馨荏α尻加法／／箱ノ L、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布  

（150L／10a）したところ、散布後27～43日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．05、0．03ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2膨水繍の甜脚  

瘡をノ㈱廓伽エバ筑ノ L、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布  
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（150L／10a）したところ、散布後27～43日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．08、0，02ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、甜％彫水府卿の氏♂♂の賢者紺を見好訝有〃北／プぬノ Lたところ、散布  

後7 ～28日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用  

範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．22、0．31ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回箱施用（80g／  

箱）し、5り％腰乾水和弥靴川仰厚着紺を勝野有〃北／づぬノ Lたところ、散布  
後7 ～28日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用  

範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：3．39、1．38ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、 卯％腰粒水和鄭仇惣塘捕虜  

瘡をノ確（2批／／須ノ L、互β♂β㈱をa野静粛〟北〃ぬノ したとこ  
ろ、散布後7 ～29日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験  

は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．26、0．28ppm  

稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、〟％腰粒水繍のJ2割算肴  

財をノ館筋蓼産地／／／籍ソ L、尻βββ㈱を朗読敷布〃北／〃ぬノ したと  

ころ、散布後7 ～29日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試  

験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：2．96、1．36ppm  

稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回移植当日に箱施  

用（80g／箱）し、1％粒剤を2回散布（3kg／10a）したところ、散布後35 ～56日の最  

大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．02、0．02ppm   

稲ノ（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を1回移植当日に箱  

施用（80g／箱）し、1％粒剤を2回散布（3kg／10a）したところ、散布後35 ～56日の  

最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．56、0．12ppm   

②小麦   

小麦（玄麦）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤を1回は種前に  
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塗抹処理（種子重量♂）0．15％）し、50％顆粒水和剤の15000倍希釈液を2回散布（2β♂、  

150L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下のとおりであった。た  

だし、200L／10aを散布した試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．013、く0．005ppm  

小麦（玄麦）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤を1回は程前に  

塗抹処理（種子重量の0．15％）し、50％顆粒水和剤のノββ♂β悟希釈液を2回散布（2♂♂、  

150L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下のとおりであった。た  

だし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．016、く0．005ppm   

③とうもろこし   

とうもろこし（乾燥種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロア  

ブルを1回厚子塗顔■〃♂クcc／／笹子敬ノ L、Zα勒許希釈瀦首2回散布（200L／10a）し  

たところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これら  

の試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

とうもろこし（生食用子実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロ  

アブルを1回厚子塗床〃ββccノ／傾持㍑転ノ L、Zα勅許希釈痴首2回散布（200L／10a）  

したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これ  

らの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

とうもろこし（脱穀した種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フ  

ロアブルを1回廊摩昭摩子塗凍〃♂伽乙／笹子敬ノ L、60倍希釈液を2回無人ヘリコ  

プター散布（3L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりで  

あった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

とうもろこし（生食用子実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロ  

アブルを1臥静粛蜂蜜子塗床〃β伽エ／／笹子馳〃 L、60倍希釈液を2回無人ヘリコプ  

ター散布（3L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであ  

った。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm   

④だいず   

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝処理（3kg／10a）し、20％フUアフンレの4000店希釈屏を2回散布（200L／10a）  

したところ、散布後28 ～42日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、こ  
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れらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．01、く0．01ppm   

（9あずき   

あずき（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝土壌混和（舶ぬ）し、50％顆粒水和剤の互α勒算前節層を2回散布  

（150L／10a）したところ、散布後28日の最大残留量は以下のとおりであった。ただ  

し、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．05、0．04ppm   

⑥らっかせい   

らっかせい（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播  

種時播溝土壌混和（3kg／10a）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後28～42日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．05、く0．05ppm   

⑦ばれいしょ   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 冗膀水府卿をノノ好摩  

い邑必屠〃♂勉／二水ノ∠／い邑2ク勉ノ L、10％水和剤の1，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．186、0．020ppm  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

植溝処理（4kg／10a）し、10％水和剤の1，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）した  

ところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの  

試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．02、0．02ppm  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の15倍  

希釈液を2回空中散布（3L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．02、く0．02ppm  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．02、く0．02ppm  
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ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回植付時  

植溝土壌混和（4kg／10a）し、50％顆粒水和剤の5，000倍希釈i夜を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．02、く0＿01ppm   

（秒さといも   

さといも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を1回定植時  

植溝土壌混和（4kg／10a）し、2β％ノ水務剤切旦仇瑚啓肴靡層堰切官許希1勿鳩／〃ぬノ  

Lたとごろ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これ  

らの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm   

⑨かんしょ   

かんしょ（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

かんしょ（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液をノ／野殊元＿土密摩荏1加悦／〃鮎ノ Lた産、2回散布（300L／10a）した  

ところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの  

試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．01、〈0．01ppm   

⑲やまのいも   

やまのいも（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植  

時植溝土壌混和（4kg／10a）し、ノ♂％／水府材の名♂♂♂㈱を2回散布  

（300L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

やまのいも（むかご）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回植  

付時植溝土壌混和（4kg／10a）したところ、処理後210、140日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．06、く0．05ppm   

⑪こんにやくいも   

こんにやくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回  

培土時土壌混和（6kg／10a）した後、ノ廊静粛触〃ぬノ したところ、散布後21～  

30日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内  
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で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、0．02ppm   

⑫てんさい   

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、ノ（嫁水府財をノ願好  
辟、茸粛啓盗絶好小鳩ン／免／∂7呪〃ぬノ L、ノ♂％．水府卿のノ，似鳩甥磨暦象姫磯塀   

αクα／／鉛ノ したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01、〈0・．01ppm  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、 70％粉末を1回種子に  

コーティング（130g／ユニット）し、ノ♂％一水和鄭仇＝榔膵希紆酪む海瀞希   

例規／〟ねノ したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

てんさい（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の300  

倍希釈液を1回濯注（1L／冊）し、卯％腰乾水和鄭別＝肌磨膏靡屏あ姫硝碩   

¢βαソ〃ぬノ Lたところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm   

⑬だいこん   

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝土壌混和（6kg／10a）したところ、散布後42～67日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．014、0．011ppm  

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝土壌混和（6kg／10a）したところ、混和後42～67日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．013、0．022ppm  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

播溝土壌混和（6kg／10a）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日わ最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

だいこん（菓部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播種時  

札   
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播溝土壌混和（6kg／10a）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．20、0．01ppm   

⑭はくさい   

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

Z仇対倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．06、0．11ppm  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．06、0．06ppm  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を定植時土壌  

混和 りgン／裸）し、20％フロアブルのZα瑚督希釈液を2回散布（200，  230．4  

L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、  

これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．05、0．13ppm   

⑮キャベツ   

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

名仇材昏希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．04、0．21ppm  

キャベツ （葉球）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの  

Z仇財房希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．02ppm  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

土壌混和（0．5g／株）し、20％フロアブルの之仇和好希釈液を2回散布（300L／10a）  

したところ、散布後7～14日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これ  

らの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．16、0．05ppm  

キャベツ（菓球）を用いた作物残留試験（2例）において、2♂％フロアフンレの2〝♂  
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脚屏を虐窟時苗齢直見／′レイノ した後、名β♂β／算希釈液を2回散布  

（300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．20、0．07ppm   

⑯芽キャベツ   

芽キャベツ（芽球）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．2、く0．2ppm   

⑰みずな   

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：1．36、2．39ppm  

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロプリド：1．30、2．20ppm   

⑱ブロッコリー   

ブロッコリー（花膏）を用いた作物残留試験（2例）において、2♂％フロアフル／  

の卵仔須原瀦を定植前苗濯注処理（0．25L／トレイ）し、1％粒剤を定植時植穴土壌  

混和（0．5g／株）し、20％ブロアブルの2000倍液を2回散布（150L、300L／10。）した  

ところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの  

試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．28、1．94ppm  

ブロッコリー（花菅）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の2000倍液を2回散布（150L、300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．40、2．30ppm   

⑲非結球芽キャベツ   

非結球芽キャベツ（本葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロア  

ブルの4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  
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イミダクロブリド：く0．2、く0．2ppm  

非結球芽キャベツ（えき芽葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フ  

ロアブルの4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最  

大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．5、く0．2ppm   

⑳畑わさび   

畑わさび（葉柄十根茎）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブ  

ルの4，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．04ppm  

畑わさび（葉＋葉柄＋根茎）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロ  

アブルの4，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～28日の最大  

残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．25ppm  

畑わさび（葉＋葉柄＋根茎）を用いた作物残留試験（3例）において、20％フロ  

アブルの4，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～21日の最大  

残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．38、0．38、0．75ppm   

⑳わさび   

わさび（花及び花茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：2．30、0．74ppm  

わさび（葉及び葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：1．37、0．27ppm  

わさび（根及び根茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．20、0．06ppm  
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⑲なばな   

なばな（花茎）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（250L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：1．61、0．46ppm   

⑬ごぼう   

ごぼう（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

⑳レタス   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの之♂♂ク  

仔希釈液を2回散布（105～150，200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  
量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていな  

い。  

イミダクロブリド：0．08、0．10ppm   
レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（105～150，200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．09、0．08ppm  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（0．5g／株）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布（200，  

230L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．46、0．17ppm  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの2βクタ賢  

者靡炭を居超繊直見／∧レイノ した顔、4，000倍希釈液を2回散布（200，  
230L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおりであった。た  

だし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．47、0．19ppm   

⑬サラダ菜   

サラダ菜（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0，4、0．2ppm  
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⑲リーフレタス   

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．8、0．2ppm   

⑳エンダイブ   

エンダイブ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200，303～5即．∂L／10a）したところ、散布後7～21日の  

最大残留量は以下のとおりであった。ただし、303～∠石αグL／10a散布された試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：2．26、2．21ppm   

⑲食用ぎく   

食用ぎく（花弁）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を1回散布（250～300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．67、0．22ppm  

食用ぎく（花弁）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（250～300L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．72、0．44ppm   

⑲きく   

きく（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000倍希  

釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のと  

おりであった。  

イミダクロプリド：0．29、0．22ppm   

⑲ふき   

ふき（茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000倍希  

釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～28日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．12、0．08ppm   

⑪葉ごぼう   

菓ごぼう（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  
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イミダクロブリド：0．60、1．14ppm   

⑫すいぜんじな   

すいぜんじな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤  

の10，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．4、2．6ppm   

⑬たまねぎ   

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

5，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm   

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、ノ％殿御をノ船路呼  

超渾土壌；窟詔「勉〟ぬノ し、50％顆粒水和剤の5，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミグクロブリド：く0．01、く0．01ppm   

⑬根深ねぎ   

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時  

植溝土壌混和（4kg／10a）し、20％フロアブルの2，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．16、〈0．01ppm   

⑬葉ねぎ   

菓ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時植  

溝土壌混和（4kg／10a）し、20％フロアブルの2，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．04、0．22ppm   

⑲にら   

にら（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時植溝  

土壌混和（4kg／10a）した後、1回散布（4kg／10a）したところ、散布後30～60日の  
最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．4、く0．4ppm   

㊨アスパラガス  

アスパラガス（若茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2♂％フロアブ  

鴫 、弓  

療  

む 洋   

．無   
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ルの訓伽僧斉磨滅を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量  

は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．14、0．30ppm   

⑲わけぎ   

わけぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を1回定植時植  

溝土壌混和（4kg／10a）し、20％フロアブルの2，000倍希釈液を2回散布  

（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．7、1．O ppm   

⑲にんじん   

にんじん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（200，300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．01、0．02ppm   

⑲パセリ   

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を1回定植時植  

穴処理（0．5g／株）したところ、処理後50～75日の最大残留量は以下のとおりであ  

った。  

イミダクロブリド：0．16ppm  

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（1例）において、 1％粒剤を1回定植時植  

穴処理（0．5g／株）したところ、処理後49～75日の最大残留量は以下のとおりであ  

った。  

イミダクロブリド：0，36ppm  

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時植  

穴処理（0．5g／株）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を1回散布（200L／10a）し  

たところ、処理後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：1．4、1．3ppm  

⑪セルリー   

セルリー（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．30、0．68ppm   

⑫みつば  

－35－   



みつば（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布 

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：2．77、2．50ppm   

⑬はまぼうふう   

はまぼうふう（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量  

は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．18、0．10ppm   

⑲トマト   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（3例）において、 1％粒剤を定植時植穴処  

理（2g／株）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、  

散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．04、0．12、0．14ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を定植時植穴処  

理（2g／株）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、  

散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．08ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、10％水和剤の2，000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．06ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、 10％水和剤の2，000倍希  

釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロブリド：0．08ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、10％水和剤の2，000倍希  

釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロブリド：0．15ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（2g／株）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布（250、  
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257L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．12、0．13ppm  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（二2g／株）し、2♂％フロアブル／のZββ♂プ辞希靡腐を旛静粛ββα〃ぬノ Lた  

ところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試  

験は、適用範囲内で行われていない  

イミダクロブリド：0．26、0．13ppm。   

⑮ミニトマト   

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を定植時植  

穴処理（2g／株）し、2ク％フロアフンレのZ♂♂♂7算希釈彦を却可静粛α♂q ββ此〃β∂ノ  

Lたところ、散布後1～14日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これ  

らの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．24、0．52ppm   

⑬ピーマン   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

処理（2f；／株）したところ、処理後46～62日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．08、0．01ppm  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

処理（2g／株）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、  

散布後1～3日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：1．20、0．60ppm  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

処理（2g／株）し、50％顆粒水和剤の5，000倍希釈液を2回散布（150、200L／10a）し  

たところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．8、0．8ppm   

㊨なす   

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を定植時植穴処理  

（2g／株）したところ、処理後47～75日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．005、く0．005ppm  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴処理  

（2g／株）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、処  

理後1～3日の最大残留量は以下のとおりであった。  
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イミダクロプリド：0．121、0．078ppm  

なす（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴処理  

（2g／株）し、10％水和剤を2回常温煙霧処理（100g／5L／10a）したところ、処理後1  

～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．04、0．12ppm   

⑬ししとう   

ししとう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

土壌混和（2g／株）し、50％顆粒水和剤の5，000倍希釈液を2回散布（300，  

120L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：1．6、1．2ppm   

⑲伏見甘長とうがらし   

伏見甘長とうがらし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を  

定植時植穴土壌混和（2g／株）し、50％顆粒水和剤の5，000倍希釈液を2回散布（300，  

284．9L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：1．2、1．5ppm   

⑲きゆうり   

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

処理（2g／株）したところ、処理後38～51日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．010、〈0．005ppm  

きゅうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

処理（2g／株）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、  

処理後1～3日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．18、0．12ppm  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

処理（2g／株）し、10％水和剤を3回常温煙霧処理（100g／5L／10a）したところ、処  

理後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．04、0．04ppm  

きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

処理（2g／株）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を旛又は3回散布  

（250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。た  

だし、5回散布した試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．08、0．20ppm  
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きゆうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を定植時植穴  

土壌混和（2g／株）し、20％フロアブルのZ仇材虐希釈液を3回散布（150～200，  

300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。ただ  

し、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．42、0．16ppm   

㊤かぼちゃ   

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴  

土壌混和（2g／株）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布（188．9，  

200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．02、0．04ppm  

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を定植時植穴  

土壌混和（2g／株）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）し  

たところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．09ppm  

かぼちや（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を定植時植穴  

土壌混和（2g／株）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）し  

たところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．10ppm   

⑲すいか   

すいか（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴処  

理り融和 し、10％水和剤の2，000倍希釈液を4回又は3回散布（200L／10a）した  
ところ、散布後3～7日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試  

験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：〈0．01、0．04ppm  

すいか（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を定植時植穴処  

理り雛和 し、50％顆粒水和剤の5，000倍希釈液を3回散布（300L／10a）したとこ  
ろ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験  

は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．11、0．02ppm  

⑬メロン   

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（2g／株）し、10％水和剤の2，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したとこ  

ろ、散布後3～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  
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イミダクロブリド：0．01、0．01ppm  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（2g／抹）し、50％水和剤の10，000倍希釈液を3回散布（250L／10a）したとこ  

ろ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．03、0．03ppm  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（2g／抹）し、50％水和剤の5，000倍希釈液を3回散布（300，250L／10a）した  

ところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミグクロプリド：0．03、0．03ppm  

メロン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植穴土  

壌混和（2g／株）し、20％フロアブルの2，000倍希釈液を3回散布（300L／10a）した  

ところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．02、く0．01ppm   

⑳まくわうり   

まくわうり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を定植時植  

穴土壌混和（1g／株）したところ、処理後70～90日の最大残留量は以下のとおりで  

あった。  

イミダクロプリド：く0．02、く0．02ppm   

⑬にがうり   

にがうり（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤のノ，♂♂β  

傍希釈液を2回散布（250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下の  

とおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．47、0．85ppm  

にがうり（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤の2，000  

倍希釈液を2回散布（250L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロプリド：0．16、0．42ppm   

⑬ほうれんそう   

ほうれんそう（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は  

以下めとおりであった。  

イミダクロブリド：0．03、0．17ppm  
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㊨オクラ   

オクラ（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（186～189L、200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留  
量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．18、0，18ppm  

オクラ（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を3回散布（132～189L、200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留  

量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．12、0．21ppm  

オクラ（さや）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：0．16ppm   

⑬さやいんげん   

さやいんげん（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を1回定  

植時植穴処理（2g／株）したところ、処理後48～74日の最大残留量は以下のとおり  

であった。  

イミダクロブリド：0．01、0．05ppm  

さやいんげん（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定  

植時植穴土壌混和（2g／株）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布（100，  

300L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．18、0．30ppm   

⑲さやえんどう   

さやえんどう（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、 1％粒剤を1回定  

植時植穴土壌混和（2g／株）したところ、処理後100～130日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロプリド：0．06、く0．05ppm  

さやえんどう（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定  

植時植穴土壌混和（2g／株）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布  

（300L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．20、0．14ppm   

⑲未成熟だいず  
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未成熟だいず（えだまめ）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1  

回播種時播溝処理（3kg／10a）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：〈0．01、0．16ppm  

未成熟だいず（えだまめ）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1  

回定植時植穴土壌混和（3kg／10a）し、50％頼粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布  

（200L／10a）したところ、処理後14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．10、0．16ppm   

㊨未成熟ささげ   

未成熟ささげ（さや）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回播  

種時植穴土壌混和（2g／株）したところ、処理後61～99日の最大残留量は以下のと  

おりであった。  

イミグクロプリド：く0．05、く0．05ppm   

⑫未成熟そらまめ   

未成熟そらまめ（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロア  

ブルの4，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7～14日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．11、0．20ppm   

⑬れんこん   

れんこん（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、0．25％粉剤を2回散  

布（4kg／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

れんこん（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回植付  

時作条土壌混和（3kg／10a）し、0．25％粉剤を2回散布（4kg／10a）したところ、散  

布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．01、く0．01ppm  

れんこん（可食部）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を1回植付  

時作条土壌混和（3kg／10a）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布  

（150L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01ppm  

れんこん（可食部）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を1回植付  

時作条土壌混和（㈲鮎）した後、誕頭数有俗物〃ぬノ したところ、散布後14～  
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21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内  

で行われていない。  

イミダクロブリド：く0．01ppm  

れんこん（可食部）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を1回植付  

時作条土壌混和（3kg／10a）し、20％フロアブルの4，000倍希釈液を2回散布  

（150L／1．Oa）したところ、散布後14～21日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：〈0．01ppm  

れんこん（可食部）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を1回植付  

時作条土壌混和（3kg／10a）した後、朗読敷布㈲ぬノ したところ、散布後14～  
21日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内  

で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．01ppm   

⑲モロヘイヤ   

モロヘイヤ（可食部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の2，000倍希釈液を1回散布（300L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は以  

下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0：4、1．O ppm   

⑮ふだんそう   

ふだんそう（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロブリド：1．70、2．01ppm   

⑲食用さくら   

食用さくら（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を1回散布（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．80、0．36ppm   

㊨さといも（葉柄）   

さといも（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．48、0．30ppm  

－43－   



さといも（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を植付時植溝  

土壌混和（4kg／10a）し、50％顆粒水和剤の10，000倍希釈液を2回散布（200L／10a）  

したところ、散布後1～7日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．10、0．24ppm   

⑬くわい   

くわい（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後21～43日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：〈0．01、く0．01ppm   

⑲食用プリムラ   

食用プリムラ（花器全体）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロア  

ブルの4，000倍希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．23、0．18ppm   

⑲じゆんさい   

じゆんさい（葉）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を1回散布  

（3kg／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．06ppm  

じゆんさい（葉）を用いた作物残留試験（1例）において、1％粒剤を1回散布  

（3kg／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．16ppm   

⑫うど   

うど（軟化茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後60日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm   

⑫ヤングコーン   

ヤングコーン（幼果・雌穂）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロ  

アブルの4，000倍希釈液を2回散布（100～150L／10a）したところ、散布後3～21日の  

最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm   

⑬温州みかん  
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温州みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を3回散布（700，500L／10a）したところ、散布後14～45 日の最大残  

留量は以‾Fのとおりであった。，  

イミダクロプリド：0．02、0．06ppm  

温州みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を3回散布（700，500L／10a）したところ、散布後14～45 日の最大残  

留量は以下のとおりであった。、  

イミダクロブリド：1．08、2．28ppm  

温州みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

〟倍希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14日の最  

大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われ  

ていない。  

イミダクロプリド：く0．Ot、く0．01ppm  

温州みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

ノβ7欝希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14日の最  

大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われ  

ていない。  

イミダクロブリド：0．24、0．22ppm  

⑲夏みかん   

夏みかん（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm  

夏みかん（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．43、0．66ppm  

夏みかん（果実全体）往3）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロア  

ブルの2，000倍希釈液を3回散布（400L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．15、0．25ppm  

夏みかん（果肉）を用いた作物残留試験（1例）において、 20％フロアブルのノβ  
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店希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14日の最大  

残留量は以下のとおりであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていな  

い。  

イミダクロプリド：く0．01ppm  

夏みかん（果皮）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルのノ♂  

7算希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14日の最大  

残留量は以下のとおりであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていな  

い。  

イミダクロブリド：0．19ppm  

夏みかん（果実全体）注3）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロア  

ブルの〟虐希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14  

日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行わ  

れていない。  

イミダクロブリド：0．06ppm   

⑮いよかん   

いよかん（果肉）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルのノ♂  

傍希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14日の最大  

残留量は以下のとおりであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていな  

い。  

イミダクロブリド：〈0．01ppm  

いよかん（果皮）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルのノ♂  

店希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14日の最大  

残留量は以下のとおりであった。ただし、この諌験は、適用範囲内で行われていな  

い。  

イミダクロブリド：0．22ppm   

いよかん（果実全体）注3）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロア  

ブルの〟傍希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14  

日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行わ  

れていない。  

イミダクロブリド：0．07ppm   

⑲すだち   

すだち（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの2，000  

倍希釈液を3回散布（250L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  
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イミダクロブリドニ0．03ppm  

すだち（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの〟仔  

希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14日の最大残  

留量は以下のとおりであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．15ppm   

⑫かぼす   

かぼす（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの2，000  

倍希釈液を3回散布（600L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．26ppm  

かぼす（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの〟仔  

希釈液を3回無人ヘリコプター散布（2．5L／10a）したところ、散布後14日の最大残  

留量は以下のとおりであった。ただし、この試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．05ppm   

⑲りんご   

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000倍希  

釈液を2回散布（500L／10a）したところ、散布後21～45日の最大残留量は以下のと  

おりであった。  

イミダクロプリド：0．120、0．029ppm  

りんご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の5，000  

倍希釈液を2回散布（600L／抽l）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：0．20、0．12ppm   

⑲なし   

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000倍希釈  

液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後30～45日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロブリド：0．197、0．060ppm  

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルのZタグク仔  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下の  

とおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．14、0．19ppm  
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なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの5，000倍  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：0．08、0．06ppm  

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の5，000倍  
希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後28～42日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：0．13、0．12ppm  

なし（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルのZ仇材停  

希釈液を2回散布（350， 400L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以  

下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．15、0．20ppm   

⑲びわ   

びわ（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの2，000倍  

希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のと  

おりであった。  

イミダクロプリド：く0．02ppm  

びわ（果実・有袋）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．04ppm  

びわ（果実・無袋）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：2．54ppm  

びわ（果実・有袋）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．18ppm  

びわ（果実・無袋）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの  

2，000倍希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  
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以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．19ppm   

㊨もも   

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤の1，000倍希釈  

液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後30～45日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロブリド：0．195、0．140ppm  

もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤の1，000倍希釈  

液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後30～45日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロブリド：0．593、0．388ppm  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルのZ甜♂仔  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下の  

とおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．12、0．11ppm  

もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルのZ尻材虐  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下の  

とおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．53、0．70ppm  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの5，000倍  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロプリド：0．06、0．07ppm  

もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの5，000倍  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後14～28日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  

イミダクロブリド：0．26、0，30ppm  

もも（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルのZ仇材虐  

希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のと  

おりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．16、0．14ppm  
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もも（果皮）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの之仇材虐  

希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のと  

おりであった。ただし、三れらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：1．2、2．2ppm  

⑫ネクタリン   

ネクタリン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000  

倍希釈液を2回散布（15L／樹， 700L／10a）したところ、散布後14～21日の最大残留   

量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．28、0．18ppm  

⑬あんず  

あんず（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの5，000  

倍希釈液を2回散布（400L、300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．29、0．17ppm  

⑲すもも   

すもも（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の⊥α勒昏希  

釈液を2回散布（300，400L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下   

のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．07、〈0．01ppm   

すもも（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤の2，000倍希  

釈液を2回散布（300，400L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下   

のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．04、く0．01ppm  

⑬うめ  

うめ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の2，000倍希釈   

液を2回散布（300，400L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下の   

とおりであった。  

イミダクロブリド：0．07、0．06ppm  

⑬いちご   

いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時植   

穴処理 りg／㈲ したところ、処理後105～160日の最大残留量は以下のとおりであ   

った。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．01、0．03ppm  
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いちご（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時植  

穴処理 りg／㈱ し、ノβ％ノ水府斉グのZβββ仔肴靡瘡を却頭数有αβ此／万ぬノ したとこ  

ろ、散布後3日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、  

適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．81、0．18ppm   

㊨ぶどう   

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤の1，000倍希  

釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後21～30日の最大残留量は以下のと  

おりであった。  

イミグクロプリド：1．338、0．256ppm  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミグクロプリド：0．16、0．28ppm  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（4例）において、20％フロアブルの5，000  

倍希釈液を2回散布（300，300，500，300L／10a）したところ、散布後21～28日の最  

大残留量は以下のとおりであった。  

イミグクロブリド：0．26、0．06、0．76、0．72ppm  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000  

倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．59、0．74ppm  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤の50倍希釈  

液を2回常温煙霧処理（10L／10a）したところ、処理後21～45日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．08、0．08ppm  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の50倍希釈  

液を2回常温煙霧処理（10L／10a）したところ、処理後21～45日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．06、0．12ppm  

ぶどう（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の5，000  
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倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後21～28日の最大残留量は以下  

のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．78、0．41ppm   

⑳かき   

かき（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000倍希釈  

液を3回散布（500L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおり  

であった。  

イミダクロブリド：0．35、0．28ppm   

⑲キウイフルーツ   

キウイフルーツ（果肉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブ  

ルの2，000倍希釈液を2回散布（278，300L／10a）したところ、散布後1～21日の最大  

残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：〈0．05、く0．05ppm   

⑲マンゴー   

マンゴー（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、 10％水和剤のノ，ββク仔  

希釈液を2回散布（450L／10a）したところ、散布後14～30日の最大残留量は以下の  

とおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：0．49、0．45ppm   

⑪パッションフルーツ   

パッションフルーツ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒  

水和剤の10，000倍希釈液を2回散布（250，625L／10a）したところ、散布後7～21日  

の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：0．15、0．28ppm   

⑬アセロラ   

アセロラ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの  

4，000倍希釈液を2回散布（尻昭．う矧〝／プぬ）したところ、散布後7～21日の最大残留  

量は以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていな  

い。  

イミダクロプリド：0．18、0．30ppm   

⑬ピタヤ   

ピタヤ（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの2，000  

倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下の  

とおりであった。  
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イミダクロブリド：0．26、0．11ppm  

⑲アテモヤ   

アテモヤ（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（270L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：0．18ppm  

アテモヤ（果実）を用いた作物残留試験（1例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．02ppm   

⑬くり   

くり（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000倍希釈  

液を3回散布（300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとおり  

であった。  

イミダクロブリド：く0．01、く0．01ppm   

⑲いちょう種子（ぎんなん）   

いちょう（種子）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの  

み狛鳩希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。ただし、これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロプリド：く0．005ppm  

いちょう（種子）を用いた作物残留試験（1例）において、20％フロアブルの  

Z仇相好希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～14日の最大残留量は  

以下のとおりであった。ただし二これらの試験は、適用範囲内で行われていない。  

イミダクロブリド：0．01ppm   

⑲茶   

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000倍希釈液  

を1回散布（200L／10a）したところ、散布後13～28日の最大残留量は以下のとおり  

であった。  

イミダクロプリド：2．30、1．92ppm  

茶（浸出液）を用いた作物残留試験（2例）において、10％水和剤の1，000倍希釈  

液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後13～28日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  
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イミダクロブリド：1．85、1．90ppm  

茶（荒茶）を用いた作物残留試験（2例）において、50％顆粒水和剤の5，000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：3．84、3．98ppm  

茶（浸出液）を用いた作物残留試験（2例）において、 50％顆粒水和剤の5，000倍  

希釈手夜を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のと  

おりであった。  

イミダクロプリド：2．53、3．31ppm   

⑬コリアンダー   

コリアンダー （茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブル  

の4，000倍希釈液を2回散布（150，200L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残  

留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：1．49、1．07ppm   

⑲あさつき   

あさつき（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、1％粒剤を1回定植時  

植溝土壌混和（4kg／10a）し、20％フロアブルの2，000倍希釈液を2回散布  

（300L／10a）したところ、散布後3～14日の最大残留量は以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：2．4、1．4ppm   

（∂しそ   

しそ（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のとお  

りであった。  

イミダクロプリド：0．70、0．28ppm  

しそ（花穂）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの4，000倍  

希釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は以下のと  

おりであった。  

イミダクロプリド：1．68、0．18ppm   

（∂みょうが   

みょうが（花穂）を用いた作物残留試験（1例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（350L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は  

以下のとおりであった。  

－54－   



イミダクロブリド：く0．02ppm  

みょうが（花穂）を用いた作物残留試験（1例）において、50％顆粒水和剤の  

10，000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は   

以下のとおりであった。  

イミダクロブリド：く0．04ppm  

G∋さんしょう  

さんしょう（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％フロアブルの   

4，000倍希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後183，196日の最大残留量   

は以下のとおりであった。  

イミダクロプリド：く0．1、く0．1ppm  

これらの試験結果の概要については、別紙1－1を参照。また、海外で実施された作  

物残留試験成績の結果の概要については、別紙1m2を参照。  

注1）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期  

間を最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、  

それぞれの試験から得られた残留量。  

（参考：平成10年8月7目付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」）  

注2）適用範囲内で実施されていない作物残留試験については、適用範囲内で実施されていない  

条件を斜体で示した。  

注3）夏みかん及びいよかんの果実全体の値は、果肉及び果皮の平均値から算出している。  

7．畜産物の推定残留量   

本農薬については、稲に適用があるため、飼料として給与した稲わらや稲発酵粗飼   

料を通じ家畜の筋肉等への移行が想定されることから、農林水産省から畜産物に関す   

る個別の残留基準の設定について要請されている。このため、飼料の最大給与割合等   

から算出した飼料中の最大残留農薬濃度と、JMPRにおける評価時に使用された動   

物飼養試験の結果を用い、以下のとおり畜産物中の推定残留量を算出した。  

（1）飼料ヰの残留農薬濃度  

飼料及び飼料添加物の成分規格等に関する省令（昭和51年農林省令第35号）   

に定める飼料一般の成分規格等と飼料の最大給与割合等から、飼料の摂取によって   

家畜が暴露されうる飼料中の残留農薬濃度を算出した。  

本剤については、稲わら及び稲発酵粗飼料中に残留する農薬の指導基準として、   

それぞれ10ppm及び3ppmと設定されている。この指導基準や、前述の成分規格等で   

定められている基準値上限まで飼料中に農薬が残留している場合を仮定し、これに   

飼料の最大給与割合等を掛け合わせることにより飼料中の最大残留農薬濃度  
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（Maximum Dietary Burden）を算出したところ、乳牛において8．1ppm、肉牛におい  

て7．7ppm、肉用鶏において0．81ppm、採卵鶏において0．58ppmと推定された。   

また、指導基準値等の代わりに、作物残留試験の中央値（STMR）を用いて求めた  

平均的な残留農薬濃度（STMR dietary burden）は、乳牛6．9ppm、肉牛3．5ppm、肉  

用鶏0．39ppm及び採卵鶏0．10ppmと算出されている。  

（2）動物飼養試験（家畜残留試験）  

今回、畜産物中の推定残留量を算出するにあたっては、2002年にJMPRにおい   

て評価された際に用いられた飼養試験の結果を参照した。  

①乳牛   

乳牛に対し、飼料中濃度としてイミダクロプリド5、15、50ppm相当を含有するゼ  

ラチンカプセルを28日間にわたり摂食させ、筋肉、脂肪、肝臓、腎臓中のイミダク  

ロプリドを測定した。また、牛乳については、投与開始後、1、2、3、4、5、7、10、  

13、16、19、22、25、28 日目に搾乳したものを測定した（定量限界：0．02 ppm）。  

結果については表1を参照。  

表1．組織中の残留量（ppm）  

5ppm   15ppm   50ppm  

投与群   投与群   投与群   

く0．02（最大）   0．033（最大）   0．15（最大）  
筋肉  

く0．02（平均）   0．0273（平均）   0．121（平均）   

く0．02（最大）   く0．02（最大）   0．078（最大）  
脂肪  

〈0．02（平均）   〈0．02（平均）   0．0637（平均）   

0．054（最大）   0．166（最大）   0．537（最大）  
肝臓  

0．05（平均）   0．133（平均）   0．49（平均）   

0．032（最大）   0．101（最大）   0．365（最大）  
腎臓  

0．028（平均）   0．085（平均）   0，286（平均）   

乳   〈0．02（平均）   0．154（平均）   

②産卵鶏   

産卵鶏に対し、飼料中濃度としてイミダクロプリド2、6、20ppm相当を含む飼料  

を30～32日間にわたり摂食させ、筋肉、脂肪、肝臓中のイミダクロブリドを測定し  

た。また、鶏卵については、投与開始後、1、2、3、5、6、7、8、9、12、13、15、  

17、18、19、21、24、25、27、29、30   日目に採卵したものを測定した（定量限  

界：0．02ppm）。結果については表2を参照。  
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表2．組織中の残留量（ppm）  

2pp†¶   6ppm   20ppm  

投与群   投与群   投与群   

〈0．02（最大）   0．021（最大）   0．072（最大）  
筋肉  

〈0．02（平均）   0．020（平均）   0．048（平均）   

〈0．02（最大）   く0．D2（最大）   く0．02（最大）  
脂肪  

く0．02（平均）   〈0．02（平均）   く0．02（平均）   

0．042（最大）   0．159（最大）   0．0431（最大）  
肝臓  

0，04（平均）   0．14（平均）   0．35（平均）   

卵   〈0．02（平均）   0．049（平均）   0，13（平均）   

（3）推定残留量  

飼養試験における投与量とMaximum Dietary Burden又はSTMR dietary burdenを   

用いて算出した畜産物中の推定残留量を比較し、推定残留量の最大値を求めた。結   

果については表3－1及び表3叫2を参照。  

表3－1 畜産物中の推定残留量；牛（ppm）  

筋肉   脂肪   肝臓   腎臓   乳   

乳牛   0．024   く0．02   0．089   0．053   0．027   

肉牛   0．024   く0．02   0．084   0．051  

乳牛   0．021   く0．02   0．066   0．039   0．024   

肉牛   く0．02   く0．02   0．035   0．020  

直   0．024   く0．02   0．089   0．053   0．027   

表3－2 畜産物中の推定残留量；鶏（ppm）  

筋肉   脂肪   肝臓   卵   

Maximum  肉用鶏   く0．02   く0．02   0．017  
Dietary  
Burden  採卵鶏   く0．02   く0．02   0．012   く0．02   

STMR  肉用鶏   〈0．02   く0．02   0．0079  
Dietary  
Burden  採卵鶏   く0．02   く0．02   0．0020   く0．02   

最大値  く0．02   く0．02   0．017   く0．02   

8．ADIの評価   

食品安全基本法（平成15年法律第48号）第24条第2項の規定に基づき、平成18年9月4   

日付け厚生労働省発食安第0904005号及び同法第24条第1項第1号の規定に基づき、平成  
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19年2月23日付け厚生労働省発食安第0223003号により食品安全委員会あて意見を求めた  

イミダクロプリドに係る食品健康影響評価について、 以下のとおり評価されている。  

無毒性量：5．7mg／kg体重／day  

（動物種）  ラット  

（投与方法）   混餌投与  

（試験の種類） 慢性毒性／発がん性併合試験  

（期間）  2年間  

安全係数：100  

ADI：0．057mg／kg体重／day  

9．諸外国における状況   

2001年にJMPR における毒性評価が行われADIが設定されている。国際基準が   

りんご、バナナ等に設定されている。   

米国、カナダ、欧州連合（EU）、オーストラリア及びニュージーランドについて   

調査した結果、米国においてアセロラ、アボカド等に、カナダにおいてレタス、おう   

とう等に、オーストラリアにおいてりんご、バナナ等に、ニ ュージーランドにおいて   

かんきつ類果実、たまねぎ等に基準値が設定されている。  

10．基準値案  

（1）残留の規制対象   

イミダクロプリド本体  

なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、暴露評価   

対象物質としてイミダクロブリド（親化合物のみ）と設定している。  

（2）基準値案   

別紙2のとおりである。  

（3）暴露評価  

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定さ   

れる量のイミダクロプリドが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基   

づき試算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論一日最大摂取量（TMDI））   

のADIに対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙3参照。  

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が   

全くないとの仮定の下におこなった。  
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TMDI／ADI（％）注）   

国民平均   32．7   

幼小児（1～6歳）   65．4   

妊婦   25．6   

高齢者（65歳以上）   34．1  

注）TMDi試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。   

（4）本剤については、平成17年11月29日付け厚生労働省告示第499号により、食品一   

般の成分規格7に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、   

残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。  
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（別紙1－1）  

イミダクロブリド作物残留試験一覧表  
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6lくg／10a播種時土壌混和   
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喜式験圃  
農作物  最大残留量（ppm）  

場数   剤型   試験条件  匝l数  書経渦目数   【イミダクロブリド】  
キャベツ  

2  20％フロアプル   2000倍散布200L／10a   2匝】  7，14日   
圃場A：0．04（2回、7日）（＃）  

（菓球）  圃場B：0．21（2回、7日）（＃）   

キャベツ  圃場A：0．02（3回、7日）（＃）   
l  20％フロアプル   2000倍散布200L／10a   3回  7，14日  

（葉球）  

キャベツ   1％粒剤   0．5g／株定植時植穴土壌混和  1＋2回  7，14日   圃場A：0＿16（3回、7日）（＃）   

（菓球）  2               十20％フロアプル   十2000倍散布300L／10a  圃場B：0．05（3回、7日）（＃）   

キャベツ   2  20％フロアプル  200倍0．5L／トレイ 定植時苗潅注  1＋2回  7，14日   圃場A：0．20（3回、7日）（＃）   

（葉球）  
＋2000倍散布300L／10a  圃場B：0．07（3回、7日）（＃）   

芽キャベツ  圃場A：く0．2  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   三回  ヱ，14日  

（芽球）  圃場B：く0．2   

みずな  圃場A：1．36（1回、3日）  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   1回  呈，7，14日  

（茎葉）  圃場B＝2．39（1回、3日）   

みずな  圃場A：1．30  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   呈回  呈，7，14日  

（茎葉）  圃場B：2．20   

ブロッコリー  20％フロアブル 十  圃場A：0．28（4回、3日）（＃）  
2  

（花蕾）  

1％拉剤  十0．5g／株定植時植穴土壌混和 十2000信散布150 
十20％フロアプル   圃場B：1．94（4回、3日）（＃）   

ブロッコリー  圃場A：0．40  
2  20％フロアプ／レ  2000倍散布150、300L／10a  之回  呈，7．14日  

（花蕾）  圃場B二2．30   

非結球芽キャベツ  圃場A：〈0．2  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   

（本葉）  

呈回  ヱ，14，21日  
圃場B：く0．2   

非結球芽キャベツ  圃場A：0．5  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   呈回  ヱ．14，21日  

（えき芽葉）  圃場B：く0．2   

畑わさび  開場A：0．04   
ロ  20％フロアプル   4000倍散布150L／10a   呈回  ヱ，14，21，28日  

（葉柄＋根茎）  

畑わさび  圃場A：0．25  
l  20％フロアプル   4000倍散布150L／10a   三回  ヱ，14，21，28日  

（葉＋葉柄＋根茎）  

圃場A：0．38  
畑わさび  

（葉＋葉柄＋根茎）  3  20％フロアプル   4000倍散布150L／10a   呈回  Z，14，21日   圃場B：0．38  

圃場C：0．75   

わさび  圃場A：2．30（拝）  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   3回  7，14，21，28日  

（花＋花茎）  圃場B：0．74（齢   

わさび  圃場Å：1．37（＃）  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   3回  7．14，21，28日  

（葉＋葉柄）  圃場B：0．27（＃）   

わさび  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   3回  7，14，21，28日   

圃場A：0．2（＃）  

（根＋根茎）  圃場B：0．06（＃）   

なばな  圃場A：1．61  
2  50％顆粒水和剤   10000倍散布250L／10a   

（花茎）  

三回  ヱ，14日  
圃場B：0．46   

ごぼう  圃場A：〈0．01  
2  20％フロアプル   4000倍散布200L／10a   三回  ヱ，14，21日  

（根部）  圃場B：く0．01   

レタス  圃場A：0．08（2回、7日）（＃）  
2  20％フロアプル  2000倍散布105－150．200L／10a  2回  7，14日  

（茎葉）  圃場B＝0．10（2回、14日）（＃）   

レタス  圃場A：0．09  
2  20％フロアプル  4000倍散布105－150．200L／10a  三回  ヱ，14日   圃場B：0．08（2回、14日）   

（茎葉）  

レタス   1％粒剤   圃場Aニ0．46   

（茎葉）  2    0．5g／株定植時土壌混和  上土星回  ヱ，14，21日       十20％フロアプル  十4000倍散布200，230L／108  圃場B：0．17   

レタス   2  20％フロアプル  200倍0．5L／トレイ 定植時苗荏注  1十2回  7，14，21日   圃場Aニ0．47（3回、7日）（＃）   

（茎葉）  
＋4000倍散布200，230L／10a  圃場B：0．19（3回、7日）（＃）   

サラダ菜  圃場A：0．4  
2  20％フロアプル   4000倍散布300L／10a   

（茎葉）  

呈回  ム14日  
圃場B：0．2（2回、14日）   

リーフレタス  圃場A：0．8  
2  20％フロアプル   4000倍散布300L／10a   

（茎葉）  三回  ヱ，14日   圃場B：0．2   
エンダイブ  圃場A：2．26  

2  20％フロアプル  4000倍散布200．303－560．6L／10a  呈回  ヱ，14日  
（茎葉）  圃場B：2．21（2回、7日）（＃）  



農作物   
試験園  試験条件  最大残留量（ppm）  
場数  剤型   使用貴・使用方法   回数  経過日数   rイミダクロブリド丁  

食用ぎく  圃場A：0．67  
2  20％フロアプル  4000倍散布 250－300L／10a   1回  ヱ，14日  

（花弁）  圃場Bニ0＿28   

食用ぎく  圃場A：0．72  
2  20％フロアプル  4000信散布250－300L／10a   三回  ヱ，14日  

（花弁）  圃場B二0．44   

きく  圃場Aこ0．29  
2  20％フロアブル   4000倍散布 ZOOL／10d   墨回  ユ旦，21日  

（集）  圃場B：0．22   

ふき  圃場Åこ0．12  
2  20％フロアプル   4000倍散布150L／10a   呈回  ヱ，14，2l，28日  

（茎）  圃場B：0．08   

葉ごぼう  圃場A：0．60  
2  20％フロアブル   4000倍散布200Ⅰノ10a   三回  ユ4，21日  

（可食部）  圃場B：1．14   

すいぜんじな  圃場Aニ0．4  
2  50％顆粒水和剤   10000倍散布200L／10a   2回  ヱ，14日  

（茎葉）  圃場B二2．6   

たまねぎ  圃場Aこく0＿01  
2  50％顆粒水和剤   5000倍散布200L／10a   三回  週，21日  

（鱗茎）  圃場B：く0．01   

たまねぎ   1％粒剤   4kg′／10a定植時土壌混和  1＋2回  14，21日   圃場A：く0．01（3回、14日）（＃）   

（鱗茎）  2               ＋50％顆粒水和剤   ＋5000倍散布200L／10a  圃場B：く0．01（3回、14日）（＃）   

根深ねぎ   1％，拉剤   開場A：0．16   

（茎葉）  
2  4kg／10a定植時植溝土壌混和  上±呈回  上皇．21日  十2000倍散布200L／10a  圃場B：く0＿01   

葉ねぎ   1％粒剤   圃場A：0．04   

（茎葉）  
2  4kg／10a定植時植溝土壌混和  上土≧回  i旦，21日  十2り00倍散布200L／10a  圃場B：0．22   

にら   4kg／10a定植時植溝土壌混和  上土上回  30，45，60日   圃場A：く0．4   
2   1％粒剤  

（茎葉）  
＋4kg／10a散布  圃場B：く0．4   

アスパラガス  圃場A：0＿14（2回、1日）（＃）  
2  20％フロアプル   2000倍散布 300L／10a   2回  1，3，7日  

（若茎）  圃場B：0．30（2回、1日）（拝）   

わけぎ   1％粒剤   圃場A：0．7   

（茎葉）  
2  4kg／10a定植時植溝土壌混和  上」2回  墨，7，14日  十2000倍散布300L／1（）a  圃場B：1．0   

にんじん  圃場A：く0．01  
2  50ウイ，顆粒水和剤  10000倍散布200，300L／10a  三回  呈，7，14日  

（根部）  圃場B：0．02   

パセリ  圃場A：0．16（1回、50日）   
1％粒剤   0．5に／抹定植時植穴処理   1回  50，60，75日  

（茎葉）   

パセリ  圃場A：0．36（1回、49日）   
1％粒剤   0．5E／株定植時植穴処理   1回  49，60，75日  

（茎葉）   

パセリ   1％拉剤   圃場A：1．4   

（茎葉）  
2  0．5g／株定植時植溝土壌混和  上吐回  14，21日  十4000倍散布200L／10a  圃場B：1．3   

セルリー  圃場A：0．30  
2  20％フロアブル   4000倍散布200L／10a   旦回  ヱ，14，21日  

（茎葉）  圃場Bニ0．68   

みつば  圃場A：2．77   
l  50％顆粒水和剤   10000倍散布150L／10a   三回  ヱ，14，21日  

（茎葉）  

みつば  圃場A：2．50   
ロ  50％顆粒水和剤   10000倍散布200L／10a   三回  ヱ，14，21日  

（茎葉）  

はまぽうふう   
2  20％フロアブル   

圃場A：0．18   
4000倍散布200L／10d   三回  714 21日  

（茎葉）  圃場B：0．10   

圃場A二0．04  

トマト   1％粒剤   

（果実）  3  

2g／株定植時植穴処理   上土呈回  土，3，7日   圃場B：0．12（3回、7日）  
＋2000倍散布200L／10a   

圃場C：0．14  

トマト   1％粒剤   2E／抹定植時植穴処理   圃場A：0．08（2回、3日）   

（果実）  l  ＋2000倍散布200L／10a   1＋1回  ム3．7日  

トマト  圃場A：0．06（1回、1日）   
10％水和剤   2000倍散布200L／10a   1回  1，3，7日  

（果実）   

トーアト  圃場A：0．08（2回、3日）   
10－滝水和剤   2000倍散布200L／10a   2回  旦，3，7日  

（果実）   

トマト  圃場A：0．15   
10％水和剤   2000倍散布20DL／10a   呈回  l，3，7日  

（果実）   

トマト   1％拉剤   2g／抹定植時植穴処理   圃場A二0．12   

（果実）  2      上土三回  ⊥3，7日       ＋50％顆粒水和剤  ＋10000倍散布250，2571ノ10a  圃場B：0．13   

トマト   1％粒剤   2g／抹定植時植穴土壌混和  1＋2回  1，3，7日   圃場A：0．26（3回、1日）（＃）   

（果実）  2               十20％フロアブ／レ   十2000倍散布300L／10a  圃場B：0▼13（3回、3日）（＃）   
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1000倍散布250L／10a   
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試験圃  
農作物  

最大残留量（ppm）  
場数   剤型   使用者・使用方法   匝】数  経過日数   【イミグクロブリド】  

オクラ  圃場A：0．18  
2  20％フロアプル  400〔l倍散布186－189L／10a  三回  1，3，7［】  

（さや）  圃場B二0＿18   

オクラ  圃場A二0．12  
2  20（沌フロアブル  4000倍散布132－189レ10a  豊国  土，3，7日  

（さや）  圃場B：0．21   

オクラ  圃場A：0．16   
20％フロアブ′レ   4（100陪散布 ZOOL／10a   1回  ム3，7日  

（さや）   

さやいんげん   

（さや）  

さやいんげん   

（さや）  

さやえんどう   

（さや）  

さやえんどう   

（さや）  

未成熟だいず   

（えだまめ）  

未成熟だいず   

（えだまめ）  

未成熟ささげ   

（さや）  

未成熟そらまめ  

（可食部）   

れんこん  

（可食部）   

れんこん   

（可食部）  

れんこん   

（可食部）  

れんこん  

（可食部）   

モロヘイヤ  

（可食部）   

ふだんそう  

（茎葉）   

食用さくら  

（葉）   

さといも  

（葉柄）   

さといも   

（葉柄）  

くわい   

（塊茎）  

食用プリムラ  

（花器全体）   

じゆんさい  

（薬）   

じゆんさい  

（菓）   

うど  

（軟化茎葉）   

ヤングコーン   

（幼果・雌穂）  
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試験圃  
農作物  最大残留量（ppm）  

場数   使用患・使用方法  回数   

温州みかん  
2  20％フロアプル  2000倍散布700，500L／10a   呈回  避，30，45日   

圃場A：0．02  

（果肉）  圃場B：0．06   

温州みかん   圃場A：1．08   
2  20％フロアプル  2000倍散布700，500L／10a   呈回  14 30 45日  

（果皮）  圃場B：2．28   

温州みかん  
2  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   

圃場A：く0．01（3回、14日）（＃）  

（果肉）  

14日  
圃場B：く0．01（3回、14日）（＃）   

温州みかん  
2  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   

圃場A：0．24（3回、14日）（仔）  

（果皮）  14日   圃場B‥0．22（3回、14日）（＃）   
夏みかん  圃場A：く0．01  

2  20％フロアプル   2000倍散布400L／10a   呈回  i4．21日  
（果肉）  圃場B：く0．01   

夏みかん   
2000倍散布400L／10a   

圃場Aニ0．43   
2  20％フロアプル  3回  14 21日  

（果皮）  圃場B：0．66   

夏みかん  圃場A：0．15  
2  20％フロアブル   2000倍散布400L／10a   

（果実全体）  
呈回  上4，21日  

閏場B‥0．25（3回、21日）   

夏みかん  
ロ  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   

圃場A：く0．01（3回、14日）（＃）   
14日  

（果肉）  

夏みかん  
ロ  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   

圃場A‥0．19（3回、14日）（＃）   
14日  

（果皮）  

夏みかん  圃場A：0．06（3回、14日）（＃）   

（果実全体）   

ロ  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   14日  

いよかん  圃場Aこ〈0．01（3回、14日）（＃）   
ロ  20％フロアブル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   

（果肉）  

14日  

いよかん  
l  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   

圃場A：0．22（3回、14日）（＃）   
14日  

（果皮）  

いよかん  
l  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   14日   

圃場A：0．07（3回、14日）（＃）   

（果実全体）  

すだち  圃場A：0．03   
l  20％フロアプル   2000倍散布250L／10a   呈回  週，21．28日  

（果実）  

すだち  
ロ  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   

圃場A：0．15（3回、14日）（＃）   
14日  

（果実）  

かぼす  圃場A：0．26   
ロ  20％フロアプル   2000倍散布250L／10a   呈回  上皇，21，28日  

（果実）  

かぼす  
ロ  20％フロアプル  10倍無人ヘリ散布2．5L／10a  3回   

圃場A：0．05（3回、14日）（＃）   
15日  

（果実）  

りんご  
2  10％水和剤   

圃場A：0．120（2回、30日）  
1000倍散布500L／10a   

（果実）  

呈回  21，30，45日  
圃場Bニ0．029（2回、21日）   

りんご  
2  50％顆粒水和剤   

圃場A：0．20  

（果実）  

5000倍散布600L／10a   三回  呈，7．14日  
圃場B：0．12   

なし   
2  10％水和剤   

30，37日  圃場A：0．197（2回、30日）   
1000倍散布400L／10a   2回  

（果実）  30，45日  圃場B：0．060（2回、30日）   

なし  
2  20％フロアプル   2500倍散布300L／10a   2回  14，21，28日   

圃場A：0．14（2回、14日）（＃）  

（果実）  圃場B：0．19（2回、14日）（＃）   

なし  圃場A：0．08（2回、14日）  

（果実）   

2  20％フロアプル   5000倍散布300Lノ10a   呈回  14，21，28日  
圃場B：0．06（2回、14日）   

なし  
2  50％顆粒水和剤   5000倍散布400L／10a   呈回  28，42日   

圃場A：0．13（2回、28日）  

（果実）  圃場B：0．12（2回、28日）   

なし  
2  20％フロアプル  2000倍散布350，400L／10a   2回  3，7，14日   

圃場A：0．15（2回、3日）（射  

（果実）  圃場B：0．20（2回、3日）（＃）  

びわ  圃場A：く0．02  
ロ  20％フロアプル   2000倍散布400L／10a   2回  ヱ，14，21日  

（果実（有袋））  

ぴわ  
l  20％フロアプル   2000倍散布400L／10a   

圃場A：0．04  

（果実（有袋））  
呈回  ヱ，14，21日  

ぴわ  
l  20％フロアプル   2000倍散布400L／10a   之回  ヱ．14，21日   

圃場A：2．54  

（果実（無袋））  

びわ  圃場A：0，18  
ロ  20％フロアプル   2000倍散布400L／10a   

（果実（有袋））  
呈回  ヱ，14，21日  

びわ  圃場A＝0．19（2回、14日）   
ロ  20％フロアプル   2000倍散布400L／10a   2回  エ14，21日  

（果実（無袋））  
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農作物   
試験周  試験条件  最大残留量（ppm）  

剤型   使用量・使用方法   回数  経過日数   【イミグクロブリド】  

もも  
川00倍散布 400L／1（）a   

圃場A：0．195（2回、30日）  
2   10％水和剤  2回  30，45日  

（果肉）  圃場B二0．140（2回、30日）   

もも  圃場A：0．593（2回、30日）  
2  10％水和剤   1000倍散布400L／10a   三回  30．45日  

（果皮）  圃場Bニ0．388（2回、30日）   

もも  2  20（冥，フロアブ′レ   2上）00倍散布 300L／10こl   Z回  14．21，28日   
圃場Aこ0．12（2匝I、14日）（椚  

（果肉）  圃場B：0．11（2匝L14日）（‡）   

むも  
2  20％フロアプル   2！；00倍散布300L／10a   2回  14，21，28日   

圃場A：0．53（2匝1、14日）（＃）  

（果皮）  圃場B：0＿70（2回、14日）（＃）   

もも  

（果肉）   

もも  

（果皮）   

もも  

（果肉）   

もも  

（果皮）   

ネクタリン  

（果実）   

あんず   

（果実）  

すもも  
1000倍散布300，400L／10a   

（果実）   

すもも  

（果実）   

うめ  

（果実）   

いちご   

（果実）  

いちご   

（果実）  

ぶどう  

（果実）   

ぶどう  

（果実）   

ぶどう   圃場B：0．06（2回、28日）   

（果実）  300，300，500．300L／10a  

ぶどう  

（果実）   

ぶどう  
50倍常温煙霧10L／10a   

（果実）   

ぶどう  

（果実）   

ぶどう  

（果実）   

かき   

（果実）  

キウイフルーツ  

（果肉）   

－マンゴー  

（果実）   

パッションフルーツ  

（果実）   
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2000倍散布300L／10a   

1000倍散布 200L／10a   

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。  

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書「イミダクロブリド」に記載されている作物残留試験成績は、各試験条件における残留農薬  
の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なっている。  

ー68一   



（別紙1－2）  

イミダクロブリド海外作物残留試験一覧表  

農作物  試験  
場数   

最大残留量（ppm）  
（試験部位）  剤形   試験条件  回数   経過日数   【6－CNA法】（＊）  

大豆  
10．0 0Z．al／cwt（100ボンド憧子）   115   圃場A  47（軋一】－【  

（子実）   

3   48．7％フロアフヾル  （6．25gai／kg種子）  主旦」坦 ロ              176    、【＿、．＿  
種子準沫  104  画商モ  51（＃）   

19  圃場A  
．＿＿＿【▼一■▼▼「「一．＿，．  

20  圃場B   

21  712（＃L▲】一」y＿、▼▼▼▲  
21  429（＃）  

19  i豆亘三重⊂二二二二＿▼▼¶＿．．r，．．．【  
20             148（＃）  
21  203（＃）  

20   455（＃）                  圃場H  

19  伝ヨ≡  

大豆  
（子実）   

21  480g／Lフロアフヾル   0．251bai／cwt（2．50gai／kg種子）、種子塗抹      ＋  1＋3 （計4）  圃場K   

0．0471b．al／A（0．053kgalノ′ha）、散布  20  圃場L  
21  圃場M   

32  旦≧旦 

▼，一－＿．＿．．．．Y【．▲  

21  60（＃）  
21  旦遡」去旦L 

．＿】一…肌＿‥  

065（＃）  

25  」準旦 

＿W′．．．」Ⅷ．  

25  093上坦  
エ」Aj辻」呈旦34   
041（8日）（削       8，14．20，27，34  圃場U   

7  圃場A  
8  圃場B   

7  229（＃）  
40．7％フロアフ÷ル  7  120（＃）  

＋21．4％フロアフヾル  6  698（＃）  

いんげん  ＋17．4％フロアフヾル   6  圃場F  762（＃）  

（子実）   7  890（＃）  
8  廻し鯉L  
8   516（＃）  

40．79らフロア7ヾル   
6   圃場G：0．214（＃）  

0 ヾレ   
＋17．4％フロアフ～ル   7   圃場H：0．133（＃）   

6   圃場A  0．05 

■¶▼＿▼▼¶一＿■Ⅷ．．▼  

40．7％フロアフヾル  
7  且旦L蛙L ▼＿▲▼▼¶▼「▼▼  

未成熟いんげん  6   ＋21．4％フロアフ予ル  【¶m＿ 65（7日）（＃）  

（さや）  ＋17．4％フロアフヾル   7  89（＃）  

6  26（＃）  

7   圃場F  59（＃）   
8  圃場A  138（＃）  

40，7％フロアフヾル  
8  322（＃）  ‾”‾【肝Ⅶ‾∽h‾“】‾‾‾－  

えんどう  6   ＋21．4％フロアフナル  3，7．13  
（子実）  ＋17．4％フロアフヾル   7  

940値）  －‾▼】▲▼m■‾■‾－¶‾ ▼  

圃場F  てすす1示「  



試験   農作惣」  件  最大残留量（ppm）  

∃  音＼   日′  ノ  使用量・使用方法  回数   経過日数  【6－CNA法】（＊）  

7   圃場A：  0．538（＃）   

4．0。Zai／cwt（2．50gai／kg種子）、種子塗沫   
6  ．424（＃）  

えんどう  7  ．311（＃）  
1＋1＋3  

（多汁子実）   
7  ．877（＃）  

＋17．4％フロアフヾル   
620（＃）  

3，7．14   ．060（7日）（＃）         圃場F   
7   日   

40．7％フロアフナル  
えんどう   4   ＋214％フロアフヾル   

6  圃場B   

（食用さや）  3714  圃場C  
＋17．4％フロアフナル  ＋0．0441bai／A（0．05kgai／ha）、散布  

7  圃場D  267（＃）  
1b一／A）（＃）  

005（散布：4回、合計：5回）（＃）  

にんじん  214％フロアフヾル  03751bal／A（042kgai／ha）畝処理   1十3  7  0．05  

（根部）  6  7  0．05  
7  0．05  
7   隊場F  0．05   
7   圃場A  

圃場B   

214％フロアデル  03751bai／A（042kgai／ha）、畝処理   1十3  
7  940  

にんじん（葉部）  6  7  462  
7   圃瘍E  863  
7   513         たヨヮ＝   

6   日   
ビート  8  圃場B   

21．4％フロアフヾル  1＋3  
［カエンサイ］  5   ＋17．4％フロアフヾル   7   300                圃場C  

（根部）  
8   

7   圃場D  0．100         圃場E  0．100   
6  圃場A  

ビート  
21．4％フロアフヾル  1十3  

8  圃場B   

［カエンサイ］  5   ＋17．4％フロアフヾル  ． 7  ．78  

（菓部）  
8  99  
7   圃場E  14  
7  圃場A  

フ7‾イツン／ユ  214ウけロアブ■ル  03751bai／A（042kgai／ha）畝処理   1＋1  7  圃場B   

（根部）  4  
7   土日C・く0 05  

3，7．12   固二く0■05（7日）（＃）   

頂）（＃）  

ファイツシュ  21．4％フロアフヾル  0．3751bal／A（0，42kgai／ha）、畝処理  1＋1  7  ．744  

（葉部）   4   ＋17．4％フロアフヾル   ＋0．0441bai／A（0．05kgai／ha〉、散布  7  ．702  
3．7、12   ．534（テ甘ラ         圃場D   

1
一
〇
－
 
 
 



最大残留量（ppm）  

堅塾し廷週L堂旦1  

圃場B：〈0．05（7日）  

圃場Cニ0．28（14日）  

ヱ，14，21，28  

114，21，28  

114，21，28  

ヱ，14，21，28  圃場D：く0．05（7日）  

圃場E：く0．05（7日）  ヱ，14，21，28   

1ヱ，14，21，28  l  

ヱ，14，21，28  

4．2～5，70Zai／A（0．294～0．399kgal／ha，  ヱ，14，21，28  

0．03gai／m（列））、植付時畝処理   ヱ，14，21，28   
ばれいしょ  2．5％粒剤  

（塊茎）   19   
＋0．70～0．740Zai／A（0，049～0．052kg  1＋4  714 2128  圃場J：く0．05（7日）  

al／ha）、  

散布  
114，21，28  
ヱ，14，21，28  

ヱ，14，21，28  

ヱ，14，21，28  

ヱ，14，21，28   

圃場P  

圃場Q  

圃場R  

圃場S   

ばれいしょ  0．251bai／一A（0．28kgai／ha）、  ユL   圃場A  100  

（塊茎）   

3   2％粉剤  
植付前粉衣   

133  圃場B 臨場C  衰4 079   

111  

ばれいしょ   
0．29～0．301b ai／A   71   圃場A  070   

（塊茎）  
3   21．4％フロアフ1’ル  （0．325～0．336kgai／ha）、  133  019  

畝処稗  111   圃場C  184   

ほうれんそう   2   21．4％フロアフヾル   
0．51bai／A（0．56kgai／ha）、播溝処理  1十2   0，6，13   圃場A：4．82（6日）（＃）  
＋0．11bai／A（0．112kgai／ha）、散布  0，7，14   圃場B：2．84（7日）（＃）   

0，7，14   圃場A  68（7日）  
」担一（7日）  

6し払出▼【…二二二二二二二二二  
13（7日  

レタス  且」廷」ヱ且1＿▼－▼▼肝▼＿＿．‖、」ノ¶、＿、＿  

（茎葉）  12  21．4％フロアフヾル   0．51bai／A（0，56kgai／ha）土壌潅注   1十2  32（7日）  

（外菓有り）  
＋0，11bai／A（0．112kgai／ha）、散布  0，7，14   画房G  ．60（7日）  

0，7．14   ．607日）  
．57（7日1仙】＿▼一▲＿一▼「  
．73（7日ユーー．仙  

0，7，14  ．31（7日）  
0，7，14   85（7日）  

29   圃場A  ．39  
40  0．05  

レタス  
0．51bai／A（0．56kgai／ha）   

（茎葉）   

OL，旦5  
7   21．4％フロアフヾル  土壌潅注又は側条処理   ロ  0．15  

（外葉有り）  133    0．05  
27  0．13  
91   圃場G  0．05  



農作物   試 験   試験条件  最大残留量（ppm）  

＝ 立 立  lヨ 坂矛   ／  
回数   経過日数  【6－CNA法】（＊）  

0714  

0714   【ヨ   
．15（7日）（＃）  

0 7 14  圃場D  58 7日）（＃）  
0, 7, 14 

0 7 14  08（14す「て軒【  
レタス  0 7 14  077日）（＃）  
（茎葉）  1＋2   0 7 14  12 7日  ＃  

（外菓無し）   0 7 14  38 7日）（＃）  

0 7 14  2014日）（＃）  

0，7，14  1旦＿止旦L虹＿．＿＿，＿－【＿．＿，＿」‖＿．．．  
0 7 1  1 7  
0．7，14   圃場L  12（7日）（＃）   

レタス  0．51bai／A（0．56kgai／ha）   
（茎葉  7   21．4％フロアデル  土壌潅注又は側条処理  

（外菓無し）  133  0．05一．＿＿＿■－一▼＿■▼＿．【∬．－  
05 岬一【一一一－▲一－－一＝一－－－－・“－－‾【▼▼  

91   0．05  
49（7日）（＃）  

0 7．14  圃場B   
旦且巨⊥胤一一－－一－－－・－・・－一 

o: 7, 14 二ニ 
0, 7, 14 10（14日＃〉  

リーフレタス  0 7，14    24（7日）（＃）  
（茎葉）   12  21．4％フロアフヾル  0．51bai／A（0．56kgai／ha）土壌潅注 十0．11bai／A（0．112kgai／ha）、散布  1＋2  0 7 14  47 7日  ＃  

o: 7: 14 圃場H  92（7日）（＃）  
0, 7, 14 圃場Ⅰ  95（7日）（＃）  

0, 7, 14 圃場J  54（7日）（＃）  
0, 7, 14 圃場K  61（14日）（＃）  
0．7、14   圃場L  42（7日）（＃）   

36  圃場A  
13  
43  圃場C   

39  18  

リーフレタス  10  21．4％フロアデル   ’／（056k ●／h）   80       68  
土壌潅注又は側条処理  （茎葉）  

63  31  
85  田  
27  93  
12  71  
43  0．05   

－
」
N
－
 
 
 



農作物  試験  最大残留量（ppm）  
（試験部位）  圃場数   剤形   試験条件  回数   経過目数   【6－CN雨去】（＊）  

46  周場A  

，▼一．＿＿＿▼▼■▼▼▼▼▼一一▲－「【■  

43  圃場B   

セロリ  
′ 6   21．4％フロアフヾル   0．501bai／A（0．56kgai／ha）、潅注   

45  13（＃）  

（茎葉）  43   13（＃）  

45   57（＃）  

46   00（酎  

一斗フ rr】l   
45   圃場A  83（＃）   

（茎葉）  
21，4％フロアフ、、ル  0．501bai／A（0．56kgal／ha）、側条施用   ロ  43  78（＃）  

45   62（＃）         圃場C   

セロリ  97  圃場A  

（茎葉）   

3   21．4％フロアフ■ル   0．501bai／A（0．56kgai／ha）、畝処理   ロ   81  
103  現場C   

圃場A  
アーティチョーク   3   21．4％フロアフヾル   

（茎葉）  
0．251bai／A（0．28kgai／ha）、散布   呈   7  圃場B   

886        圃場C   

＿＿旦L過払  
」⊥14．21，30   

10（7日）姓L＿＿＿＿＿．．¶  
りんご   

8   21．4チ乙フロアフ、、ル   0．19kgal′／11a、散布  18（7日）（＃）  

（果実）  」L土4遇」旦〔L、【   
714．21，30    ・ 

0．05（7日）（使用量：0．0231くgai／11a）（＃）  
7．14．21．30   圃場H  10（7日）（削   

りんご  7，14．2130  

（果実）   

3   21．4％フロアフヾル   0．19kgai／ha、散布   田    」 」」AヱL旦L  7．14，21．30  圃場A  74（7日）（＃）          05（7日）（使用量：0．11kgal／h云丁        圃場C  08（7日）（使用量：0．15kg云7石云γて軒▲‾ノ▼   
Uし14，21  圃場A  33（21日）  
0，7．14，21   53（担旦L】＿Ⅶ＿＿．．．．．＿▼【▼¶  

なし  40処旦L一一一－＝－一一・－－】－一一  

（果実）   

7   21．4％フロアフヾル   0，251bai／A（0．28kgai／ha）、散布   2  0，7．14，21   33（7日）  

0．7，14．21   圃場E  25（21日L一一一一一鳳瓜…－－一  
0，7，14，21   50（7日）         圃場F  

0，7，14．21   圃場G  27（7日）   

おうとう  6  

（酸味）  4   17．4％フロアフ～ル   0．11bai／A（0，112kgai／ha）、散布   D  0，3714   
（果実）  

458  
7  929  
7  圃場A  342  
7  ＿塾遡旦  

おうとう  8  圃場C   

（甘味）  8   17．4％フロア7ヾル   0．11bal／A（0．112kgai／ha）散布   7  ．596（亘亘憂泰㌻二二二三 

（果実）  
7  630姐亘敬重L 
7  362  
7   278  
7   615  

－
】
∽
－
 
 
 



試験  農作物  試験条件  最大残留量（ppm）  

（試験立侶育）  圃土日数  剤 ゾ   使用 ・イ  万葉   回数   経過日数   【6－CNA法】（＊）  

圃場A  349  
6   圃場B  138  
7  210  

21．4％フロア7ヾル  1＋3   
7  147  

いちご  
9   ＋0．0441bai／A（0．05kgai／ha）散布  

7   圃場E  316  
（果実）   0 4 7 14  日F  126 14日  

6   圃場G  167  
7   124         圃場H  

7   圃場Ⅰ  166   

ラズベリー  0．51bai／A（0．56kgai／ha）   ヱ，14，28，42，56  圃場A：〈0．050（7日）  

（果実）   

2   21．4％フロアデル  土壌潅注又は処理   ヱ，14，28，42，56  圃場B：く0．050（7日）   
日  

0．51bai／A（0．56kgai／ha）  
28，43   圃場B  0．050（28日）  

クランベリー   
5   21．4％フロアフヾル  ′√       ▼ ′‾   ロ  28，43   

（果実）  

圃場C  0．050（28日）  
28 43  0．050 28日）  
32．45   圃場E   

臼   
7 15   ブルーベリー  0．51bai／A（0．56kgai／ha）  0．05（7日  

5   21．4％フロア7、－／レ  
土壌表面散布   （果実）  

0，05（7日）  
7 14  0．05（7日）  
7．14   0．09（7日）         圃場E   

圃 A  0．49  
3   圃場B  0．52  
3   圃場C  0，38  ブルーベリー  

7   17．4％フロアデル   0．11bai／A（0．11kgai／ha）散布   2   圃場D  2．219  
（果実）  

2   圃場E  2．802  
4   圃 F  0．894  

0．3．10．14   圃場G  1．125（3日）   
ブラックベリー  0．11bai／A（0．11kgai／ha）  

2   圃場A  38（＃）  

17．4％フロアデル  
散布   

4  

（果実）   

69  
2   臨場C  70（＃）   

3   場A  59  
ラズベリー  0，11bai／A（0．11kgai／ha）  3  

3  画房B  96  
（果実）   

4   17．4％フロアフヾル  
散布  J  圃場C  48  

3   49         圃場D   

マリオンベリー  
17．4％フロア7ヾル   

0．11bai／A（0．11kgai／ha）  
散布   

圃場A：1．7   
（果実）   

ポイゼンベリー  
17．4％フロアデル   

0．11bai／A（0．11kgai／ha）  
散布   

3   3   圃場A：1．5   
（果実）   

5  場A  22  
パパイヤ  

3   17．4％フロアデル   0．11bai／A（0．11kgai／ha）散布   5  

（果実）  

0 6 14 21    59（14日）  
7   圃場C  19   

l∃  

60   圃場B  0．050  
0．51bai／A（0．56kgai／ha）   アボカド  

5   21．4％フロアフヾル  
土壌表面散布   

59   圃場C  0．050  
（果実）  69  0．050  

50   圃場E  0．050   
4   日  2  

グアバ  0．11bai／A（0．11kgai／ha）  5  
14   圃場B  126  

4   17．4％フロアフ■ル  
（果実）  散布  圃場C  400  

15   園揚D  0．304   

－
】
阜
－
 
 

」
 
 
 



農作物  試験  
（試験部位）   圃場数   

最大残留量（ppm）  
剤形   試験条件  画数   経過日数   r6－CNA法】（＊）  

16．80Zai／cwt（100ポンド種子）、  129   
ひまわり  

圃場A  0．05一＿漣L＿、】…．＿  

4  40．7％フロア7ヾル  （5．25gai／kg種子）   141  
（種子）  

0．0巨＿」坦「．一  

種子塗抹   0．05雄L「ノ【▼＿「．  
119   0．05（＃）  

2 1 

40．7％フロアフ、、ル   84．00Zal／cwt（26．25gai／kg種子）、   131   圃場A：〈0．05（＃）   

ひまわり  種子塗沫  143   圃場B  0．05（＃）   

250gai／100kg種子（2．5gai／kg種子） 種   7，14，21   i主 ＝－  0．22（21日）（＃）  
子塗抹  7，14，21   圃場B：0・41（21日）（＃）  

21．4％フロアフヾル  
綿実   

（種子）  

6   ＋214％フロアフ÷ル     1十1十2                      ＋4．3～4．80Zal／A（0，27～0．301bal／A）   7，14，21  圃場C：0．20（21日）（＃）  

＋21．鍋フロア7～ル   
（0．301～0．336kgal／ha）畝処理  7，14，21   圃場D：2．32（21日）（＃）  

＋3．80Zal／A（0．241bal／A）（0．266kg  
al／ha）散布  

7，14，21   圃場E：0．20（14日）（＃）  

圃場F：2．51（21日）（＃）       7，14，21   

250gai／100kg種子（2．5gai／kg種子）、種  7，14，21   圃場Aニ 0．18（21日）（＃）  

8  

子塗沫   
綿実  3  ＋2．5％粒剤  1十1＋2  

（種子）  （0．301～0．336kgai／ha）畝処理  7，14，21   圃場B：0．36（14日）（＃）  
＋21．4％フロア7、 

＋3．80Zai／A（0．241bai／A）（0．266kg  
ai／ha）散布  7，14，21   圃場C：0．17（21日）（＃）   

250gai／100kg種子（2．5gai／kg種子） 種   8．15，22  圃場A  2．09」之之旦⊥娃L、一、▼¶、，▼、  
子塗沫  ＿、】＿， Z⊥」旦L、星L一    0．19処目⊥－上空1＿▼、  

綿実  
21．4％フロアフ■’ル  ＋43～480Zai／A（027～0301bal／A）  7 14 21    9L些（と4日）（＃）   

（種子）   

＋2．5％粒剤   （0．301～0．336kgai／ha）畝処理  1＋1＋2  

＋3，80Zai／A（0．241bai／A）（0，266kg  71421  圃場E  

ai／ha）散布  ⊥＿」且21  圃場F   

7，13，21   0．83（21日）（＃）         囲場G   

21．4％フロアフヾル  250gal／100kg種子（2．5gai／kg種子） 種   20   圃場A：く1．00  

綿実  子塗抹   
（種子）   

3  

十0．03gal／m（条）畝処理  
1十1十2  圃場B：く1．00  

＋7．5floz製剤／A（0．1131kgal／ha）散布  
14   圃場C：く1．00   

199   圃場A  〈0．05  

28む  く0．05  
なたね   

6   
40．7％フロアフ√ル   160Zai／cwt（10gai／kg種子）、   

（種子）  種子塗抹  
く0．05                277  
129  0．05  

0．05  
0．05   

－
」
∽
－
 
 
 



試 験  農作物  書式験条件  最大残留量（ppm）  

‾、立」一  lヨ、  【6－CNA法】（＊）  ン′    ロ  （ ／モEP   圃場A  0．05  

150  

0．51bai／A（0．56kgai／ha）  
109   場B 圃場C  0．05 0．05  

ペカン  
7   21．4％フロアフヾル  

土壌処理   
127  0．05  

（，果実）   115  0．05  
102  0．05  
99   0．05                  圃場G   

0．05  
20   0．05         圃場B  

ペカン  0．171bai／A（0．19kgai／ha）散布   2  

4   圃場C  0．05  

（果実）   

6   21．4％フロアフヾル  0．05  
17  0．05  
8   圃場F  0．05   

0 7．14．21  A  0▼01馳L一一一一・ 
0．17～0．181bal／A（0．19～0．20kg  7  二二二 0．01  ペカン  

5   17．4％フロアフナル  ai／ha）  呈  7  0．01  
（果実）  散布  7  0．01  

7   0．01         圃場E   

t∃   

0．17～0．181bai／A（0．19～0．20kg  7   圃場B   
アーモンド   

17．4％フロアフヾル  ai／ha）   2   7  

（果実）  

0．01  
散布  7  0．01  

7  圃蕩E  0．01   

さとうきび  0．5％粒剤   3．75gai／100m   147   圃場A：く0．02   
（茎）   

さとうきび  0．5％粒剤   7．50gai／100m   147   圃場A：く0．02   
（茎）   

攣ヨ  
カカオ豆  200g／L  

3  30gai／ha散布   4  0, 1, 3 
（種実）  フロアフ｝ル  

0．023 3日）  
013 714 20  圃場C  0．030（20日）   

カカオ豆  200g／L  150gai／ha散布   4   

（種実）   

0，1，3，7，14，20  圃場A：0．044（0日）   
フロアデル  

野  0．192  

コーヒー且  0．482       両  
17．4％フロアデル   0，101りai／A（0．112kgai／ha）散布   

（種実）   

6  0．295  
7  圃場D  0，353  
7   圃場E  0．370   

最大使用条件下の作物残留試験に、アンダーラインを付している。  

（＊）6－タロロニコチル基を有するイミグクロブリド及び代謝物の総鼓（カカオ豆を除く0）  

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。   



（別紙2）  農薬名  イミダクロブリド   

〈0．005，く0．005／く0．005，  
く0．005（＃）／0．038．  

0．018／く0．005，0＿006／  
0．058，0．0ユ6／0．076，  
0．030／0．08，0．02／  

0．04（＃），0．04（＃）／0，08／  

0．16，0＿09／く0．01（軋  
く0．01（＃）／0．05（射，  

0．03（＃）／0．22（軋  

0．31（＃）（‡）／0．26（机  

0．013（＃），く0．005／  

0．016（軌〈0．005（＃）  

〈0＿01（札〈0．01（＃）（乾燥  

〈0．01（軋〈0，01（＃）（生食  

【0．133－1．120（n＝11）（米  

小豆頼（いんげん、ささげを含む）   

0．186（＃），0．020（＃）／  

0．02（軋0．D2（＃）／く0．02，  
〈0．02／く0．02，〈0．02  

といも類（やつがしらを含む）  く0．01（＃），く0＿01（＃）  

だいこん頬（ラディッシュを含む）の板  
0．013，0．022／0．20，  

【0＿534－2．744（n＝4）（米国  

だいこん頬（ラディッシュを含む）の築  

－77－   



（別紙2）  イミダクロブリド   農薬名  

らな科野常  

タス（サラダ菜及びちしやを含む）  

－78－   



（別紙2）  イミダクロブリド   農薬名  

〈0．01，〈0．01／〈0＿01（軋  

0，16，く0＿01（根深ねぎ）  

ねぎ（リーキを含む）  0．04，0，22（‡）（葉ねぎ）  

04，0．12，0．14／0．0 
0．06／0，08／0．15 

．24（＃），0．52（＃）（‡）（ミ 

．6（＃）（＄），1，2（＃）（しし 

の他のなす科野菜  

0．010，く0．005／0．1 
0．12／0＿04，0．04 
．08（軌0．20／0．42（ 

ゆうり（ガーキンを含む）  

ぼちゃ（スカッシュを含む）  

一了9－   



（別紙2）  イミダクロブリド   農薬名  

未成熟いんげん）1   

1．70，2．01（ふだんそう 

0．24（さといも葉柄）  
0．23，0．18（食用プリム 

く0．05，く0．05（未成熟さ 

〈0．01，〈0月1（くわい）  

く0．01（＃）（れんこん）  

のかんきつ類果実  

ず（アプリコットを含む）   

も（プルーンを含む）   

－80－  

【r「r   

廿た   



（別紙2）  イミダクロブリド   農薬名  

【0．124－0．349（n二9）（米国   

〈0，05－2．802（n＝12）（ 
国ブルーペソ】）】   

国ブルーベリ】参 

国ブルーベリーー参 

．7（n＝1）（米国マリオ 

0＿59（＃），0．74（捧）／  

0．08（軋0．08（＃）／  

06（＃），0．12（拝）／0．7 

0．050（n＝5）（米国アポ 

国ひまわり、なた 

空地空耳イイヒ∠二旦 
」＿¶▼一▲＿，．、．   

－81－   



（別系氏2）  イミダクロブリド   農薬名  

2．30，1．92／3．84，  

1月5，1．90／2．53，  

【0011－0044（‾4）（カカ   

その他のスパイス  

陸棲哺乳類の筋肉   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した0  
（‡）これらの作物残留試験は、試験成績のばらつきを考慮し、この印をつけた残留値を基準値策定の根拠とした0  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
「作物残留試験」欄に「推：」の記載のあるものは、推定残留量であることを示している0  

－82－   



（別紙3）  

イミダクロブリド推定摂取量（単位：Pg／人／day）  

幼小児  

∴   
妊婦 TMDI  基準値案  

（ppm）   TMDI  

41   6 2  0 05  
0 05  O. 0i 0 0  
0 05    0．0  0．0  

0．2   0．1  ろ、‾し  0 05  
0 05  O. Oi 0．1  

0．0   1の穀類  0 05      0．0  
3 5    118 0  159、3  

盟   4 0  2 0  0．4  
4 0  O. qi 12  

4 0  0 4  ヨ       0 4  
0．0  ゝせい  0 2    01  

0．4   0．4   0．4   bの豆類  4．0  ■－ 
10．7   19．9   13．5   くじヒ  0 5  
0. 3i 0．9  、精 やつがしらを∠トむ）  0 05       0 4  
0. 9i 0. 7i 0．8   0 05  

0 05  O. 0i 0   0 2   ＼   い）  
rJV⊃（′い   01  0. 6i 何   1. 3 

hのいも類  0．4    0．1  0∴  0．2   ミし＼  0 05    0 2  0  0 2   
0．05  0．6   ）貴び      0．  0．  

19   2   5．9   、、シュを／へむ の根  01  
2．   3．   13．6   、、シー⊥をAむ）の菓  4 0  

百の‾   0 4  0   0   1．7   

0   4．4   の  4 0      ロ  
0   0．0   つ び  0 4      0  

0 4   ノ、  3 5    0  0  
5   15．9   ミしヽ  0 5      四  

0 5  4   10．0   ミツ  
0   0   0．1   ／くツ  0 5  

レ   0   0．5   5      0  
8   29 5   つか  5    10  

5  0   0   1．5   ■ か  
5   9．5   デン、寸  5    ロ  

0   0   0．2   7‾ヮー  0 5  
14   23   20．5   、コl－  5  
1．   1．   15．5  有のあぶらな科野立  5  

0 05  0   0 3  
0  

0   0 0   0 4    0  
0   0   0．3   戸 ・ －ク  2 5  

4 0  0．   0．   0．4   

5  0   0．   l             デ ブ          0．5  向   
3   18．5   5      9．  

2  12   8 4   ス        ヾ し ／含む      5  
2．   3．5  也のきく科野菜  5    0．  

01  ‘ 3   2 3   ロ  

l－キ Aむ   0 7  3   5．   9．5  

0   0．   1．6   

ペ‾ガス   0 7  0   0．   0．5   

ぎ   2    0．  0，  0．6  
01  2．   2．2   

ス‾、、フ   0   0．   0．0   0 4  
0   0   0．3   l  3  

6 0  2．4   ロ       0  何  
5  0   0   1．0   ゴ  

也のせり科野菜   6．0  0．   0．   1．8   

－83－   



幼小児  

食品群   
基準値案  

（ppm）   TMDI  

O. 5i 17  ／  0 5  
0．5  その他のなす科野菜  5  

8. 2i 10. lii ー ン A  口  
5. 8i 6 9  ゝ     ス 、、ご   Aむ  口  
01   口      01  
01   O. lii ＼  0 5  

0 0  ヽ 、    ′ナ1  0 2    01  
O. 0i 0 0  0 2  

2．3  その他の’り科野帯  円  
3 5      60 9  

01  0 7    01  
ゝ   0 4  01   0. 3i 0．3   

01   0．3   執ゝ   ÷’  0 5      0  
3   3 6   ヽ  2    2 4  

0 4：  0．   0．4   ゝだまめ  3 5  
48   610  

45   闘  5  63 0；          口        42 6   
0   01  ≠        「－  口    0  

0   0   0．3   円  
、、ヾ  － ～レ レンこ予 Aむ   0   0   0．2   

0   2   0．8   ○  レーツ  口  
0．1   ライム  円  

0．   0．  その他のかんきつ類果実  口  

0 5  18   15   17 8   ゾ  
4   5   5. 1 ≠  円  

0   0．1   挫け  口  
0．1   レ  0 6  

0．   0．1  

0 5  0   2   
びわ  0 5    0．                 0．1   

0．1   l  0 7  
0   0   0. 1 l       A  0 7  
0   0．0   レー、 Aむ  0 2      0  
0，   0．   0．5   ’め  0 3  
0．   ゝ’ ナ チ リーをAむ）  3 0      0    いちゾ  0 5      0．  0．1   

‾ズベ1－   2 5  0．  
ブー、、クベリー   2 5  0   0．   0．3   

0   0   0．4   ～レー ご1－  3 5  
0 05  0   0．0   二こ、べt －－         0  

0   0 4   ヾl  3 5    0  
0．4   その他のベリー類果実  3．5  

4   114   ○＋lヾ■ ヽ  3  
21．   49．6   かき  口  
0．   0．9  バナナ  0 05  

0   0   0 4  0 2  
10  O. li 0．1   

アボカド   10  0．2   

10  グ バ  
、 ＝Ⅰ－・・・・・・  円  

10  0．   パ、、シ ンフ／レーツ  
その他の果実  3 0      4．  5，1   

0．   の  0 05        0．0   
0 05  0   い丁ほり の           0．0   

0   0   0．5   √  5  
0   0   0．3   ナ ー  0 05  

0．   0．0   その他のオイルシード  0．05    0．  

一84－   



基準値案  

（ppm）   民平均 ThlDI  幼小児 （1～6歳） ThlDI  妊婦 TMDI  高齢者 （65歳以上） 1、MDI  
0．0  0．1  0．0  

0．05  0．1   0．0   0．0  

0．05  0．0   0．0   0．0  

0．05  0．0   0．0   0．0  

0．05  0．0   0．0   0．0   

0 05  O. 0i O. 0i 0．0  ナッツ類  
10  14．0   35．0   43．0   

0 8  ー  12   11  豆       01  
0．05  0．0   0．0   0．0  

10  1．0   1．0   1．0   

5  0．5   0．5   の  
の  5  0. 5i 0 5   0．5   

乳  0 2  6．6   類の肉類         12．1  11．5   
0．1  19．7   18．3   14．3   乳  

1．9   1．6   2．0   肉  
類   0．02   0．8  0．8   

計  993．6  589．4  810．6   1053．1   

ADI比（％）  32．7   65．4   25．6   34．1   

ペカン  

アーモン  

くるみ  

その他の  

コーヒ  

カカオ豆  

ホップ  

その他  
その他  

陸棲哺  
陸棲哺  
家禽の  

TMDI：理論最大1日摂取量（TheoreLjcalMaximum T）ailyIntake）  
高齢者については畜産物、妊婦については家きんの卵類の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参  
考とした。  

－85－   



（参考）  

これまでの経緯  

3月17日 農薬登録申請（稲に係る適用拡大申請）  

9月 4日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

9月 7日 食品安全委員会（要請事項説明）  

2月 6日 第4回農薬専門調査会確認評価第一部会  

2月23日 厚生労働大臣から食品安全委員会委員長あてに残留基準設定に  

係る食品健康影響評価について要請  

3月 8日 食品安全委員会（要請事項説明）  

3月14日 第13回農薬専門調査会幹事会  

4月26日 食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表  

平成18年  

平成18年  

平成18年  

平成19年  

平成19年  

平成19年  

平成19年  

平成19年  

6月14日 食品安全委員会（報告）  

6月14日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評  

価について通知  

5月19日 薬事・食品衛生審議会へ諮問  

5月20日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

平成19年  

平成19年  

平成21年  

平成21年  

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会  

【委員］   

東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授  

北里大学北里生命科学研究所病原微生物分子疫学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所副所長  

東京大学大学院農学生命科学研究科教授  

財団法人残留農薬研究所理事  

星薬科大学薬品分析化学教室准教授  

元国立医薬品食品衛生研究所食品部第一室長  

元農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害防除部長  

実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授  

国立医薬品食品衛生研究所食品部長  

日本生活協同組合連合会組織推進本部本部長  
東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授  

青森県立保健大学健康科学部栄養学科教授  

国立健康・栄養研究所栄養疫学プログラム国民健康・栄養調査  

プロジェクトリーダー  

大阪市立大学大学院医学研究科都市環！亮病理学教授  

青木 宙   

生方 公子  

○大野 泰雄   

尾崎 博   

加藤 保博   

斉藤貢一   

佐々木 久美子   

志賀 正和   

豊田 正武   

松田－ りえ子  

山内  

山添  

吉池  

由田  

子
 
 
男
士
 
 

明
康
信
克
 
 
 

鰐渕 英機  

（○：部会長）  
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答申（案）   

イミダクロブリド  

残留基準値  

食品名  

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、  
小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以  
外のものをいう。   

（注2）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大  
豆、小豆類、えんどう、そら豆、らつかせい及  
びスパイス以外のものをいう。   

（注3）「その他のいも類」とは、いも類のうち、  
ばれいしよ、さといも類、かんしよ、やまいも  
及びこんにやくいも以外のものをいう。   

（注4）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶ  
らな科野菜のうち、だいこん類の根、だいこ  
ん類の葉、かぶ類の根、かぶ類の葉、西洋  
わさび、クレソン、はくさい、キャベツ、芽キャ  
ベツ、ケール、こまつな、きような、チンゲンサ  
イ、カリフラワーブロッコリー及びハーブ以外  

のものをいう。  

（注5）「その他のきく科野菜」とは、きく科野  
菜のうち、ごぼう、サルシフイー、アーティ  
チョーク、チコリ、エンダイブ、しゆんぎく、レ  
タス及びハーブ以外のものをいう。   

小麦  

大麦  

ライ麦  

とうもろこし  

そば  

そゃ他の窒準（珪吐  

大豆  
小豆類  

えんどう  

そらまめ  

らつかせい  

その他の豆類（注2）  

ばれいしよ  

さといも類  

かんしよ  

やまいも  

こんにやくいも  

その他のいも類（注3）  

てんさい  

さとう呈び山．  
だいこん類の根  

だいこん類の築  

かぶ類の根  
かぶ類の菓  

西洋わさび  
クレソン  

はくさい  
キャベツ  

芽キャベツ  

ケール  

こまつな  

きような  
チンゲンサイ  

カリフラワー  
ブロッコリー  

その他のあぶらな科野菜（注4）  

ごぼう  

サルシフイー  

アーティチョーク  

チコリ  
エンダイブ  

しゆんぎく  

レタス  

その他のきく科野菜（注5）  

たまねぎ  

ねぎ  

にら  
アスパラガス  

わけぎ ，…▼  
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残留基準値  

食品名  
DDm   

にんじん   0．1   

パースニップ   0．4   
パセリ   3   

セロリ   6．0   

みつば   5   

その他のせり科野菜（注6）   6．0   
トマト   2   

ピーマン   3   

なす   0．5   

その他のなす科野菜（注7）  5   
きゆうり   
かぼちや   

しろうり   

すいか   0．5   

メロン類果実   0．2   

まくわうり   0．2   

その他のうり科野菜（注8）   

ほうれん草   3．5   

オクラ   0．7   
しようが   0．4   
未成熟えんどう   0．5   
未成熟いんげん   2   

えだまめ   3．5   
その他の野菜（直前   5   

みかん   

なっみかんの果実全体   
レモン′   

オレンジ   

グレープフルーツ   

ライム   

その他のかんきつ類果実（注10）   

りんご   0．5   
日本なし   

西洋なし   
マルメロ   0．6   
びわ   0．5   

もも   0．5   
ネクタリン   0．7   

あんず   0．7   

すもも   0．2   

うめ   0．3   
おうとう   3．0   
いちご   0．5   
ラズベリー   2．5   
ブラックベリー   2．5   
ブルーベリー   3．5   
クランベリー   0．05   
ハック／レベリー   3．5   

その他のペリー類果実（注11）   3．5   

ぶどう   3   

かき   

（注6）「その他のせり科野菜」とは、せり科野  
菜のうち、にんじん、パースニップ、パセリ、  
セロリ、みつば、スパイス及びハーブ以外の  
ものをいう。  

（注7）「その他のなす科野菜」とは，なす科野  
菜のうち，トマト，ピーマン及びなす以外のも  
のをいう。  

（注8）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜  

のうち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、  
メロン類果実及びまくわうり以外のものをい  

う。  

（注9）「その他の野菜」とは、野菜のうち、い  

も類、てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、  
きく科野菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす  
科野菜、うり科野菜、ほうれんそう、たけのこ、  
オクラ、しようが、未成熟えんどう、未成熟い  
んげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及び  
ハーブ以外のものをいう。  

（注10）「その他のかんきつ類果実」とは、か  

んきつ類果実のうち、みかん、なっみかん、  
なっみかんの外果皮、なっみかんの果実全  
体、レモン、オレンジ、グレープフルーツ、ラ  
イム及びスパイス以外のものをいう。  

（注11）「その他のペリー類果実」とは、ペリー  
類果実のうち、いちご、ラズベリー、ブラック  
ベリー、ブルーベリー、クランベリー及びハッ  

クルベリー以外のものをいう。   
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残留基準値  
食品名  

（注12）「その他の果実」とは、果実のうち、か  
んきつ類果実、りんご、日本なし、西洋なし、  
マルメロ、びわ、もも、ネクタリン、あんず、す  

もも、うめ、おうとう、ペリー頸果実、ぶどう、か  
き、バナナ、キウィー、／くパイヤ、アボカド、パ  

イナップル、グアバ、マンゴー、パッションフ  

ルし一ツ、なっめやし及びス／くイス以外のもの  
をいう。  

（注13）「その他のオイルシ」ド」とは、オイル  
シードのうち、ひまわりの種子、ごまの種子、  
べにばなの種子、綿実、なたね及びスパイス  
以外のものをいう。  

バナナ  

キウイー  
パパイヤ  

アボカド  
グアバ  

マン／コー  

パッションフルーツ  

亘垂直裏睡i二二  
ひまわりの種子  
べにばなの種子  

綿実  

なたね  

そ些健旦オニむとと二二ニヒ（邑撞  

ぎんなん  

くり  
ペカン  

アーモンド  

くるみ  
・・油■・l・● 

、 

茶  

コーヒー豆  

カカオ豆  
ホップ  

そ面他面ズ六才え面i宙  

そ嬰他聖二ニ賀堅担一  
牛の筋肉  

（注14）「その他のナッツ類」とは、ナッツ類の  
うち、ぎんなん、くり、ペカン、アーモンド及び  
くるみ以外のものをいう。  

（注15）「その他のスパイス」とは、スパイスの  
うち、西洋わさび、わさびの根茎、にんにく、  
とうがらし、パプリカ、しようが、レモンの果  
皮、オレンジの果皮、ゆずの果皮及びごまの  
種子以外のものをいう。  

豚の筋肉  

その他の陸棲哺乳類  む⊆昼する塾塑（墜t7担匪壇  

牢あ両面  

豚の脂肪 その他の陸棲哺乳類   拉星空昼勤池野脂唯  （注16）「その他のハーブ」とは、ハーブのう  
ち、クレソン、にら、パセリの茎、パセリの莫  
セロリの茎及びセロリの菓以外のものをいう  

牛の肝臓  

豚の肝臓  

∴1‥I′・い＝州一冊ニーい：、－ト■・州－．十l＝峠  
牛の腎臓  

豚の腎臓  

その他の陸棲噛乳類に属する動物の腎臓  
・l 

豚の食用部分  

そ廻墜堕喧塾選庄展す豊艶塑塑食坦部分  
乳  、一▼ゝ一、‾”ゝ■ ′一‾  

葡南扇碩「 

そ雌／塾旦担塵軋 、＿、 【  
鶏の脂肪  

その他の家きんの脂肪  

（注17）「その他の陸棲晴乳類に属する動  

物」とは、陸棲晴乳類に属する動物のうち  
牛及び豚以外のものをいう。  

（注18）「その他の家きん」とは、家きんのう  
ち、鶏以外のものをいう。   

鶏の肝臓  

その他の家きんの肝臓  

鶏の腎臓  

∴・仙′・、i●十 ＿∫†川ご＼  
鶏の食用部分  

そ担坦空家き∠吐型食昼型分  

鶏の卵  

その他の家きんの卵  

／ト麦粉（全粉粒を除く。）  

／ト麦ふすま  

ー89－  




